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「だいすき たねがしまとうだい」
山口　優那　さん

鹿児島県中種子町立油久小学校　 2年

評： 黒地をベースに作るという自分の描
き方を持っている。灯台の風雪に耐
えた経年劣化が表現されている。

「灯台絵
画コンテスト2020」入賞作品

●海上保安庁長官賞

●国土交通大臣賞
（表紙）「入道崎」
武田　さくら　さん

秋田県男鹿市男鹿北中学校　 3年

評： 風を感じる絵です、これから点灯しようとする灯台の
頼もしさを感じます。



「みんな元気になぁれ！下関チアーアップ花火と二つの灯台」
原口　怜久　さん

長崎県大村市立竹松小学校　 5年

評
：�

灯
台
を
中
心
に
し
た
花
火
大
会
の
賑

や
か
さ
と
光
の
競
演
、
み
ん
な
元
気

に
な
っ
て
ほ
し
い
と
の
作
者
の
気
持

ち
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

●燈光会会長賞

●金　賞  中学生の部  　　　　

「初夏の室戸岬灯台」
加納　秋桜　さん

愛媛県宇和島市立三間中学校　 3年



●金　賞　小学生 高学年の部

●金　賞  小学生 低学年の部  　　　　

「みんなを まもる とうだい」
小島　叶　さん

長崎県対馬市立金田小学校　 2年

「夕日の出雲日御碕灯台」
三原　菜結　さん

和歌山県日高川町立三百瀬小学校　 6年
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１
　
は
じ
め
に

　

今
年
、
金
沢
港
は
昭
和
４５
年
１１
月
の
金
沢
港
開
港
か
ら
５０
周

年
を
迎
え
ま
す
。「
金
沢
港
ク
ル
ー
ズ
タ
ー
ミ
ナ
ル
」
が
、
本

年
６
月
１
日
に
新
築
オ
ー
プ
ン
し
、
大
型
船
に
よ
る

金
沢
入
港
操
船
シ
ュ
ミ
レ
ー
タ
ー
体
験（
１
０
０
円
）

や
地
元
音
楽
家
に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
が
催
さ
れ

る
な
ど
子
供
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
ア
ミ
ュ
ー
ズ

メ
ン
ト
パ
ー
ク
的
な
存
在
と
な
り
賑
わ
い
を
見
せ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
金
沢
港
の
記
念
す
べ
き
年
に
何
か
海
に
関
す

る
こ
と
で
役
立
て
た
い
と
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
、
既

に
廃
止
さ
れ
た
金
石
燈
台
（
金
沢
港
金
石
地
区
）
及

び
旧
白
尾
燈
台
（
か
ほ
く
市
白
尾
）
の
写
真
を
入
手

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
で
、
金
沢
港
開
港
５０
周

年
に
合
わ
せ
、
縮
尺
１
／
５０
の
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト

で
再
現
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

２
　
旧
白
尾
燈
台

　

白
尾
灯
台
に
つ
い
て
は
、
昨
年
の
本
誌
７
月
号
に
掲
載
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
よ
う
に
、
平
成
３０
年
９
月
１４
日
に
廃
止
さ
れ
、

金
石
燈
台
及
び
旧
白
尾
燈
台
を
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
で
再
現

金
沢
海
上
保
安
部
次
長
　
藤
　
島
　
充
　
良

昭和35年頃の旧白尾燈台（七塚町記念誌）

2代目白尾灯台
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地
元
か
ほ
く
市
に
買
い
取
ら
れ
、
観
光
資
源
と
し
て
活
躍
し
て

い
ま
す
。

　

今
年
の
３
月
に
交
通
次
長
室
の
書
棚
を
整
理
し
て
い
た
と
こ

ろ
、
平
成
１６
年
２
月
１１
日
に
「
海
と
砂
丘
の
ふ
る
さ
と
」
と
い

う
七
塚
町
（
現
か
ほ
く
市
）
が
発
行
し
た
記
念
誌
に
お
い
て
、

旧
白
尾
燈
台
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
を
発
見
し
ま
し

た
。

　

七
塚
町
は
、
高
松
町
及
び
宇
ノ
気
町
と
合
併
し
、
平
成
１６
年

３
月
１
日
に
か
ほ
く
市
と
な
り
、
こ
れ
に
合
わ
せ
七
塚
の
歴
史

や
文
化
を
子
孫
に
伝
え
る
た
め
「
図
解
七
塚
町
記
念
誌
・
海
と

砂
丘
の
ふ
る
さ
と
」
が
発
行
さ
れ
、
旧
七
塚
町
の
各
家
庭
に
配

布
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

平
成
１６
年
に
金
沢
海
上
保
安
部
灯
台
課
職
員
が
、
こ
の
七
塚

町
記
念
誌
を
入
手
し
、
後
世
に
残
し
て
く
れ
た
お
か
げ
で
、
旧

白
尾
燈
台
の
姿
を
知
る
こ
と
が
こ
と
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
、
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
で
再
現
し
た
旧
白
尾
燈
台
は
、

大
正
３
年
３
月
４
日
に
当
時
の
河
北
郡
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
た

初
代
白
尾
燈
台
を
再
現
し
た
も
の
で
す
。

　

航
路
標
識
経
歴
簿
に
よ
れ
ば
、「
昭
和
２４
年
３
月
に
国
営
移

管
を
前
提
と
す
る
移
転
改
築
が
行
わ
れ
、構
造
は
従
来
通
り
で
、

位
置
は
旧
場
所
の
後

方
３０
メ
ー
ト
ル
の
高

台
に
建
設
さ
れ
た
」

と
記
録
が
あ
り
ま

す
。
大
正
３
年
の
初

代
灯
台
か
ら
移
転
改

築
し
た
昭
和
２４
年
ま

で
は
、
３５
年
間
、
木

造
灯
台
と
し
て
使
用

さ
れ
た
の
で
、
こ
の

移
転
改
築
に
お
い
て

は
、
木
造
部
分
は
新

替
え
さ
れ
、
灯
ろ
う

部
分
な
ど
は
再
利
用

ＣＡＤで復元された旧白尾燈台図面

設立当時の白尾燈台（七塚町記念誌）
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さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
移
転
で
は
、
基
礎
か
ら

灯
火
の
高
さ
が
５
・
２
メ
ー
ト
ル
と
移
転
前
と
は
４０
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

初
代
白
尾
燈
台
の
告
示
事
項
で
あ
る
灯
台
基
礎
か
ら
灯
火
の

高
さ
４
・
８
メ
ー
ト
ル
が
判
明
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
写
真
を

縮
尺
定
規
が
利
用
で
き
る
大
き
さ
に
コ
ピ
ー
し
、
各
寸
法
を
測

定
し
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
図
面
に
て
復
元
し
ま
し
た
。

　

金
沢
海
上
保
安
部
次
長
室
の
書
棚
は
、
か
つ
て
３
か
所
勤
務

し
た
部
署
次
長
室
に
比
べ
、
格
段
に
灯
台
関
係
の
資
料
が
豊
富

に
残
さ
れ
て
お
り
、
歴
史
書
物
や
古
文
書
を
後
進
に
伝
え
て
い

た
だ
い
た
諸
先
輩
方
に
敬
意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

３
　
金
石
燈
台

　

石
川
県
大
野
町
史
に
よ
れ
ば
、
明
治
１１
年
１１
月
に
新
川
（
犀

川
と
思
わ
れ
る
）

縁
に
陸
上
か
ら
屋

上
ま
で
の
高
さ
二

丈
（
約
６
メ
ー
ト

ル
）
の
木
造
黒
塗

灯
台
が
建
設
さ

れ
、
明
治
３０
年
４

月
に
下
金
石
日
和

山
燈
竿
と
称
し
改
築
さ
れ
、
明
治
３０
年
８
月
１５
日
に
点
灯
し
ま

し
た
。
北
緯
３６
度
３７
分
、東
経
１
３
６
度
３６
分
（
日
本
測
地
系
）

に
設
置
さ
れ
ま
し
た
が
、
同
燈
竿
は
明
治
４５
年
３
月
３１
日
に
廃

止
さ
れ
た
と
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
金
石
燈
台
は
、
明
治
４５
年
４
月
頃
に
石
川
郡

金
石
町
に
よ
り
建
設
さ
れ
、
点
灯
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
同

灯
台
は
、
昭
和
２５
年
６
月
１２
日
、
海
上
保
安
庁
に
移
管
さ
れ
、

金
石
防
波
堤
灯
台
設
置
に
伴
い
、
昭
和
３２
年
２
月
１
日
に
廃
止

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
金
石
町
、
大
野
村
及
び
二
塚
村
は
昭
和
１８
年
に
金
沢

市
に
編
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

金
沢
市
金
石
本
町
に
あ
る
「
石
川
県
銭
屋
五
兵
衛
記
念
館
」

金石町灯台（銭屋五兵衛記念館所蔵）

燈台モニュメント（銭五の館）

ＣＡＤで復元された金石燈台図面
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の
道
路
沿
い
に
建
て
ら
れ
た
灯
台
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
は
、
昨
年
か

ら
気
に
な
っ
て
い
た
も
の
の
一
般
的
な
灯
明
台
を
模
し
た
も
の

と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
今
年
３
月
に
旧
白
尾
燈
台
の
写
真
を

次
長
室
に
て
見
つ
け
、
二
重
の
庇
（
ひ
さ
し
）
に
共
通
点
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
今
年
の
７
月
に
「
銭
五
の
館
」
と
呼
ば
れ
る
同

記
念
館
に
、
こ
の
灯
台
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
話
を
伺
い
に

行
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

参
考
と
し
て
、
銭
屋
五
兵
衛
は
、
幕
末
の
日
本
海
を
舞
台
に

劇
的
に
駆
け
抜
け
た
海
の
豪
商
と
し
て
有
名
な
方
で
す
。

　

同
館
の
松
本
明
洋
館
長
が
対
応
し
て
く
れ
、
旧
白
尾
燈
台
の

写
真
を
持
参
し
、

同
記
念
館
の
灯
台

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
と

良
く
似
て
い
る
こ

と
を
お
話
し
た
と

こ
ろ
、
そ
の
モ
デ

ル
は
「
金
石
町
灯

台
」と
の
こ
と
で
、

当
時
の
写
真
を
見

せ
て
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
ま
し

た
。
金
石
町
が
建

設
し
た
灯
台
で
も
あ
る
の
で
、
地
元
で
は
、「
金
石
町
灯
台
」

と
呼
ば
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

航
路
標
識
経
歴
簿
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
金
石
燈
台
の
記
録
が

残
さ
れ
て
お
り
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
に
て
金
石
燈
台
の
図
面
を
復
元
す
る

と
と
も
に
、
古
い
海
図
か
ら
金
石
燈
台
が
あ
っ
た
位
置
も
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

両
灯
台
の
図
面
を
見
て
い
た
だ
け
れ
ば
分
か
る
よ
う
に
、
高

さ
が
異
な
る
も
の
の
、
建
設
さ
れ
た
時
期
が
ほ
ぼ
同
じ
で
形
状

が
似
て
い
る
こ
と
か
ら
設
計
者
が
同
じ
人
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
ま
す
。

４
　
両
灯
台
を
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
に
て
再
現

　

両
灯
台
は
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
で
図
面
を
復
元
し
、
形
状
が
簡
素
で
あ

る
こ
と
か
ら
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
に
し
て
も
製
作
し
易
い
と
考

え
、
両
灯
台
を
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
に
て
再
現
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。
小
学
生
以
上
の
方
に
も
作
り
や
す
い
よ
う
に
パ
ー
ツ

は
６
点
と
し
３０
分
か
ら
１
時
間
程
度
で
簡
単
に
作
れ
る
よ
う
配

慮
し
ま
し
た
。

　

二
重
の
庇
に
特
徴
が
あ
る
灯
台
で
、
こ
の
庇
が
ア
ク
セ
ン
ト

と
な
り
灯
台
を
格
好
良
く
見
せ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

昭和28年頃の海図（海図中央に金石燈台）
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５
　
お
わ
り
に

　

今
回
作
成
し
た
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
及
び
九
本
部
海
洋
情
報

部
に
作
成
い
た
だ
い
た
３
Ｄ
海
底
地
形
図
は
、「
う
み
っ
こ
ら

ん
ど
七
塚
」（
か
ほ
く
市
教
育
委
員
会
運
営
）
及
び
「
石
川
県

銭
屋
五
兵
衛
記
念
館
」
に
８
月
５
日
に
寄
贈
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
両
施
設
と
も
、
海
に
関
す
る
貴
重
な
資
料
が
展
示
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
地
域
の
方
を
始
め
全
国
か
ら
多
く
方
が

訪
れ
て
い
ま
す
。
両
施
設
を
訪
れ
た
方
に
は
、
灯
台
の
役
割
や

地
域
の
灯
台
な
ど
の
歴
史
を
知
っ
て
い
た
だ
く
ほ
か
、
夏
休
み

期
間
な
ど
は
子
供
さ
ん
も
多
く
訪
れ
る
こ
と
か
ら
、
夏
休
み
の

工
作
や
自
由
研
究
の
資
料
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

うみっこらんど七塚への贈呈
かほく市山口吉男教育部長（左）

銭屋五兵衛記念館への贈呈
同館館長（右）、筆者（左）

ペーパークラフトで再現した金石燈台（右）、
旧白尾燈台（左）
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灯
台
設
置
場
所
の
相
次
ぐ
変
更

　

瀬
戸
内
海
の
岡
山
県
と
香
川
県
に
挟
ま
れ
た
東
西
に
延
び
る

備び

讃さ
ん

瀬
戸
、
そ
の
中
ほ
ど
に
鍋
島
灯
台
は
あ
り
ま

す
。
現
在
は
、
灯
台
の
す
ぐ
近
く
に
、
本
州
と
四

国
を
結
ぶ
備
讃
瀬
戸
大
橋
が
架
け
ら
れ
て
い
ま
す

（
写
真
１
）。

　

瀬
戸
内
海
に
は
、
明
治
４
～
６
年
ま
で
の
２
年

間
に
灯
台
が
次
々
と
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
明
治
４

（
１
８
７
１
）
年
４
月
の
江え

埼さ
き

灯
台
を
皮
切
り
に
、

六む

連つ
れ

島じ
ま

、
部へ

埼さ
き

、
苫と

ま

ケが

島し
ま

（
友
ケ
島
）、
和わ

田だ

岬み
さ
き、

天て
ん

保ぽ
う

山ざ
ん

、
そ
し
て
鍋な

べ

島し
ま

、
釣つ

る

島し
ま

の
８
基
の
灯
台
で

す
（
資
料
１
）。
こ
の
８
基
の
灯
台
の
器
械
は
、

す
べ
て
英
国
か
ら
輸
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
器
械
の
購
入
に
関
す
る
記
録
が
、
早
稲
田

大
学
図
書
館
所
蔵
大
隈
文
書
の
灯
台
関
係
記
録
に

見
ら
れ
ま
す
。
１
８
６
９
年
２
月
２０
日（
明
治
２
年
１
月
１０
日
）

付
ハ
ル
リ
ー
ブ
ロ
ン
ト
ン
へ
の
購
入
手
配
書
に
は
、
鍋
島
灯
台

は
、
広
島
灯
台
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
広
島
は
、
鍋
島
か
ら

約
１０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
西
に
あ
る
香
川
県
丸
亀
市
の
広
島
で
す
。

備
讃
瀬
戸
の
灯
台
は
、
当
初
、
鍋
島
で
は
な
く
、
丸
亀
市
沖
の

広
島
に
設
置
さ
れ
る
予
定
で
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
広
島

と
鍋
島
の
ほ
ぼ
中
間
に
あ
る
牛
島
に
変
更
さ
れ
た
こ
と
が
、
明

治
４
年
５
月
２７
日
付
の
太
政
類
典
に
次
の
と
お
り
見
ら
れ
ま
す
。

−

明
治
の
灯
台
の
話
�

−

鍋な
べ

島し
ま

灯
台灯 

台 

研 

究 

生

写真－ 1 　鍋島灯台と備讃瀬戸大橋
（本年 8 月撮影）

資料－ 1 　明治初年の瀬戸内海の灯台位置図



—  8  —

　

ブ
ラ
ン
ト
ン
は
、
慶
応
４
年
８
月
（
１
８
６
８
年
６
月
）
に

来
日
後
、
時
期
を
待
た
ず
英
国
軍
艦
マ
ニ
ラ
号
に
て
、
各
地
の

灯
台
設
置
の
測
量
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
広
島
に
は
、
１
８

６
８
年
１２
月
（
明
治
元
年
１１
月
）
に
訪
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
時
、

マ
ニ
ラ
号
の
１９
歳
の
士
官
レ
キ
（Frank T

oovey Lake

）
が

亡
く
な
り
、
広
島
に
て
手
厚
く
葬
ら
れ
て
い
る
記
録
が
、
彼
の

手
記
（
お
雇
い
外
人
の
見
た
近
代
日
本 

Ｒ
・
Ｈ
ブ
ラ
ン
ト
ン  

　

牛
島
釣
島
両
所
燈
明
臺だ

い

御
建
築
ノ
儀 

御お

雇や
と
い

英
人
器
械
方
頭

取
フ
ラ
ン
ト
ン
氏
ヨ
リ
別
紙
ノ
通

と
お
り

申
も
う
し

立た
て 

右
ハ
最
初
内
海
ノ
部

八
ヶ
所
燈
明
臺だ

い

建
築
ノ
場
所 

各
國
軍
艦
士
官
共
評
論
シ
テ
決

定
致い

た

シ
候そ

ろ

處
と
こ
ろ 

八
ヶ
所
ノ
内
今
治
広
島
二
ヶ
所
ノ
儀
ハ 

今
般

再
実
測
シ
テ 
航
海
線
路
ヲ
改

あ
ら
た
め

候そ
う
ろ
うニ

付 

別
紙
ノ
通
評
論
シ
テ �

牛
島
釣
島
両
所
ニ
決
定
致い

た
し
そ
う
ろ
う
の
ぎ

候
儀
ニ
付 

御
採
用
ニ
相

あ
い
な
り
た
く
そ
う
ろ
う

成
度
候

【
解
読
】

　
牛
島
、
釣
島
の
両
所
の
灯
台
建
設
に
つ
い
て
、

お
雇
い
英
人
技
術
責
任
者
ブ
ラ
ン
ト
ン
氏
よ
り
別

紙
の
と
お
り
申
請
さ
れ
、
当
初
瀬
戸
内
海
の
八
ヶ

所
の
灯
台
建
設
場
所
は
、
各
国
の
軍
艦
士
官
と
も

評
論
し
て
決
定
し
た
と
こ
ろ
、
八
ヶ
所
の
う
ち
今

治
と
広
島
の
二
ヶ
所
は
、
今
般
再
実
測
し
て
、
牛

島
と
釣
島
の
両
所
に
決
定
し
た
い
の
で
、
採
用
し

て
い
た
だ
き
た
く
願
い
ま
す
。

　

広
島
の
周
辺
海
域
は
、
浅
瀬
が
多
く
備
讃
瀬
戸

航
路
の
難
所
で
し
た
。
同
海
域
に
は
、明
治
２８（
１

８
９
５
）
年
に
波
節
岩
灯
標
、同
３５
（
１
９
０
２
）

年
に
沖
ノ
洲
、
瓦
洲
の
両
浮
標
な
ど
、
備
讃
瀬
戸

の
中
で
早
い
時
期
に
次
々
と
航
路
標
識
が
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
（
資
料
２
）。

資料－ 2 　広島周辺の航路標識と推薦航路
（明治期の海図より）

写真－ 2 　英国士官レキの墓標と記念碑
（本年 8 月撮影）
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大
隈
文
書
の
灯
台
関
係
記
録
（
燈
台
寮
建
築
事
務
摘
要
明
治

５
年
１０
月
）
に
は
、
鍋
島
灯
台
の
工
事
開
始
は
明
治
四
年
辛し

ん

未び

十
一
月
十
日
と
あ
り
ま
す
。
鍋
島
へ
の
灯
台
設
置
は
、
ブ
ラ
ン

ト
ン
と
灯
台
視
察
船
テ
ー
ボ
ー
ル
号
船
長
ブ
ラ
ウ
ン
の
要
請
に

よ
り
、
工
事
開
始
の
ほ
ぼ
1
ヶ
月
前
の
直
前
に
決
め
ら
れ
て
い

た
の
で
す
。

　

そ
の
頃
、
英
字
新
聞
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ　

Ｗ
Ｅ
Ｅ
Ｋ
Ｌ
Ｙ　

Ｍ
Ａ

Ｉ
Ｌ
の
記
者
が
、
テ
ー
ボ
ー
ル
号
に
同
乗
し
、
各
地
の
灯
台
設

置
状
況
を
同
紙
に
記
し
て
い
ま
す
。
テ
ー
ボ
ー
ル
号
は
、
鍋
島

に
も
訪
れ
て
お
り
、
１
８
７
２
年
２
月
３
日
（
明
治
４
年
１２
月

２５
日
）
付
の
同
紙
に
は
、
次
の
と
お
り
見
ら
れ
ま
す
。

　

鍋
島

　

こ
の
島
は
、
石
造
り
の
灯
台
の
建
設
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

灯
器
は
第
三
等
の
光
学
レ
ン
ズ
を
装
置
し
た
も
の
を
予
定
し
て

お
り
、
瀬
戸
内
海
を
航
海
す
る
船
に
対
し
、
最
も
有
益
な
援
助

（
ア
シ
ス
ト
）を
与
え
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。こ
の
灯
台
の
光
は
、

男
木
島
か
ら
六
島
に
通
ず
る
セ
ン
ト
・
ヴ
ィ
ン
セ
ン
ト
水
道
を

示
す
た
め
の
も
の
で
、
無
頓
着
に
海
図
を
見
た
だ
け
で
も
、
こ

の
よ
う
な
灯
火
が
非
常
に
重
要
な
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し

か
し
、
灯
台
建
設
の
準
備
作
業
は
、
何
も
し
て
い
な
か
っ
た
。

我
々
は
島
に
上
陸
し
、
日
本
人
の
責
任
者
へ
、
い
く
つ
か
の
工

徳
力
真
太
郎
訳
）
に
見
ら
れ
ま
す
。
墓
標
は
、
今
も
広
島
に
残

さ
れ
て
お
り
（
写
真
２
）、
２
年
前
に
は
、
高
松
海
上
保
安
部
長

も
参
列
し
、没
後
１
５
０
周
年
の
記
念
祭
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
牛
島
建
設
予
定
地
か
ら
、
最
終
的
に
鍋
島
へ
決
定
し
た

事
実
は
、
太
政
類
典
の
明
治
４
年
９
月
２９
日
付
工
部
省
か
ら
太

政
官
へ
の
報
告
書
に
次
の
と
お
り
見
ら
れ
ま
す
。

　

兼か
ね

テ
御
許
容
ニ
相あ

い

成な
り

有こ
れ

之あ
り

候
そ
う
ろ
う

讃さ
ん

州し
ゅ
う

牛
島
へ
燈と

う

臺だ
い

建
築
ノ

儀 

尚な
お

又ま
た

今
般
実
地
検
査
ノ
所 
同
所
近
傍
鍋
島
ト
申
處

と
こ
ろ 

至し

極ご
く

適
当
ノ
地
ニ
付 

改あ
ら
た
めテ
右
ヘ
建
築
可し

か
る
べ
く然
條 

御お

傭や
と
い

外
國
人
フ
ラ
ン

ト
ン
並
プ
ロ
ウ
ン
ノ
両
人
申
立
候
ニ
付 
其
通
決
定
可い

た
す
べ
く致

此
段

御
届
申
候
也

　

辛し
ん

未び

九
月
廿
九
日�
工　

部　

省

【
解
読
】

　
兼
て 

ご
許
可
に
な
り
ま
し
た
香
川
県
の
牛
島
へ
の
灯
台
建

設
に
つ
い
て
は
、
な
お
又
今
般
現
地
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
同
所

近
傍
の
鍋
島
と
い
う
所
が
、
最
も
適
任
の
場
所
と
し
て
改
め
て

同
地
へ
建
設
す
べ
き
旨
、
お
雇
い
外
人
の
ブ
ラ
ン
ト
ン
と
ブ
ラ

ウ
ン
の
両
人
の
申
し
立
て
に
よ
り
、
そ
の
通
り
決
定
す
る
こ
と

を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

　
明
治
４
年
９
月
２９
日�

工
　
部
　
省
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時
は
３０
代
の
働
き
盛
り
の
技
術
官
員
で
し
た
。
そ
の
後
、
犬
吠

埼
、
尻
屋
埼
灯
台
の
建
設
工
事
に
長
期
間
従
事
し
、
経
験
も
知

識
も
積
み
六
等
技
手
に
昇
任
し
、
明
治
１２
（
１
８
７
９
）
年
に

瀬
戸
内
海
三
原
瀬
戸
の
長
太
夫
立
標
の
建
設
工
事
に
従
事
中
、

悪
性
の
流
行
病
に
罹
り
同
年
８
月
に
細
島
に
て
亡
く
な
っ
て
い

ま
す
。

　

菊
地
元
信
の
記
録
に
は
、
鍋
島
・
釣
島
灯
台
兼
務
と
見
ら
れ

ま
す
。
出
張
時
期
は
不
明
で
す
が
、
両
灯
台
は
明
治
４
年
に
起

工
し
、明
治
５
年
か
ら
６
年
に
か
け
完
成
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

明
治
５
年
前
後
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
菊
地
氏
は
、
両
灯
台
の
ほ

か
部
埼
灯
台
と
金
華
山
灯
台
の
工
事
に
携
わ
っ
て
い
た
記
録
が

諸
標
成
功
録
（
国
会
図
書
館
蔵
）
と
明
治
８
年
の
工
部
省
考
課

状
（
国
立
公
文
書
館
蔵
）
に
見
ら
れ
ま
す
。
灯
台
の
工
事
は
、

多
く
の
官
員
と
お
雇
い
外
国
人
が
、
短
期
間
に
交
代
で
携
わ
っ

て
い
く
の
が
多
い
中
で
、
道
家
正
之
が
鍋
島
灯
台
に
起
工
時
か

ら
完
成
近
く
ま
で
長
期
間
従
事
し
て
い
る
の
は
異
例
で
す
。

　

灯
台
の
工
事
の
断
片
が
、
鍋
島
灯
台
点
灯
１
２
０
周
年
の
記

念
行
事
の
燈
光
の
記
事
（
平
成
５
年
２
月
号
）
の
中
で
、
地
元

の
古
老
の
話
と
し
て
、
わ
ず
か
に
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
鍋
島

灯
台
建
設
時
に
、
灯
台
の
材
料
の
切
石
を
現
場
ま
で
引
き
上
げ

る
の
に
、
岩
礁
の
上
に
石
を
積
み
上
げ
船
着
場
を
造
り
、
こ
こ

か
ら
現
場
ま
で
ロ
ー
プ
を
と
っ
て
リ
フ
ト
を
作
っ
た
と
、
言
い

事
作
業
を
開
始
す
る
よ
う
命
令
し
帰
船
し
た
。

　

こ
の
記
事
の
前
の
瀬
戸
内
海
を
紹
介
す
る
記
事
の
中
で
、
鍋

島
に
到
着
し
た
の
は
、（
１
８
７
１
年
）
１２
月
１５
日
と
記
さ
れ

て
い
ま
す
。
同
日
を
和
暦
に
直
す
と
、
明
治
４
年
１１
月
４
日
と

な
り
、
起
工
日
の
６
日
前
と
な
り
ま
す
。
こ
の
時
の
視
察
に
て

指
示
を
受
け
、
鍋
島
灯
台
の
工
事
を
開
始
し
た
こ
と
が
容
易
に

考
え
ら
れ
ま
す
。
記
事
に
見
ら
れ
る
、
工
事
の
準
備
が
何
も
で

き
て
い
な
か
っ
た
の
は
、
相
次
ぐ
設
置
場
所
の
変
更
が
原
因
で

は
な
い
の
か
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

鍋
島
灯
台
の
石
の
産
地

　

鍋
島
灯
台
の
工
事
の
詳
細
が
分
か
る
記
録
は
、
こ
れ
ま
で
確

認
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
道
家
正
之
と
菊
地
元
信
と
い
う
燈
台
寮

の
役
人
が
、
工
事
に
携
わ
っ
た
と
の
記
録
の
み
、
国
立
公
文
書

館
と
大
隈
文
書
の
記
録
に
見
ら
れ
ま
す
。

　

道
家
正
之
の
記
録
に
は
、
明
治
４
（
１
８
７
１
）
年
１１
月
燈

台
寮
任
用
後
す
ぐ
に
、
同
年
１１
月
１１
日
か
ら
翌
年
の
１０
月
９
日

ま
で
鍋
島
灯
台
建
築
の
た
め
の
鍋
島
へ
の
出
張
の
記
録
が
見
ら

れ
、
鍋
島
灯
台
の
起
工
時
か
ら
灯
台
建
設
の
全
工
程
に
携
わ
っ

て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
同
氏
は
、天
保
１０
（
１
８
３
９
）

年
６
月
生
、
旧
名
紋
之
助
、
静
岡
県
平
民
、
鍋
島
灯
台
の
建
設
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の
濱
本
敏
広
所
長
に
、
鍋
島
灯
台
の
石
材
が
与
島
産
で
あ
る
か

伺
っ
た
と
こ
ろ
、
意
外
な
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

与
島
の
石
の
切
出
し
は
、
豊
臣
秀
吉
の
大
阪
城
築
城
が
始
ま

り
で
し
た
。
そ
の
後
、江
戸
期
か
ら
明
治
期
ま
で
は
行
わ
れ
ず
、

当
時
島
で
は
塩
田
が
盛
ん
に
作
ら
れ
、
石
切
り
が
復
活
し
た
の

は
明
治
以
降
と
の
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
島
の
形
状
が
変
わ
る

程
切
出
し
た
多
く
の
石
が
、
ど
こ
に
運
ば
れ
た
の
か
と
い
う
記

録
は
、
島
に
は
全
く
残
さ
れ
て
い
な
い
と
の
こ
と
で
し
た
。
島

の
人
達
に
と
っ
て
、
自
分
の
島
の
石
を
切
り
出
す
こ
と
は
、
自

分
の
身
を
削
る
の
と
同
じ
と
捉
え
、石
切
り
に
関
わ
る
人
達
は
、

島
外
の
者
ば
か
り
だ
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。
鍋
島
灯
台
の
地
元

で
あ
る
与
島
で
も
、灯
台
の
石
が
与
島
の
石
な
の
か
分
か
ら
ず
、

数
年
前
に
濱
本
所
長
か
ら
海
上
保
安
庁
へ
、
灯
台
の
石
の
産
地

に
つ
い
て
質
問
さ
れ
て
い
た
の
で
す
。

　

今
回
、
高
松
海
上
保
安
部
を
は
じ
め
、
東
京
の
国
立
公
文
書

館
、
国
会
図
書
館
、
燈
光
会
ほ
か
、
各
地
に
残
る
記
録
文
書
を

調
べ
ま
し
た
が
、
鍋
島
灯
台
の
石
の
産
地
が
分
か
る
も
の
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
中
で
、
与
島
の
石
に
関
す
る
興
味
深

い
燈
光
の
記
事
が
あ
り
ま
し
た
。
大
正
６
（
１
９
１
７
）
年
５

月
号
に
掲
載
の
鍋
島
灯
台
職
員
に
よ
る
「
鍋
島
よ
り
啓
上
」
の

記
事
に
、
与
島
を
紹
介
す
る
中
で
次
の
一
文
が
見
ら
れ
ま
す
。

伝
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
部
埼
灯
台
（
明

治
４
年
）
の
建
設
時
の
写
真
に
は
、
こ
れ
と
同
じ
も
の
と
思
わ

れ
る
レ
ー
ル
が
敷
か
れ
た
資
材
運
搬
用
の
リ
フ
ト
が
写
さ
れ
て

い
ま
す
（
写
真
３
）。

　

こ
の
肝
心
の
灯
台
の
石
材
に
つ
い
て
は
、
産
地
が
判
然
と
し

ま
せ
ん
。
一
番
に
考
え
ら
れ
る
の
は
、
良
質
の
花
崗
岩
が
豊
富

に
取
れ
た
隣
接
の
与
島
で
す
。
今
夏
、
与
島
を
訪
ね
、
高
松
海

上
保
安
部
交
通
課
も
同
行
し
、
与
島
に
残
る
鍋
島
灯
台
の
歴
史

調
査
を
行
い
ま
し
た
。
郷
土
誌
「
坂
出
市
の
島
し
ょ
部
の
歴
史

と
民
俗
」
を
今
年
３
月
に
作
成
し
た
坂
出
市
役
所
与
島
出
張
所

写真－ 3 　部埼灯台建設時のリフトとレール
（燈光会保管写真より）
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見
ら
れ
ま
す
。
大

正
１０（
１
９
２
１
）

年
４
月
号
に
掲
載

の
横
浜
貿
易
新
聞

記
者
の
灯
台
視
察

船
同
乗
記
「
潮
に

乗
っ
て
横
浜
か
ら

門
司
ま
で
」
の
中

で
、
鍋
島
が
次
の

よ
う
に
紹
介
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

鍋
島
は
香
川
縣け

ん

鹽し
わ
く飽
諸
島
の
中
の

一
小
島
で
あ
る
が
最
近
其
島
の
周
囲
の
砂
か
ら
硝
石
の
出
る
事

を
発
見
さ
れ
て 

某
硝
子
製
造
會
社
が
買
収
に
か
か
っ
た
の
で

サ
ア
大
変
、
純
朴
な
村
人
も
欲
の
為
に
は
血
眼
に
な
っ
て
我
も

我
も
と
売
飛
ば
し 

尚
燈と

う

臺だ
い

の
敷
地
迄
削
ら
う
と
夜
な
夜
な
境

界
石
を
動
か
す
の
で
燈と

う

臺だ
い

で
は
大
騒
ぎ
、
目
下
看
守
長
が
縣け

ん

へ

交
渉
中
と
あ
る
、
テ
も
恐
ろ
し
い
は
欲
の
皮
カ
ナ

　

與
（
与
）
島
は 

所い
わ

謂ゆ
る

鹽
（
塩
）
飽
七
島
の
一
つ
に
て 

其
周
回
は
約
一
里

餘
、
島
中
の
北
半
山
地
に
は 

到
る
處

（
処
）

花
崗
石
を
産
出
致い

た
し

候
そ
う
ろ
う �

往
年
室
戸
埼 

安
渡
移
矢
岬 

其
他
の
建
築
材
料
に
使
用
せ
ら
れ

た
る
石
材
は
即
ち
当
地
の
産
な
り
し
様よ

う

聞
き
及
び
候

そ
う
ろ
う

　

四
国
高
知
県
の
室
戸
岬
灯
台
と
国く

な

後し
り

島
の
安
渡
移
矢
岬
灯
台

ほ
か
に
、
与
島
の
石
が
使
わ
れ
て
い
る
と
の
話
で
す
。
両
灯
台

と
も
明
治
３２
（
１
８
９
９
）
年
に
点
灯
開
始
し
た
鉄
造
の
灯
台

で
、
与
島
か
ら
遠
く
離
れ
て
い
ま
す
が
、
両
灯
台
と
も
当
時
か

ら
名
の
知
れ
た
灯
台
で
す
。
文
は
真
面
目
に
書
か
れ
て
お
り
、

記
事
が
書
か
れ
た
大
正
６
年
か
ら
明
治
３２
年
は
１８
年
前
で
、
当

時
で
は
そ
れ
程
古
い
話
で
も
な
く
、
著
名
な
灯
台
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
残
念
な
が
ら
、
こ
の
記

事
に
も
、
与
島
の
石
が
鍋
島
灯
台
に
使
わ
れ
て
い
る
と
は
記
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

現
在
、
鍋
島
と
与
島
は
防
波
堤
で
繋
が
っ
て
お
り
、
そ
の
先

の
灯
台
へ
向
か
う
入
口
の
脇
に
は
、
石
を
切
り
出
し
た
跡
が
見

ら
れ
、灯
台
の
石
は
鍋
島
産
で
は
な
い
か
と
の
話
も
あ
り
ま
す
。

今
回
、高
松
海
上
保
安
部
交
通
課
長
と
実
地
検
分
し
ま
し
た
が
、

灯
台
と
官
舎
ほ
か
建
物
を
建
て
ら
れ
る
程
の
大
量
の
石
が
切
出

さ
れ
た
よ
う
に
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
（
写
真
４
）。
な
お
、

鍋
島
の
石
に
関
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
興
味
深
い
燈
光
記
事
も

写真－ 4 　鍋島灯台入口脇の石の切出跡
（本年 8 月撮影）
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鍋
島
燈と

う

臺だ
い

ハ 

瀬
戸
内
與

（
与
）
島
ノ
南
端
ニ
接
近
セ
ル
小
島
鍋
島

ノ
頂

ち
ょ
う

巓て
ん

ニ
建
地
ス 

此
地
ハ
北
緯
三
十
四
度
二
十
三
分
十
五
秒

ニ
シ
テ
英
国
「
グ
リ
ー
ニ
ッ
チ
」
ヨ
リ
東
経
百
三
十
三
度
四
十

八
分
四
十
五
秒
ニ
當あ

た

ル

　

燈と
う

臺だ
い

ハ
御
影
石
造
ニ
シ
テ
燈と

う

臺だ
い

ノ
中
央
マ
デ
高
サ
二
丈
一
尺

ナ
リ

　

燈
明
ハ
第
三
等
不
動
白
色
曲
射
ニ
シ
テ
海
面
二
百
六
十
度
即

チ 

北
十
一
度
東
ヨ
リ
南
西
ヲ
廻
リ 

北
八
十
九
度
西
マ
デ
ノ
方

位
ヲ
照
輝
シ 

其
他
ハ
蔽
陰
ス 

但た
だ

シ
東
方
位
ナ
リ

　

燈
火
ハ
高
サ
海
面
ヨ
リ
八
丈
五
尺
ニ
シ
テ 

其
光
線
凡

お
よ
そ

十
五

海
里
ニ
達
ス

　
　

築
造
方
補
員 

ス
テ
ル
リ
ン
グ
、
フ
ィ
ス
シ
エ
ル

　

鍋
島
灯
台
の
点
灯
開
始
時
、
ブ
ラ
ン
ト
ン
は
一
時
帰
国
し
て

い
た
た
め
、代
理
を
務
め
て
い
た
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー（ST

IRLIN
G 

FISH
ER A

ssistant Engineer

）
が
記
名
し
て
い
ま
す
。
鍋

島
灯
台
は
明
治
５
年
当
時
、
三
等
不
動
フ
レ
ネ
ル
レ
ン
ズ
が
設

置
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
光
は
点
滅
（
レ
ン
ズ
が
回
転
）
し
な
い

不
動
の
白
色
光
で
す
。
光
達
距
離
は
１５
海
里
で
、
現
在
の
備
讃

航
路
を
ほ
ぼ
全
域
カ
バ
ー
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
明
か
り
が
、

そ
の
２
年
後
に
、
部
埼
灯
台
と
共
に
変
更
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
時
の
新
聞
の
三
面
記
事
の
よ
う
な
終
わ
り
方
に
は
多
少
興

ざ
め
し
ま
す
が
、
鍋
島
の
岩
場
の
切
出
し
跡
を
見
て
い
る
と
、

こ
の
記
事
は
ま
ん
ざ
ら
作
り
話
で
も
な
い
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　

果
た
し
て
鍋
島
灯
台
の
石
の
産
地
は
、
一
体
ど
こ
な
の
で
し

ょ
う
か
。
令
和
の
猛
暑
の
夏
空
の
下
、鍋
島
灯
台
に
向
か
う
と
、

灯
台
は
島
の
頂

い
た
だ
きで

ど
っ
し
り
と
構
え
、
我
々
に
は
何
も
教
え
て

く
れ
ず
、
涼
し
げ
な
表
情
で
沈
黙
を
続
け
て
い
ま
し
た
。

鍋
島
灯
台
の
レ
ン
ズ
の
変
遷

　

太
政
類
典
に
あ
る
鍋
島
灯
台
の
明
治
５
年
の
点
灯
開
始
の
布

告
文
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　

鍋
島
燈と

う

臺だ
い

　

日
本
政
府
布
告
ス 

瀬
戸
内
讃
岐
國
ノ
小
島
鍋
島
ニ
於
テ
第

三
等
燈
明
ヲ
設

も
う
け 

明
治
五
年
十
一
月
十
五
日
西
暦
千
八
百
七
十

二
年
第
十
二
月
十
五
日
ノ
夜
ヲ
始
ト
シ
テ 

爾
後
毎
夜
日
没
ヨ

リ
日
出
マ
デ
点
燈
ス

　

燈と
う

臺だ
い

ノ
位
置
並
ニ
燈
明
ノ
光
景
ハ
左
ニ
詳
記
ス
ル
者
ナ
リ

　

明
治
五
年
十
月
二
日 

千
八
百
七
十
二
年
第
十
一
月
二
日

　

横
濱
辨
天
工
部
省
分
局
燈と

う

臺だ
い

寮
工
部
省
三
等
出
仕
兼

　

燈と
う

台だ
い

頭の
か
み 

佐
野
常
民
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を
見
る
と
、す
で
に
三
等
小
型
の
燈
籠
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

部
埼
灯
台
と
同
じ
、
明
治
５
年
に
四
等
不
動
レ
ン
ズ
が
設
置
さ

れ
た
和
田
岬
と
天
保
山
の
両
灯
台
（
写
真
６
・
７
）
は
、
規
格

通
り
の
四
等
燈
籠
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
部
埼
灯
台
は
最
初

か
ら
、
三
等
レ
ン
ズ
が
い
つ
設
置
さ
れ
て
も
い
い
よ
う
に
造
ら

れ
た
灯
台
だ
っ
た
の
で
す
。

　

現
在
、
鍋
島
灯
台
に
設
置
の
四
等
不
動
レ
ン
ズ
は
、
高
松
海

上
保
安
部
に
保
管
の
工
事
記
録
に
よ
れ
ば
、
昭
和
５６
（
１
７
８

１
）
年
３
月
に
交
換
設
置
さ
れ
た
も
の
で
す
。
こ
の
時
撤
去
さ

れ
た
明
治
７
年
に
部
埼
灯
台
か
ら
移
設
さ
れ
た
四
等
不
動
レ
ン

ズ
は
、
令
和
２
年
現
在
、
行
方
不
明
で
す
。
昭
和
５６
年
撤
去
後
、

高
松
航
路
標
識
事
務
所
の
倉
庫
に
て
保
管
さ
れ
て
い
た
こ
と

は
、
当
時
在
勤
し
て
い
た
Ｏ
Ｂ
の
方
か
ら
確
認
が
取
れ
ま
し
た

が
、
以
降
、
同
レ
ン
ズ
が
い
つ
倉
庫
か
ら
何
処
に
移
さ
れ
た
か

は
、
今
回
は
確
認
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

け
れ
ど
も
、
部
埼
灯
台
に
移
さ
れ
た
鍋
島
灯
台
の
初
代
の
三

等
レ
ン
ズ
は
、
所
在
が
確
認
で
き
て
い
ま
す
。
明
治
３０
年
２
月

に
、
部
埼
灯
台
か
ら
更
に
淡
路
島
の
江
埼
灯
台
に
移
設
さ
れ
、

今
も
同
灯
台
で
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
鍋
島
灯
台
の
初
代
レ
ン

ズ
は
、
瀬
戸
内
海
を
西
へ
東
へ
移
動
し
、
瀬
戸
内
海
全
域
を
照

ら
し
続
け
て
い
た
の
で
す
。
部
埼
灯
台
か
ら
江
埼
灯
台
へ
の
移

設
の
事
実
は
、
燈
光
大
正
７
（
１
９
１
８
）
年
９
月
号
の
記
事

明
治
七
年
十
一
月
十
三
日

部
崎
鍋
島
両
燈
明
改
正

　

工
部
省
布
達

豊
前
國
部
崎
燈と

う

臺だ
い

、
讃
岐
國
鍋
島
燈と

う

臺だ
い

燈
明
之
儀
、
別
紙
第
八

号
の
通
り
、
改
正
致い

た
し

候
そ
う
ろ
う

條じ
ょ
う、

此
旨
更
に
布
達
候

そ
う
ろ
う

事こ
と

　
十
一
月
十
三
日　

第
八
号　

部
崎
並

な
ら
び
に

鍋
島
燈と

う

臺だ
い

部
崎
の
燈
明
は
、
第
四
等
不
動
の
處

と
こ
ろ

、
明
治
七
年
十
一
月
七
日

即
ち
西
暦
千
八
百
七
十
四
年
第
十
一
月
七
日
よ
り
、
第
三
等
不

動
に
変
換
す 

其そ
の

光
達
十
六
海
里
な
り

鍋
島
の
燈
明
は
、
第
三
等
不
動
の
處

と
こ
ろ
、
同
日
よ
り
第
四
等
不
動

に
変
換
す 

其そ
の

光
達
は
凡

お
お
よ
そ

十
二
海
里
な
り

尤
も
っ
と
も

発
光
の
方
位
は
、
右
両
所
と
も
従
前
と
同
様
な
り

　
　

燈
臺
頭 

佐
藤
與
三

　
　

築
造
方 

ア
ー
ル 

ヘ
ン
リ
ー 

ブ
ラ
ン
ト
ン

　

両
灯
台
が
三
等
か
ら
四
等
に
交
互
に
変
更
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
レ
ン
ズ
の
相
互
の
交
換
が
容
易
に
考
え
ら
れ
ま
す
。
明

治
７
年
以
降
、
三
等
不
動
レ
ン
ズ
の
新
設
灯
台
は
、
明
治
２６
年

の
汐
首
岬
灯
台
ま
で
な
い
こ
と
か
ら
も
、
鍋
島
灯
台
の
三
等
不

動
レ
ン
ズ
は
、
部
埼
灯
台
へ
の
移
設
使
用
が
ほ
ぼ
断
言
で
き
ま

す
。
興
味
深
い
こ
と
に
、
点
灯
開
始
時
の
部
埼
灯
台
（
写
真
５
）
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写真－ 5 ～ 7 　明治 5 年に四等不動レンズが設置された灯台の灯籠
右：部埼、中央：天保山、左；和田岬（燈光会所蔵写真）

資料－ 3 　三等燈籠と四等燈籠の違い
（冊子「燈臺」に添付の灯籠区分図より抜粋）
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ズ
に
水
銀
槽
が
あ
る
の
も
、
不
動
レ
ン
ズ
の
周
囲
を
色
付
の
フ

ィ
ル
タ
ー
が
回
転
す
る
の
も
、
現
在
は
鍋
島
灯
台
だ
け
で
す
。

恐
ら
く
、
世
界
で
も
稀
な
ケ
ー
ス
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

燈
光
会
保
管
の
鍋
島
灯
台
の
経
歴
簿
を
見
る
と
、
こ
の
水
銀

槽
の
回
転
装
置
は
、
大
正
１０
（
１
９
２
１
）
年
１２
月
１５
日
に
設

置
さ
れ
、
そ
れ
ま
で
の
不
動
白
光
か
ら
赤
緑
の
不
動
互
光
に
変

更
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
６
（
１
９
３
１
）
年
６
月
燈
台
局
発
行
の
航
路
標
識
要

覧
に
よ
れ
ば
、
当
時
四
等
級
以
上
の
不
動
互
光
の
灯
台
は
、
鍋

島
（
四
等
）、釣
島
（
三
等
）、江
埼
（
三
等
）、友
ケ
島
（
三
等
）、

神
子
元
島
（
一
等
）、
神
威
岬
（
一
等
）、
西
能
登
呂
（
一
等
）

の
７
基
で
す
。
そ
の
中
で
、
水
銀
槽
の
回
転
装
置
は
、
鍋
島
、

釣
島
、
神
威
岬
の
３
基
で
、
他
の
４
基
は
鋼
球
式
と
呼
ば
れ
た

水
銀
槽
が
な
い
機
構
で
し
た
。
現
在
、
同
型
の
装
置
が
あ
る
の

は
、
納
沙
布
岬
（
四
等
）、
花
咲
（
五
等
）、
恵
山
岬
（
三
等
）、

江
埼
（
三
等
）、
若
宮
（
四
等
）、
禄
剛
埼
（
二
等
）
の
6
ヶ
所

だ
け
で
す
（
写
真
９
・
１０
）。

　

当
時
の
灯
台
表
（
航
路
標
識
便
覧
表
）
を
見
る
と
、
灯
質
の

解
説
の
中
で
、
互
光
は
次
の
と
お
り
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

互
光 A

lternating

（A
lt.

） 

異
色
（
概

お
お
む
ネ
紅
白
）
ノ
光
ヲ
交

互
ニ
発
シ
其
間
ニ
毫

す
こ
し
モ
暗
黒
ヲ
挟
マ
サ
ル
モ
ノ

「
明
石
瀬
戸
の
燈と

う

臺だ
い

」
に
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
記
事
は
、
航

路
標
識
管
理
所
長
を
務
め
た
明
治
期
の
灯
台
界
の
重
鎮
「
石
橋

絢
彦
」
が
記
し
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
現
在
の
鍋
島
灯
台
の
レ
ン
ズ
に
つ
い
て
、
特
筆
す

べ
き
機
構
を
紹
介
し
ま
す
。
不
動
レ
ン
ズ
な
の
に
、
水
銀
槽
の

回
転
装
置
が
備
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
実
は
、
レ
ン
ズ
は
回
転
せ

ず
、
レ
ン
ズ
を
囲
む
フ
ィ
ル
タ
ー
（
ス
ク
リ
ー
ン
）
が
水
銀
槽

で
回
転
し
て
い
る
日
本
唯
一
の
灯
台
で
す
（
写
真
８
）。

　

鍋
島
灯
台
は
、
不
動
レ
ン
ズ
か
ら
放
た
れ
た
光
が
、
レ
ン
ズ

の
周
り
で
回
転
す
る
赤
と
緑
の
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
し
て
、
不
動

赤
緑
互
光
の
灯
火
（A

l R G 1

 6
s

）
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
か

つ
て
の
放
電
灯
と
同
じ
様
な
機
構
で
す
。
た
だ
し
、
不
動
レ
ン

写
真
─
8
　�

鍋
島
灯
台
の
レ
ン
ズ
と
水
銀
槽
（
本
年
8
月
撮
影
）



—  17  —

　

確
か
に
前
記
の
７
基
の
不
動
互
光
の
灯
台
は
、
鍋
島
以
外
す

べ
て
紅
白
の
不
動
互
光
で
し
た
。
当
時
か
ら
珍
し
か
っ
た
不
動

赤
緑
互
光
の
四
等
級
の
灯
火
は
、
来
年
で
点
灯
１
０
０
年
に
な

り
ま
す
。
今
で
は
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
瀬
戸
大
橋
の
き
ら

め
く
光
や
坂
出
市
の
ま
ば
ゆ
い
街
の
明
か
り
に
消
え
入
り
そ
う

で
す
が
、
令
和
の
今
夜
も
、
備
讃
瀬
戸
航
路
を
行
き
交
う
船
舶

に
、
休
み
な
く
赤
と
緑
の
光
を
投
げ
続
け
て
い
ま
す
。

灯
火
を
守
り
続
け
た
記
録

　

鍋
島
灯
台
は
明
治
期
、波
節
岩
灯
標
（
写
真
１１
）
と
中
ノ
洲
・

瓦
洲
の
両
浮
標
（
資
料
２
の
地
図
参
照
）
を
、
保
守
管
理
し
て

い
ま
し
た
。
燈
光
会
保
管
の
鍋
島
灯
台
の
経
歴
簿
に
は
、
当
時

の
こ
れ
ら
の
保
守
管
理
方
法
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
見
ら
れ
ま

す
。

　
　
　

波
節
岩

一 

整
理
見
廻
り
ハ 

廣
島
村
字
江
ノ
浦
ニ
看
守
人
ヲ
置
キ 

常

ニ
展
望
セ
シ
メ 

又
備
船
ノ
設
置
ア
リ 

水
夫
ヲ
使
役
シ
四
日
目

毎
ニ
看
守
人
本
標
ヘ
出
張
シ 

諸
般
必
要
ノ
業
務
ヲ
整
理
セ
シ

メ 
本
台
ヨ
リ
ハ
月
三
回
ノ
見
廻
ヲ
ナ
セ
リ 

然
ル
ニ
明
治
四
十

二
年
七
月
四
日
装
薬
燈
火
燈
ニ
変
更
シ
タ
ル
ト
同
時
ニ 

看
守

人
ノ
定
期
出
張
ヲ
廃
シ 

本
台
ヨ
リ
七
日
目
毎
ニ
詰
員
出
張
整

理
ノ
任
ニ
当
リ 
其そ

の

后ご 

十
日
目
毎
ノ
見
廻
ト
ナ
レ
リ

写真－ 9 ・10　�納沙布岬灯台（右）と江埼灯台（左）の不動レンズ付属の回転機構
（右：根室保安部提供）
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年
ま
で
、
灯
器
は
石
綿
灯
心
の
石
油
灯
器
だ
っ
た
こ
と
が
記
さ

れ
て
い
ま
す
。
当
時
の
取
扱
い
資
料
に
は
、
こ
の
灯
器
は
１０
数

日
間
灯
火
が
持
続
す
る
も
の
と
書
か
れ
て
お
り
、
鍋
島
灯
台
職

員
に
よ
る
月
３
回
の
見
廻
り
期
間
と
合
致
し
ま
す
。
し
か
し
実

際
に
は
、
４
日
目
毎
に
看
守
人
が
現
場
に
赴
き
、
諸
作
業
を
行

っ
て
い
た
こ
と
が
、
今
回
新
た
に
確
認
で
き
ま
し
た
。

　

高
松
海
上
保
安
部
交
通
課
に
は
、
鍋
島
灯
台
ほ
か
灯
台
の
古

い
記
録
資
料
が
多
数
保
管
さ
れ
て
お
り
（
鍋
島
灯
台
経
歴
簿
は

な
し
）、
今
回
そ
の
一
部
を
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の

中
で
、
表
題
が
例
規
公
文
簿
と
記
さ
れ
た
分
厚
い
綴
り
に
は
、

波
節
岩
灯
標
看
守
人
心
得
と
称
し
た
規
定
が
綴
ら
れ
て
お
り
、

４
日
目
毎
の
必
要
な
業
務
の
詳
細
ほ
か
驚
き
の
事
実
が
明
ら
か

に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　

波
節
岩
桂
燈
立
標
看
守
人
心
得

一 

看
守
人
ハ
看
守
業
務
上
総
テ
所
轄
燈と

う

臺だ
い

首
員
ノ
教

き
ょ
う

令れ
い

ヲ
遵

し
た
が

フ
ベ
シ

一 
看
守
人
ハ
四
日
毎
ニ
燈
標
ニ
出
張
シ 

油
ヲ
注
入
シ
且
火
口

ヲ
交
換
ス
ベ
シ

一 

看
守
人
ハ
昼
夜
三
回
燈
標
ヲ
望
見
シ
テ
燈
火
ノ
明
暗
ヲ
視

察
ス
ベ
シ 
但
シ
天
候
不
穏
ノ
節
ハ
屡し

ば

々し
ば

視
察
ス
ベ
シ

一 

燈
火
異
変
ノ
場
合
ハ 

看
守
人
ニ
於
テ
出
向
復
旧
ス
ル
事
ト

ナ
リ 

其そ
の

后ご 

郵
便
ニ
依
リ
テ
報
告
書
提
出
致
シ
居
レ
ド
モ 

看

守
人
ニ
於
テ
復
旧
不
能
ノ
場
合
ハ 

本
台
ヘ
態
夫
船
ヲ
以
テ
其

旨
報
告
致
ス
事
ア
リ

　

波
節
岩
灯
標
は
設
置
当
時
、
灯
台
職
員
に
よ
る
月
３
回
の
定

期
点
検
の
間
に
、
４
日
目
毎
に
看
守
人
に
よ
る
必
要
な
業
務
が

行
わ
れ
て
い
た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
灯
火
の
異
常
時

に
は
、
鍋
島
灯
台
職
員
で
は
な
く
看
守
人
が
復
旧
対
応
ま
で
行

っ
て
い
た
よ
う
で
す
。
同
経
歴
簿
に
は
、
設
置
時
か
ら
明
治
４２

写真－11　当時の波節岩灯標
（大正15年再版「燈台」掲載写真）
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４
日
目
毎
に
灯
標
に
赴
き
灯
火
の
交
換
と
給
油
を
行
い
、
灯

火
の
監
視
に
昼
夜
務
め
、
灯
火
異
常
時
に
は
復
旧
し
報
告
す
る

等
は
、
正
に
灯
台
職
員
の
業
務
そ
の
も
の
で
す
。
看
守
人
は
少

額
の
手
当
て
を
受
け
、
こ
の
保
守
作
業
を
、
点
灯
開
始
か
ら
明

治
４２
年
ま
で
１４
年
間
も
実
施
し
て
い
た
の
で
す
。
例
規
公
文
簿

に
は
、
看
守
人
か
ら
灯
台
へ
の
灯
火
異
変
報
告
書
も
多
数
綴
ら

れ
て
い
ま
す
。
灯
器
の
改
良
に
伴
い
明
治
４２
年
以
降
、
４
日
目

毎
の
保
守
作
業
は
な
く
な
り
ま
す
が
、
灯
火
異
常
時
の
復
旧
作

業
や
報
告
は
、
見
回
り
船
が
動
力
化
す
る
ま
で
続
い
て
い
た
よ

う
で
す
。

　

こ
の
看
守
人
の
名
は
、
鍋
島
灯
台
経
歴
簿
に
も
明
記
さ
れ
て

い
ま
す
。
明
治
元
年
６
月
２７
日
生
、
広
島
江
ノ
浦
在
住
の
長
尾

二
郎
氏
で
す
。
看
守
人
の
開
始
時
期
は
標
識
の
設
置
開
始
と
同

時
で
す
。
経
歴
簿
に
は
、
彼
一
人
の
名
前
し
か
記
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
か
ら
、
辞
め
る
こ
と
な
く
一
貫
し
て
長
尾
氏
が
行
っ
て

い
た
よ
う
で
す
。

　

長
尾
氏
は
、
沖
ノ
洲
、
瓦
洲
の
両
浮
標
も
明
治
３５
年
の
設
置

時
か
ら
看
守
人
を
務
め
て
い
ま
す
。
例
規
公
文
簿
に
は
、
沖
ノ

洲
瓦
洲
桂
燈
浮
標
看
守
人
心
得
も
綴
ら
れ
て
お
り
、
内
容
は
４

日
目
毎
の
保
守
作
業
が
月
２
回
の
巡
回
点
検
と
な
っ
て
い
る
以

外
、
ほ
ぼ
同
じ
で
す
。
両
浮
標
は
明
治
４２
年
７
月
に
、
ガ
ス
灯

器
が
設
置
さ
れ
、
波
節
岩
灯
標
と
合
わ
せ
て
、
こ
の
両
灯
浮
標

一 

燈
火
ノ
消
滅 

又
ハ
不
明
ナ
ル
ヲ
認
メ
タ
ル
ト
キ
ハ 

即
時

其
原
因
ヲ
調
査
シ
燈
火
復
旧
ノ
手
段
ヲ
施
ス
ベ
シ 

燈
火
旧
ニ

復
シ
テ
異
常
ヲ
見
ザ
ル
ニ
至
ラ
バ 

其
顛
末
ヲ
書
面
ニ
テ
所
轄

燈
臺
ヘ
届

と
ど
け

出い

ヅ
ベ
シ 

若も

シ
燈
火
旧
ニ
復
セ
ザ
ル
ト
キ
ハ 

直
ニ

所
轄
燈と

う

臺だ
い

ヘ
出
張
シ
其
旨
ヲ
報
告
ス
ベ
シ

一 

燈
標
ノ
毀
損
又
ハ
後
日
損
壊
ノ
虞

お
そ
れ

ア
リ
ト
認
メ
タ
ル
ト
キ

ハ 

速す
み
や
かニ
所
轄
燈と

う

臺だ
い

ニ
届

と
ど
け

出い

ヅ
ベ
シ

一 

燈
標
ヘ
舩ふ

ね

筏
其
他
ノ
物
ヲ
繫つ

な

ギ 

又
ハ
衝
突
セ
シ
メ
又
ハ

攀
は
ん
せ
い（
よ
じ
登
る
）

躋
シ
又
ハ
之
汚お

穢わ
い

ス
ル
者
ア
ル
ヲ
認
メ
タ
ル
ト
キ
ハ
直
ニ

出
張
シ
テ
該
所し

ょ

為い

者
ノ
氏
名
、
族
籍
、
職
業
、
住
所
番
地
ヲ
聞き

き

糺た
だ

シ
及
燈
標
損
壊
ノ
有
無
ヲ
詳
見
シ
急
便
ヲ
以
テ
所
轄
燈
臺
首

員
ニ
報
告
ス
ベ
シ 

又
近
傍
昼
標
ニ
同
上
ノ
所し

ょ

為い

者
ア
ル
ヲ
認

メ
タ
ル
ト
キ
モ
同
様
報
告
ス
ベ
シ

一 

燈
標
看
守
用
ノ
備
品
及
消
耗
品
ハ
常
ニ
注
意
シ
テ
破
損
又

ハ
紛
失
セ
シ
ム
ベ
カ
ラ
ズ

一 

燈
標
ハ
諸
人
ノ
縦
覧
ヲ
禁
ス 

但
シ
所
轄
燈と

う

臺だ
い

首
員
ノ
許
可

ス
ル
モ
ノ
ハ
此こ

の

限か
ぎ
りニ

ア
ラ
ズ

一 

燈
標
看
守
用
ニ
係
ル
通つ

う

舩せ
ん

賃ち
ん

別
使
雇
料
及
郵
便
電
信
税
ハ

所
轄
燈と

う

臺だ
い

首
員
ニ
請
求
ス
ベ
シ

一 

看
守
人
ハ
代
理
人
ヲ
予
定
シ 

他
行
又
ハ
病
気
ノ
節
、
代
理

セ
シ
ム
ベ
シ 

但た
だ
し 

代
理
人
ノ
氏
名
、
住
所
番
地
ヲ
所
轄
燈と

う

臺だ
い

首

員
ニ
届
ケ
置
ク
ベ
シ
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未
だ
傭
船
の
機
械
化
し
な
い
七
八
年
以
前
は
、
三
梃
艫
の
懸

声
も
勇
ま
し
く
漕
ぎ
出
し
た
も
の
だ
相
だ
が
、
名
に
負
ふ
備
讃

瀬
戸
の
急
流
は
一
度
逆
流
と
な
る
と
動
き
が
取
れ
な
く
な
り
、

潮
待
ち
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
、
瓦
洲
、
波
節
、
沖
ノ
洲
三
標
整

理
の
爲
、
午
前
三
時
頃
に
出
発
し
て
午
後
十
時
頃
に
や
っ
と
燈

臺
に
辿
り
付
く
と
云
ふ
様
な
事
も
珍
し
く
な
か
っ
た
相
で
あ

る
。

　

現
在
の
鍋
島
丸
に
は
池
貝
式
十
馬
力
ガ
ソ
リ
ン
発
動
機
が
取

り
付
け
ら
れ
て
、
左
様
な
馬
鹿
げ
た
苦
労
は
な
く
大
に
能
率
的

に
成
っ
て
居
る
。
其そ

れ

で
も
尚な

お

三
標
整
理
の
爲
に
は
午
前
七
時
頃

出
発
し
て
帰
臺だ

い

時
刻
は
午
後
二
時
か
ら
三
時
頃
に
な
る
実
状
で

あ
る
。

　

慣
れ
ぬ
内
は
整
理
し
て
帰
臺だ

い

後
、
故
障
な
く
て
呉
れ
れ
ば
よ

い
が
、
ガ
ス
は
漏
洩
せ
ぬ
だ
ら
う
か
、
導
火
は
適
当
で
あ
っ
た

か
、
タ
イ
ム
は
正
確
を
持
続
す
る
か
、
な
ど
実
に
一
苦
労
で
あ

る
。

　

記
事
が
書
か
れ
た
昭
和
１０
年
当
時
、
こ
の
３
基
の
他
に
三
ツ

子
島
灯
台
と
牛
島
灯
標
も
管
理
し
て
い
ま
し
た
。

　

昭
和
１７
年
の
春
に
は
、
灯
標
２
基（
六
口
島
・
久
須
美
鼻
）と

灯
浮
標
１
基（
竪
場
島
）が
更
に
増
え
、
管
理
標
識
は
計
８
基
に

至
り
ま
す
。
職
員
２
名
の
ま
ま
、
こ
れ
ら
管
理
標
識
の
１０
日
目

の
灯
火
の
確
認
及
び
異
常
時
の
復
旧
作
業
も
長
尾
氏
が
行
な
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
頃
、
巡
回
の
船
は
ま
だ
伝
馬
船
で
し
た
。
看
守
人
の
務

め
も
大
変
で
し
た
が
、
明
治
４２
年
以
降
の
７
日
目
或
は
１０
日
目

毎
に
行
う
鍋
島
か
ら
の
巡
回
点
検
も
大
変
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

そ
の
頃
の
職
員
の
苦
労
が
、
燈
光
大
正
６
（
１
９
１
７
）
年
５

月
号
の
鍋
島
灯
台
職
員
に
よ
る
記
事
「
鍋
島
よ
り
啓
上
」
に
次

の
よ
う
に
見
ら
れ
ま
す
。

　

御
承
知
の
通
り
本
臺だ

い

に
は
遠
近
三
ヶ
所
の
管
理
標
あ
り
て
、

定
期
臨
時
の
出
張
整
理
に
風
浪
中
を
揉
ま
れ
揺
ら
れ
て
、
一
日

を
費
や
さ
ざ
る
べ
か
ら
ず
候

そ
う
ら
へ
ば
舩

せ
ん
う
ん（
船
酔
い
）
暈
癖
の
人
、
中
に
も
本

来
船
嫌
ひ
の
人
に
は
、
聊

い
さ
さ
か
不
向
き
な
る
べ
く
被

ぞ
ん
じ
ら
れ
そ
う
ろ
う

存
候

　

動
力
船
に
な
っ
た
昭
和
期
以
降
も
、
海
上
標
識
の
巡
回
点
検

へ
の
嘆
き
は
続
き
ま
す
。
燈
光
昭
和
１０
（
１
９
３
５
）
年
１１
月

号
の
記
事
「
鍋
島
に
来
て
」
に
は
、
伝
馬
船
の
時
代
の
回
想
と

共
に
次
の
と
お
り
吐
露
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

最
も
遠
い
の
は
西
方
八
浬
（
約
１３
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）、
廣
島

の
西
南
一
浬
の
海
上
に
浮
ぶ
瓦
洲
挂
燈
浮
標
で
あ
り
、
途
中
に

波
節
燈
標
沖
ノ
洲
挂
燈
浮
標
等
の
管
理
燈
が
点
在
す
る
。
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く
業
務
姿
勢
が
要
因
だ
と
の
、
厳
し
い
注
意
文
書
が
出
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
昭
和
１７
年
７
月
か
ら
昭
和
２６
年
４
月
ま
で
の
戦

中
戦
後
の
激
動
の
約
１０
年
を
、
灯
台
長
「
池
田
介
福
」
が
交
代

せ
ず
務
め
あ
げ
て
い
ま
す
。
補
員
は
短
期
間
で
次
々
と
辞
め
て

ゆ
き
、
そ
の
報
告
書
も
池
田
氏
が
作
成
し
続
け
て
お
り
、
彼
の

心
身
の
苦
労
は
想
像
以
上
で
す
。

　

昭
和
３３
（
１
９
５
８
）
年
６
月
、
鍋
島
灯
台
を
含
む
管
理
標

識
１９
基
、
職
員
４
名
体
制
の
鍋
島
航
路
標
識
事
務
所
が
鍋
島
の

地
に
発
足
し
ま
す
。
そ
の
後
、
昭
和
４０
（
１
９
６
５
）
年
４
月

か
ら
管
理
標
識
も
含
め
丸
亀
航
路
標
識
事
務
所
に
集
約
さ
れ
、

鍋
島
灯
台
は
滞
在
管
理
と
な
り
ま
す
。
そ
し
て
平
成
３
（
１
９

毎
の
巡
回
保
守
の

ほ
か
、
相
次
ぐ
灯

火
異
常
の
緊
急
対

応
、
毎
夜
の
灯
火

確
認
、
昼
間
は
通

過
船
舶
の
記
録
、

気
象
観
測
も
日
に

４
回
行
っ
て
い
ま

し
た
。
昭
和
１９
年

７
月
を
最
後
に
、

視
察
船
に
よ
る
物

資
の
供
給
は
途
絶

え
、
再
三
の
切
な

る
要
望
も
届
か
ず
、

昭
和
２１
年
に
は
遂

に
各
標
識
が
次
々
と
消
灯
し
て
い
き
ま
す
。
燃
料
の
欠
乏
で
見

回
り
船
も
出
せ
ず
、
灯
浮
標
は
流
失
し
て
も
何
ら
措
置
で
き
な

い
悲
痛
な
報
告
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
翌
年
に
は
、
よ
う
や
く

燃
料
が
供
給
さ
れ
各
標
識
に
赴
く
と
、
灯
器
や
レ
ン
ズ
が
な
く

な
っ
て
い
ま
す
。
物
資
不
足
に
よ
る
転
売
を
目
的
と
し
た
灯
台

の
盗
難
で
し
た
。
同
報
告
（
写
真
１３
）
に
対
す
る
本
局
か
ら
の

回
答
は
、
燃
料
欠
乏
を
理
由
に
巡
回
せ
ず
放
置
し
積
極
性
に
欠

写真－12　現在の波節岩灯標
（本年 9 月ドローン撮影　高松保安部提供）

写
真
─
13
　
灯
標
盗
難
報
告
書
（
高
松
保
安
部
保
管
）
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市
広
島
市
民
セ
ン
タ
ー
関
野
真
樹
所
長
か
ら
、
レ
キ
研
究
会
の

横
瀬
実
会
長
を
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。
レ
キ
士
官
の
話
や
波

節
岩
灯
標
の
こ
と
を
同
セ
ン
タ
ー
で
お
聞
き
し
た
後
、
ま
だ
調

査
途
中
の
長
尾
二
郎
氏
の
記
録
の
一
部
を
お
見
せ
し
た
と
こ

ろ
、
レ
キ
士
官
の
墓
標
の
見
学
後
、
共
同
墓
地
に
眠
る
長
尾
氏

の
も
と
へ
案
内
い
た
だ
き
ま
し
た
。
墓
標
（
写
真
16
）
に
は
、

長
尾
氏
の
功
績
が
次
の
と
お
り
刻
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

明
治
廿
八
年
波
節
岩
燈
台
建
設
ニ
尽
力
シ
落
成
ト

　

�

共
ニ
看
守
人
拝
命
以
後
逝
去
マ
デ
五
十
五
年
ノ
長
期
ソ
ノ
職

９
１
）
年
３
月
に
、

滞
在
管
理
も
解
消
さ

れ
、
鍋
島
灯
台
は
無

人
化
さ
れ
ま
す
。
翌

年
に
退
息
所
は
、
高

松
市
の
四
国
村
に
売

却
移
設
さ
れ
（
写
真

１４
）、
現
在
、
鍋
島

に
は
灯
台
と
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
の
倉
庫
だ

け
が
淋
し
く
寄
り
添

っ
て
立
っ
て
い
ま
す
。

　

与
島
は
、
瀬
戸
大

橋
が
架
け
ら
れ
た

後
、
多
く
の
住
人
が
島
を
離
れ
、
灯
台
の
家
族
が
洗
濯
や
通
学

な
ど
毎
日
行
き
来
し
て
い
た
浦
城
集
落
も
、
灯
台
に
人
が
居
た

頃
の
こ
と
を
知
る
人
は
、
も
う
ほ
と
ん
ど
居
な
く
な
っ
て
し
ま

っ
た
と
、
静
ま
り
返
っ
た
同
集
落
を
案
内
し
な
が
ら
濱
本
所
長

が
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

与
島
を
訪
れ
た
後
、
猛
暑
の
中
、
広
島
へ
も
向
か
い
ま
し
た
。

マ
ニ
ラ
号
の
士
官
レ
キ
の
墓
と
、
広
島
に
あ
る
波
節
岩
灯
標
旧

燃
料
庫
（
写
真
15
）
の
確
認
の
た
め
で
し
た
。
島
で
は
、
丸
亀

写真－14　四国村の鍋島灯台旧退息所
（平成31年 4 月撮影）

写真－15　波節岩灯標旧燃料庫
（本年 8 月撮影）
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灯
標
と
波
節
岩
灯
標
旧
燃
料
庫
（
石
造
）
が
日
本
遺
産
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

鍋
島
灯
台
は
、
平
成
２１
（
２
０
０
９
）
年
２
月
に
経
済
産
業

省
か
ら
、
我
が
国
の
海
運
業
等
を
支
え
た
灯
台
等
の
建
設
の
歩

み
を
物
語
る
施
設
と
し
て
、
近
代
化
産
業
遺
産
に
認
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

両
標
識
の
名
誉
あ
る
認
定
は
、
広
く
周
知
さ
れ
、
多
く
の
人

に
届
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
対
照
的
に
、
両
標
識
の
大
恩
人
で
あ

る
池
田
介
福
灯
台
長
と
看
守
人
長
尾
二
郎
氏
の
記
録
は
、
ほ
と

ん
ど
知
ら
れ
る
こ
と
な
く
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。
御
二
人
の

功
績
は
、
今
日
の
鍋
島
灯
台
の
明
か
り
の
よ
う
で
す
。
令
和
の

光
り
輝
く
夜
景
の
中
で
消
え
入
り
そ
う
な
明
か
り
で
す
が
、
決

し
て
消
灯
さ
せ
て
は
い
け
な
い
、
い
つ
ま
で
も
大
事
に
見
つ
め

て
い
き
た
い
尊と

う
とい
光
の
よ
う
に
、愚
生
に
は
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

�

（
明
治
の
灯
台
の
話
６２　

鍋
島
灯
台
）

　

高
松
海
上
保
安
部
保
管
の
多
く
の
貴
重
な
記
録
資
料
の
閲
覧

を
、
快
く
承
諾
い
た
だ
い
た
小
谷
実
交
通
課
長
に
は
、
こ
の
場

を
借
り
て
改
め
て
深
謝
い
た
し
ま
す
。

務
ヲ
尽
ス　

明
治
四
十
五
年
十
七
年
勤
続
表
彰　

勤
功
章
一

級
下
賜
サ
ル

　
　

昭
和
廿
五
年
三
月
丗
一
日
逝
去

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

逝
年　

八
十
二
才

　

波
節
岩
灯
標
を
建
設
の
時
か
ら
半
世
紀
以
上
に
亘
り
、
生
涯

身
を
も
っ
て
そ
の
灯
火
を
守
り
続
け
た
、
長
尾
二
郎
氏
の
功
績

は
、
波
節
岩
灯
標
が
こ
の
世
に
あ
る
限
り
、
歴
史
に
埋
も
れ
さ

せ
て
は
な
ら
な
い
と
、
墓
標
に
手
を
合
わ
せ
な
が
ら
強
く
思
い

ま
し
た
。

　

平
成
元
（
１
９
８
９
）
年
５
月
、
丸
亀
市
・
笠
岡
市
・
土
庄

町
・
小
豆
島
町
が
共
同
で
申
請
し
た
、
せ
と
う
ち
備
讃
諸
島
を

テ
ー
マ
と
す
る
「
石
の
島
」
の
ス
ト
ー
リ
ー
が
日
本
遺
産
に
認

定
さ
れ
、
石
の
産
地
を
支
え
た
海
運
の
史
跡
と
し
て
、
波
節
岩

写真－16　長尾二郎氏の墓標
（本年 8 月撮影）
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３０
話
を
区
切
り
と
し
て
平
成
２１
（
２
０
０
９
）
年
３
月
に
、

１
～
２９
話
ま
で
を
振
り
返
り
、
当
時
書
け
な
か
っ
た
こ
と
や
、

そ
の
後
分
か
っ
た
こ
と
、
作
成
秘
話
な
ど
も
書
き
留
め
て
い
ま

し
た
。
前
回
の
屋
形
石
灯
標
の
話
で
６１
話
目
と
な
り
、
３０
話
か

ら
６１
話
ま
で
を
再
び
振
り
返
っ
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。
番
外

編
や
最
長
４
回
に
分
け
て
書
い
た
も
の
も
あ
り
、
１０
年
以
上
の

月
日
が
経
過
し
忘
れ
た
こ
と
も
多
く
、
も
う
少
し
早
く
振
り
返

る
べ
き
だ
っ
た
と
後
悔
と
反
省
し
き
り
で
す
。

３０
　
横
浜
北
・
東
両
水
堤
灯
台
（
２
０
０
９
年
５
月
号
）

　

日
本
初
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
使
用
の
防
波
堤
に
建
設
し
た
日
本

最
初
の
防
波
堤
灯
台
。
北
水
堤
灯
台
は
、
横
浜
市
民
に
赤
灯
台

と
親
し
ま
れ
、
今
も
点
灯
開
始
当
時
の
鉄
造
の
ま
ま
横
浜
港
を

照
ら
し
続
け
て
い
ま
す
。
東
水
堤
灯
台
は
、
豪
華
客
船
の
衝
突

事
故
に
よ
り
破
断
倒
壊
し
、そ
の
時
の
写
真
は
衝
撃
的
で
し
た
。

今
は
山
下
公
園
氷
川
丸
係
留
桟
橋
に
記
念
灯
台
と
し
て
移
設
保

存
さ
れ
て
い
ま
す
。
拙
稿
を
書
い
た
の
は
横
浜
開
港
１
５
０
周

年
の
２
０
０
９
年
。
７
年
後
の
２
０
１
６
年
の
灯
台
点
灯
開
始

１
２
０
周
年
の
記
念
の
年
に
、
横
浜
保
安
部
勤
務
と
な
り
、
５

月
の
点
灯
記
念
日
に
は
灯
台
女
子
３
名
を
招
き
マ
ス
コ
ミ
へ
の

大
広
報
を
行
い
、
１１
月
の
灯
台
記
念
日
に
は
横
浜
ポ
ー
ト
タ
ワ

ー
で
記
念
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。こ
れ
ら
が
出
来
た
の
は
、

こ
の
時
の
拙
稿
が
大
き
な
心
の
支
え
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

北
水
堤
灯
台
は
、
２
０
０
９
年
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
さ
れ
、
取
り
外

し
た
レ
ン
ズ
は
保
安
部
玄
関
ホ
ー
ル
に
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
レ
ン
ズ
を
調
べ
る
と
、
横
浜
標
識
製
作
所
と
い
う
地
元
横

浜
に
存
在
し
た
灯
台
レ
ン
ズ
メ
ー
カ
ー
が
明
ら
か
に
な
り
、
創

業
者
の
子
孫
の
方
と
巡
り
合
い
、
そ
れ
ら
の
事
実
が
神
奈
川
新

聞
に
掲
載
さ
れ
た
こ
と
は
愚
生
の
横
浜
の
一
番
の
思
い
出
で
す
。

−

明
治
の
灯
台
の
話

−

�
か
ら
�
話
ま
で
を�

�

振
り
返
り
（
前
編
）

灯 

台 

研 

究 

生

写真１：横浜駅改修工事の防護
幕に点灯120周年と紹介される
（平成28（2016）年12月撮影）
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記
事
が
異
例
の
半
年
に
亘
り
掲
載
さ
れ
、
突
堤
（
防
波
堤
）
灯

台
と
し
て
は
東
洋
一
の
偉
容
を
誇
る
と
ま
で
書
か
れ
て
い
ま

す
。
大
阪
港
の
拡
張
工
事
に
よ
り
、
両
灯
台
と
も
今
は
も
う
あ

り
ま
せ
ん
。
旅
館
か
と
見
間
違
う
と
形
容
さ
れ
た
至
れ
り
尽
く

せ
り
の
灯
台
内
部
を
一
度
は
見
て
お
き
た
か
っ
た
で
す
。

３２
　
和
田
岬
灯
台
（
２
０
０
９
年
８
月
号
、
９
月
号
）

　

不
自
然
な
告
示
の
記
載
か
ら
、
和
田
岬
と
天
保
山
灯
台
に
設

置
予
定
の
四
等
レ
ン
ズ
は
、
部
埼
と
六
連
島
灯
台
に
優
先
し
て

設
置
さ
れ
た
と
推
理
し
ま
し
た
。各
灯
台
の
レ
ン
ズ
の
変
遷
は
、

い
つ
か
整
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
で
す
。

　

ど
こ
を
探
し
て
も
出
て
こ
な
い
大
阪
条
約
の
条
文
。
日
本
燈

台
史
に
も
、
詳
細
は
な
く
約
定
と
書
い
た
り
（
１１
頁
）、
条
約

と
し
た
り
（
１４
頁
）
曖
昧
で
、
灯
台
の
機
器
購
入
の
交
渉
記
録

し
か
確
認
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
改
税
約
書
（
江
戸
協
約
）
の

よ
う
な
正
式
な
条
約
で
は
な
い
と
結
論
付
け
ま
し
た
。
拙
稿
提

出
時
に
、こ
の
件
を
説
明
し
た
際
、強
い
口
調
で
一
方
的
に
「
そ

れ
で
も
大
阪
条
約
は
あ
る
ん
だ
よ
」
と
反
論
さ
れ
、
人
の
既
成

概
念
を
変
え
る
こ
と
の
難
し
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

室
戸
台
風
で
の
大
被
災
、
灯
台
は
幾
多
の
自
然
災
害
に
見
舞

わ
れ
、
職
員
や
家
族
た
ち
の
命
が
け
の
救
出
劇
が
繰
り
返
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
そ
れ
ら
が
詳
細
に
綴
ら
れ
て
き
た
燈
光
は
、
自

３１
　
天
保
山
灯
台
と 

�

大
阪
南
北
突
堤
灯
台
（
２
０
０
９
年
６
月
号
）

　

大
阪
最
初
の
灯
台
「
天
保
山
灯
台
」
と
、
同
灯
台
廃
止
後
に

で
き
た
「
大
阪
南
北
両
突
堤
灯
台
」。
天
保
山
灯
台
は
、
明
治

４３
年
に
廃
止
さ
れ
、
短
命
で
記
録
の
少
な
い
幻
の
灯
台
で
す
。

当
時
多
く
の
絵
葉
書
が
発
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
絵
に
な

る
灯
台
と
し
て
人
気
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

二
代
目
大
阪
南
北
突
堤
灯
台
は
、
昭
和
の
灯
台
技
手
「
三
浦

忍
」
の
傑
作
で
す
。
燈
光
に
、
同
灯
台
と
三
浦
忍
を
絶
賛
す
る資料 1 ：二代目天保山灯台の絵葉書
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３４
　
経
ヶ
岬
灯
台
（
２
０
０
９
年
１２
月
号
）

　

燈
光
会
に
保
管
の
大
判
の
経
ヶ
岬
灯
台
の
写
真
が
、
写
さ
れ

て
い
る
状
況
や
人
物
か
ら
、
設
置
当
時
の
も
の
で
は
な
い
か
と

推
測
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
地
元
の
京
都
新
聞
に
同
写
真

が
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
、
目
に
し
て
い
た
明
治
期
の
灯
台
の

写
真
が
、
み
な
貴
重
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
い
た
し
ま
し
た
。

　

経
ヶ
岬
灯
台
は
、
前
例
の
な
い
型
破
り
な
記
録
の
連
続
で
し

た
。
設
置
当
時
、
海
面
か
ら
の
高
さ
日
本
一
、
光
力
も
日
本
一
、

積
み
上
げ
ら
れ
た
大
量
の
巨
石
、
灯
台
の
内
装
の
凄
さ
、
そ
し

て
初
の
一
等
閃
光
フ
レ
ネ
ル
レ
ン
ズ
と
水
銀
槽
。
こ
の
水
銀
槽

の
歴
史
に
つ
い
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
灯
台
歴
史
書
を
読
む
と
、
開

発
者
の
名
前
や
年
代
な
ど
日
本
に
あ
る
当
時
の
記
録
と
異
な
る

こ
と
が
判
明
し
、
大
変
な
作
業
で
は
あ
り
ま
す
が
、
原
書
を
確

認
す
る
こ
と
の
重
要
さ
を
教
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

暗
闇
を
照
ら
す
経
ヶ
岬
灯
台
の
光
芒
は
、
保
安
学
校
の
滞
在

実
習
時
と
家
族
と
と
も
に
見
た
時
と
、
歳
を
経
て
も
感
動
は
変

わ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
は
、
暗
弧
板
も
取
り
外
さ
れ
、
全
周

を
駆
け
巡
る
光
芒
は
、
壮
観
な
眺
め
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

３５
　
美
保
関
灯
台
（
２
０
１
０
年
１
月
号
、
２
月
号
）

　

明
治
の
山
陰
新
聞
と
松
江
日
報
に
は
、
美
保
関
灯
台
の
建
設

然
災
害
の
歴
史
を
た
ど
る
上
で
も
、
貴
重
な
記
録
資
料
と
思
わ

れ
ま
す
。

３３
　
入
道
埼
灯
台
（
２
０
０
９
年
１０
月
号
）

　

お
と
ぎ
話
の
水
晶
球
に
相
違
な
い
と
記
者
を
魅
了
し
た
初
代

入
道
埼
灯
台
の
一
等
レ
ン
ズ
。
面
が
24
面
も
あ
っ
た
日
本
一
の

多
面
レ
ン
ズ
で
し
た
。
レ
ン
ズ
を
回
転
さ
せ
る
装
置
は
、
コ
ロ

を
使
用
す
る
轉て

ん

轆ろ
く

式
回
転
装
置
。
入
道
埼
灯
台
は
最
後
の
轉
轆

装
置
の
灯
台
で
し
た
。
ゆ
っ
く
り
回
転
す
る
水
晶
球
の
レ
ン
ズ

を
一
度
拝
ん
で
み
た
か
っ
た
で
す
。

　

入
道
埼
灯
台
に
は
、
２
０
０
４
年
の
夏
に
家
族
旅
行
で
一
度

だ
け
訪
れ
ま
し
た
。
真
夏
で
し
た
が
、
肌
寒
か
っ
た
こ
と
を
覚

え
て
い
ま
す
。
明
治
の
真
冬
の
転
勤
道
中
記
は
、
当
時
の
灯
台

へ
の
異
動
の
過
酷
さ
が
身
に
沁
み
て
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

入
道
埼
灯
台
の
台
長
婦
人
で
あ
っ
た
渡
邊
治
恵
様
と
は
、
下

田
海
上
保
安
部
勤
務
時
に
仲
睦
ま
じ
い
老
夫
妻
の
ご
様
子
で
お

会
い
し
た
以
降
、
何
度
も
文
を
交
わ
し
、
自
宅
に
も
お
邪
魔
し
、

灯
台
生
活
の
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
お
伺
い
し
ま
し
た
。

「
い
ろ
い
ろ
悩
ん
で
つ
ら
い
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
灯
台
の
光
が

回
っ
て
い
る
の
を
見
る
と
、
す
ー
っ
と
し
た
」

　

こ
の
言
葉
は
、
老
い
て
も
芯
が
し
ゃ
ん
と
し
て
い
た
渡
邊
様

の
面
影
と
共
に
、永
遠
に
愚
生
の
脳
裏
に
焼
き
付
い
て
い
ま
す
。
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前
の
測
量
調
査
か
ら
建
設
中
の
詳
細
、
そ
し
て
完
成
時
の
祝
賀

会
の
様
子
ま
で
、
多
く
の
記
録
が
残
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

建
設
途
中
に
技
師
と
な
り
台
湾
に
渡
り
、
台
湾
の
灯
台
建
設

に
従
事
し
た
大
澤
正
業
技
手
の
最
後
の
日
本
の
灯
台
で
し
た
。

形
状
は
、
円
筒
形
の
灯
塔
に
半
円
形
の
付
属
舎
が
あ
る
往
年
の

ブ
ラ
ン
ト
ン
型
の
灯
台
で
す
。
同
時
期
に
設
置
の
経
ヶ
岬
灯
台

は
、
明
治
の
大
技
手
山
本
哉
三
郎
が
手
掛
け
、
形
状
は
潮
岬
灯

台
に
類
似
し
、
こ
ち
ら
は
ブ
ラ
ン
ト
ン
後
任
の
マ
ク
リ
ッ
チ
型

と
捉
え
、
隣
接
す
る
二
つ
の
灯
台
を
、
お
雇
い
外
人
と
共
に
灯

台
建
設
に
関
わ
っ
た
技
手
に
よ
る
、
明
治
初
頭
の
石
造
灯
台
の

復
活
と
称
し
ま
し
た
。

　

２
０
０
８
年
１１
月
に
灯
台
を
訪
ね
、
初
め
て
逓
信
省
の
マ
ー

ク
や
伝
声
管
を
目
に
し
ま
し
た
。多
く
の
灯
台
を
見
て
い
く
と
、

見
慣
れ
な
い
も
の
は
、
す
ぐ
目
に
留
ま
り
ま
す
。
そ
れ
ら
は
、

古
び
た
構
造
物
の
一
つ
に
過
ぎ
ま
せ
ん
が
、
そ
の
灯
台
に
多
く

の
人
が
携
わ
り
、
様
々
な
過
程
を
経
て
、
今
日
あ
る
こ
と
を
理

解
し
て
い
る
と
、
見
過
ご
し
て
し
ま
い
そ
う
な
ち
っ
ぽ
け
な
存

在
が
、
堂
々
と
し
た
灯
台
の
た
た
ず
ま
い
よ
り
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
さ
れ
、
感
動
や
愛
お
し
い
思
い
ま
で
与
え
て
く
れ
ま
す
。

　

美
保
関
灯
台
の
古
び
た
伝
声
管
に
、「
だ
ん
だ
ん
」
と
い
う

言
葉
を
発
し
た
の
は
、
自
然
と
湧
き
出
た
、
あ
ふ
れ
る
思
い
、

そ
の
も
の
だ
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

３６
　
出
雲
日
御
碕
灯
台 

�

（
２
０
１
０
年
３
月
号
、
２
０
１
１
年
１
月
号
）

　

前
編
と
後
編
の
間
に
、
次
の
水
ノ
子
島
灯
台
を
書
き
上
げ
る

こ
と
に
な
っ
た
異
例
の
作
で
す
。
理
由
は
、
書
き
上
げ
た
後
編

の
大
幅
な
修
正
指
示
で
し
た
。
な
か
な
か
ま
と
ま
ら
ず
、
諦
め

て
次
の
水
ノ
子
島
を
完
成
し
た
後
、
再
度
奮
起
し
て
翌
年
の
掲

載
と
な
り
ま
し
た
。

　

前
編
は
、
出
雲
日
御
碕
灯
台
が
日
本
一
の
灯
台
と
し
て
誕
生

し
た
理
由
を
、
当
時
の
世
相
と
老
技
手
宮
谷
佐
吉
の
存
在
と
し

ま
し
た
。

　

灯
台
の
二
重
壁
構
造
の
疑
問
を
調
べ
て
い
く
上
で
、
出
雲
日

御
碕
灯
台
が
外
壁
は
砂
岩
で
目
地
も
ス
カ
ス
カ
で
、
内
壁
の
堅

固
な
レ
ン
ガ
積
み
で
建
っ
て
い
る
と
い
う
事
実
を
知
り
ま
し
た
。

そ
の
二
重
壁
構
造
が
、
ブ
ラ
ン
ト
ン
の
多
く
の
灯
台
に
採
用
さ

れ
て
い
る
の
に
、
帰
国
報
告
書
の
「
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ　

Ｌ
Ｉ
Ｇ
Ｈ

Ｔ
Ｓ
」
に
記
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
、
彼
が
認
知
し
て
い
な
か
っ

た
と
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
の
調
査
で
、
１９
世
紀
中
頃
の
ブ
ラ

ン
ト
ン
以
前
の
ア
メ
リ
カ
の
レ
ン
ガ
灯
台
の
多
く
に
見
ら
れ
、

彼
が
特
筆
す
る
ま
で
も
な
か
っ
た
こ
と
が
判
明
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
一
の
出
雲
日
御
碕
灯
台
の
設
計
は
、
宮
谷
佐
吉
で
は
な

く
、
山
本
哉
三
郎
と
し
ま
し
た
。
彼
が
次
々
と
二
重
壁
構
造
の
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御
碕
灯
台
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
改
築
計
画
、
最
後
は
故
村
松
貞

次
郎
先
生
の
明
治
期
灯
台
へ
の
名
言
で
締
め
く
く
る
、
か
な
り

力
作
の
書
き
直
し
で
し
た
。
書
き
直
す
前
の
没
に
な
っ
た
伊
藤

武
夫
氏
（
出
雲
日
御
碕
灯
台
職
員
）
と
家
族
の
話
は
、
６０
話
の

安
芸
白
石
灯
標
の
話
で
形
を
変
え
て
復
活
さ
せ
ま
し
た
。
掲
載

で
き
な
か
っ
た
出
雲
日
御
碕
灯
台
で
の
伊
藤
家
族
の
写
真
を
掲

載
し
、
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

３７
　
水
ノ
子
島
灯
台
（
２
０
１
０
年
５
月
号
、
８
月
号
）

　

水
ノ
子
島
灯
台
ほ
か
明
治
３０
年
代
の
多
く
の
瀬
戸
内
海
周
辺

の
航
路
標
識
は
、海
軍
か
ら
要
請
を
受
け
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

東
京
恵
比
寿
の
防
衛
省
防
衛
研
究
所
で
、
そ
の
要
望
書
を
見
付

け
現
物
を
手
に
し
た
時
、
緊
張
と
興
奮
で
頁
が
な
か
な
か
め
く

れ
な
か
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
要
望
書
は
現
在
、
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
化
さ
れ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
簡
単
に
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
が
、
不
便
な
時
代
だ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
見
付
け
た
時

の
感
動
が
今
も
忘
れ
ら
れ
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

明
治
の
大
技
手 

山
本
哉
三
郎
の
集
大
成
で
あ
っ
た
水
ノ
子

島
灯
台
。
山
本
哉
三
郎
の
記
録
は
、
す
べ
て
が
明
治
の
灯
台
の

歴
史
に
結
び
付
い
て
い
ま
す
。
本
年
５
月
、
灯
台
フ
ォ
ー
ラ
ム

が
企
画
し
た
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
講
演

会
に
て
、彼
の
功
績
を
詳
し
く
紹
介
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

灯
台
を
手
掛
け
、
誰
よ

り
も
知
り
尽
し
て
い
た

こ
と
や
、
工
事
開
始
の

約
１
年
前
に
同
地
へ
出

張
し
て
い
る
記
録
を
見

て
も
、
そ
の
答
え
は
必

然
で
し
た
。

　

後
編
は
、
灯
台
の
参

観
事
業
の
変
遷
、
灯
台

の
埼
の
字
、
灯
台
の
電

球
の
始
ま
り
、
出
雲
日

資料2：Cape Hatteras Lighthouse 1869
（US Lighthouse Society提供）

写真 2：伊藤武夫氏と家族、長男の稜
いづ

夫
お

君（左）
昭和16年頃の出雲日御碕灯台構内にて
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視
聴
さ
れ
た
皆
様
の
仰
る
と
お
り
、
彼
の
功
績
は
内
容
も
量
も

十
分
に
、
本
に
な
り
得
る
価
値
の
あ
る
も
の
で
す
。

　

水
ノ
子
島
灯
台
は
、
た
だ
大
き
い
だ
け
で
は
な
く
、
他
の
灯

台
に
は
な
い
様
々
な
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
た
見
ど
こ
ろ
満
載
の
灯

台
で
し
た
。
四
本
足
の
水
銀
槽
は
、
出
雲
日
御
碕
灯
台
だ
け
と

記
し
ま
し
た
が
、
金
華
山
灯
台
に
も
あ
る
こ
と
を
後
年
確
認
し

て
お
り
ま
す
。
な
お
、
同
水
銀
槽
は
、
経
ヶ
岬
灯
台
よ
り
も
早

い
明
治
３１
年
８
月
に
設
置
さ
れ
、
こ
の
工
事
に
も
山
本
哉
三
郎

が
携
わ
っ
て
い
る
記
録
が
確
認
で
き
て
い
ま
す
。

　

水
ノ
子
島
灯
台
か
ら
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
台
風
の
被
害
記

録
は
、
大
分
の
水
ノ
子
海
事
資
料
館
の
大
量
の
記
録
資
料
、
職

員
の
体
験
録
、
暦
年
の
公
式
の
気
象
報
告
書
か
ら
徹
底
的
に
調

査
し
ま
し
た
。
今
か
ら
ち
ょ
う
ど
１０
年
前
、
家
族
５
人
で
過
ご

し
た
最
後
の
年
、
公
私
と
も
に
日
々
多
忙
で
、
次
々
と
難
問
の

連
続
で
、
も
が
き
な
が
ら
拙
稿
を
作
成
し
て
い
た
こ
と
を
当
時

の
日
記
か
ら
再
確
認
し
ま
し
た
。
逃
げ
出
し
た
く
な
る
ぐ
ら
い

大
変
な
毎
日
だ
っ
た
の
に
、
今
は
そ
の
頃
の
日
々
が
無
性
に
愛

お
し
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

灯
台
建
設
時
の
人
柱
の
話
が
、
昭
和
の
初
め
頃
ま
で
本
当
に

信
じ
ら
れ
て
い
た
程
、
そ
の
す
べ
て
が
尋
常
で
は
な
い
凄
す
ぎ

る
大
灯
台
で
す
。
水
ノ
子
島
灯
台
は
他
の
灯
台
と
は
比
較
に
な

ら
な
い
別
格
の
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
で
す
。

３８
　
姫
島
灯
台
（
２
０
１
１
年
２
月
号
、
３
月
号
）

　

慶
長
１０
（
１
６
０
５
）
年
に
点
灯
の
日
本
最
初
の
燈
明
台
が

前
身
と
さ
れ
る
姫
島
灯
台
。
水
ノ
子
島
灯
台
と
建
設
時
期
や
設

置
場
所
が
ほ
ぼ
同
じ
で
、
石
造
灯
台
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
両
灯

台
の
石
材
の
産
地
、
構
造
、
灯
器
な
ど
を
比
較
し
整
理
し
ま
し

た
。
そ
の
中
で
、
チ
ャ
ン
ス
式
石
油
蒸
発
白
熱
灯
器
を
ア
メ
リ

カ
製
と
し
て
い
る
の
は
間
違
い
で
す
。
正
し
く
は
イ
ギ
リ
ス
チ

ャ
ン
ス
＆
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
社
製
、
開
発
者
は
同
国
の
ア
ー
サ
ー
・

キ
ッ
ト
ソ
ン
（A

rthur K
itson

）
で
す
。

　

後
編
は
冒
頭
に
、大
正
初
期
の
姫
島
灯
台
長
の
写
真
を
掲
載
。

岩
田
亀
作
、
当
時
の
燈
光
の
大
常
連
「
岩
田
春
風
」
氏
で
す
。

初
期
の
燈
光
を
見
て
い
く
と
、
そ
の
名
は
す
ぐ
に
覚
え
る
程
、

資料3：金華山灯台水銀槽設置記録
（東北歴史博物館委託保管　　　　

金華山灯台例規公文参考簿より）
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は
過
酷
極
ま
る
も
の
だ
っ
た
こ
と
が
、
残
さ
れ
て
い
る
記
録
か

ら
明
ら
か
で
し
た
。

　

意
外
尽
く
し
の
最
後
は
、
訪
問
時
の
印
象
。
あ
れ
か
ら
１０
年

以
上
過
ぎ
て
い
ま
す
が
、
純
白
の
眩
し
す
ぎ
る
姿
が
、
脳
裏
に

焼
き
付
い
て
い
ま
す
。
明
治
の
鉄
造
灯
台
と
聞
け
ば
、
百
年
以

上
過
ぎ
て
、
錆
び
て
ボ
ロ
ボ
ロ
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
浮
か
び
ま

す
が
、
三
灯
台
の
中
で
一
番
輝
い
て
い
ま
し
た
。
明
治
の
灯
台

を
後
世
に
伝
え
残
そ
う
と
す
る
補
修
工
事
を
担
当
し
た
先
輩
方

の
強
い
意
気
込
み
を
感
じ
ま
し
た
。
さ
て
、
１０
年
後
の
今
、
果

た
し
て
ど
う
な
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

４０
　
三
重
城
灯
台
（
２
０
１
１
年
５
月
号
）

　

平
成
２２
（
２
０
１
０
）
年
１０
月
か
ら
の
３
年
半
、
沖
縄
に
勤

務
し
、
そ
の
と
き
巡
っ
た
沖
縄
・
南
九
州
の
灯
台
を
、
忘
れ
ぬ

よ
う
に
と
拙
稿
に
ま
と
め
て
い
ま
し
た
。

　

初
代
三
重
城
灯
台
は
、
戦
災
で
失
わ
れ
て
い
ま
す
。
愚
生
の

赴
任
時
は
、
灯
台
跡
地
の
脇
に
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
三
階
建
て

の
那
覇
信
号
所
と
拝う

が
ん
じ
ゅ所
が
立
ち
、
レ
ン
ガ
造
の
灯
台
が
あ
っ
た

こ
と
な
ど
想
像
も
で
き
な
い
状
況
で
し
た
。
信
号
所
に
は
点
検

保
守
の
た
め
頻
繁
に
訪
れ
て
お
り
、
拝う

が
ん
じ
ゅ所
へ
参
拝
に
来
る
多
く

の
地
元
の
人
達
を
目
に
し
て
い
ま
し
た
。拙
稿
を
書
い
た
後
日
、

勇
気
を
出
し
て
、
拝う

が
ん
じ
ゅ所
へ
来
て
い
た
年
配
の
ご
婦
人
に
、
レ
ン

彼
の
記
事
は
数
多
く
見
ら
れ
ま
す
が
、写
真
は
ど
こ
に
も
な
く
、

彼
の
面
影
は
不
明
の
ま
ま
で
し
た
。
燈
光
会
保
管
の
ス
ク
ラ
ッ

プ
帳
で
偶
然
見
付
け
、
燈
光
に
必
ず
載
せ
て
あ
げ
た
い
と
の
思

い
は
、
こ
の
姫
島
灯
台
の
拙
稿
で
実
現
で
き
ま
し
た
。

　

当
時
燈
光
会
の
嘱
託
で
あ
っ
た
写
真
家
の
野
口
毅
様
と
九
州

各
地
の
灯
台
を
巡
っ
た
の
は
平
成
２１
（
２
０
０
９
）
年
で
し
た
。

灯
台
の
訪
問
は
、
所
管
の
交
通
課
の
定
期
巡
回
に
合
わ
せ
て
行

っ
た
た
め
、
滞
在
時
間
は
限
ら
れ
、
ど
の
灯
台
も
正
に
走
り
抜

け
る
よ
う
な
感
じ
で
し
た
。
短
時
間
の
調
査
で
し
た
が
、
そ
の

時
の
現
地
で
の
刺
激
的
な
体
験
が
、
拙
稿
の
強
い
原
動
力
と
な

り
ま
し
た
。
拙
稿
に
対
し
お
褒
め
の
言
葉
を
い
た
だ
く
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、
自
分
一
人
の
力
で
は
な
く
、
あ
の
時
の
皆
様
の

ご
協
力
、
そ
の
後
の
関
係
資
料
の
提
供
が
あ
っ
て
こ
そ
、
内
容

の
あ
る
拙
稿
が
出
来
て
い
る
も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

３９
　
関
埼
灯
台
（
２
０
１
１
年
４
月
号
）

　

大
分
の
三
灯
台
の
最
後
。
水
ノ
子
島
、
姫
島
両
灯
台
よ
り
最

初
に
建
て
ら
れ
た
理
由
、
妙
な
設
置
場
所
、
長
期
の
工
事
期
間
、

唯
一
鉄
造
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
意
外
尽
く
し
の
灯
台
を
、
記
録

文
書
か
ら
探
っ
て
み
ま
し
た
。

　

絵
葉
書
や
写
真
に
写
る
関
埼
灯
台
官
舎
は
、
海
を
臨
む
高
台

の
別
荘
か
コ
テ
ー
ジ
の
よ
う
に
も
見
え
ま
す
が
、
実
際
の
生
活
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ガ
灯
台
の
こ
と
を
尋
ね
て
み
ま
し
た
。
ご
婦
人
は
、
戦
後
に
島

か
ら
来
た
人
で
、
分
か
ら
な
い
と
答
え
た
後
、
目
を
閉
じ
て
何

か
呪
文
ら
し
き
言
葉
を
唱
え
た
後
、
草
む
ら
を
指
差
し
、「
そ

こ
に
あ
っ
た
と
神
様
が
言
っ
て
い
る
。
あ
な
た
は
な
ぜ
そ
れ
を

知
っ
て
い
る
の
だ
」
と
、
逆
に
怪
し
が
ら
れ
た
予
期
せ
ぬ
体
験

を
し
ま
し
た
。
そ
の
草
む
ら
に
は
、
レ
ン
ガ
造
の
灯
台
の
基
礎

が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、そ
の
直
前
に
確
認
し
た
ば
か
り
で
、

痕
跡
は
余
程
目
を
凝
ら
さ
な
い
と
分
か
ら
な
い
も
の
で
し
た
。

　

同
勤
し
た
地
元
沖
縄
の
Ｕ
官
は
、
周
囲
も
認
め
て
い
た
霊
が

見
え
る
人
で
し
た
。
某
灯
台
の
点
検
の
際
は
、
入
口
に
兵
隊
さ

ん
が
坐
っ
て
い
る
か
ら
と
、
必
ず
呪
文
を
唱
え
、
手
で
十
字
を

切
る
よ
う
な
仕
草
を
し
た
後
、
扉
の
開
閉
作
業
を
行
な
っ
て
い

ま
し
た
。
沖
縄
に
は
、
こ
う
い
う
方
た
ち
が
多
く
い
る
こ
と
、

拝う
が
ん
じ
ゅ所
も
町
中
を
５
分
も
歩
け
ば
必
ず
目
に
す
る
ほ
ど
、
そ
れ
ま

で
の
勤
務
地
と
は
全
く
異
な
る
環
境
で
し
た
。
幽
霊
も
神
も
信

じ
な
い
愚
生
が
、
そ
う
い
う
世
界
も
あ
る
の
か
と
受
け
入
れ
、

燈
光
に
残
る
多
く
の
幽
霊
体
験
記
や
神
秘
体
験
記
に
も
、
ち
ゃ

ん
と
向
か
い
合
お
う
と
思
い
始
め
た
き
っ
か
け
で
し
た
。

４１
　
津
堅
島
灯
台
（
２
０
１
１
年
６
月
号
）

　

沖
縄
の
最
初
に
建
設
さ
れ
た
灯
台
。
鉄
造
灯
台
で
す
が
、
レ

ン
ガ
の
記
録
と
レ
ン
ズ
の
行
方
を
探
し
求
め
て
い
た
印
象
で
す
。

　

沖
縄
赴
任
前
に
、
津
堅
島
灯
台
跡
の
調
査
を
依
頼
さ
れ
、
本

部
Ｍ
整
備
課
長
と
行
っ
て
み
る
と
、
想
像
以
上
の
レ
ン
ガ
遺
構

群
に
目
を
疑
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
聞
き
取
り
調
査
の
た
め
、

島
に
は
二
回
赴
き
、
レ
ン
ガ
の
塔
は
灯
台
の
台
座
跡
で
あ
っ
た

こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
が
、
行
方
不
明
の
レ
ン
ズ
は
、
誰
に
聞

い
て
も
存
在
す
ら
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
後
も
沖

縄
の
Ｏ
Ｂ
の
方
と
会
う
た
び
に
尋
ね
て
み
て
も
同
じ
で
し
た
。

レ
ン
ガ
遺
構
は
、
沖
縄
最
古
の
レ
ン
ガ
の
構
造
物
の
可
能
性
大

で
す
が
、
今
回
、
ネ
ッ
ト
で
検
索
し
て
も
、
関
連
の
調
査
報
告

書
を
見
付
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

ハ
チ
の
巣
状
の
無
残
な
灯
台
の
写
真
を
入
手
し
た
の
は
、
沖

縄
を
離
れ
る
直
前
で
し
た
。
破
壊
尽
く
さ
れ
た
先
原
埼
灯
台
の

写
真
を
最
初
に
目
に
し
た
と
き
と
同
じ
、
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に

写真3：�米兵と破壊された津堅島灯台
（沖縄県公文書館所蔵）
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で
は
な
い
か
と
、
後
日
分
析
い
た
し
ま
し
た
。
な
ん
で
も
か
ん

で
も
霊
や
神
様
が
教
え
て
く
れ
る
な
ら
、
こ
ん
な
苦
労
は
な
い

で
し
ょ
う
し
、見
付
け
た
と
き
の
感
動
も
な
い
は
ず
で
す
よ
ね
。

４３
　
鞍
埼
灯
台
（
２
０
１
１
年
９
月
号
、
１０
月
号
）

　

日
本
最
初
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
灯
台
を
、
当
時
高
価
な
セ

メ
ン
ト
を
使
わ
ず
、
石
灰
の
み
使
用
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
灯
台

で
は
な
い
か
と
、
当
時
の
財
政
難
だ
っ
た
背
景
や
、
構
造
を
三た

和た

土き

と
す
る
告
示
の
表
現
な
ど
か
ら
推
理
し
ま
し
た
。し
か
し
、

航
路
標
識
管
理
所
第
三
年
報
の
官
設
航
路
標
識
建
築
費
一
覧
表

（
２
５
３
頁
）
を
見
る
と
、
鞍
埼
灯
台
は
明
治
１０
年
代
の
灯
台

の
中
で
一
番
高
額
（
５
万
５
０
７
３
円
）
で
、
ブ
ラ
ン
ト
ン
の

大
型
灯
台
の
角
島
（
４
万
７
０
３
７
円
）
や
犬
吠
埼
（
４
万
４

８
２
４
円
）
よ
り
も
、は
る
か
に
費
用
を
か
け
た
灯
台
で
し
た
。

廉
価
の
た
め
三
和
土
造
り
に
し
た
明
治
１０
年
前
後
の
灯
台
官
舎

と
は
異
な
り
、
高
額
な
建
築
費
は
、
輸
入
セ
メ
ン
ト
を
使
用
し

て
い
た
こ
と
を
想
起
さ
せ
る
も
の
で
し
た
。
当
時
の
燈
台
局
長

だ
っ
た
藤
倉
見
達
が
、
そ
の
後
英
国
土
木
学
会
会
員
に
な
る
こ

と
か
ら
も
、
局
長
時
代
に
時
代
遅
れ
の
灯
台
を
作
ら
せ
た
と
し

た
愚
説
を
、
こ
の
場
を
借
り
て
訂
正
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
の
灯
台
暮
ら
し
の
悲
哀
は
、
家
族
が
亡
く
な
る
不
幸
な

話
を
詰
め
込
み
過
ぎ
で
す
。
今
読
み
返
す
と
、
心
が
折
れ
そ
う

偶
然
で
は
な
い
何
か
運
命
的
な
も
の
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

４２
　
釣
掛
埼
灯
台
（
２
０
１
１
年
８
月
号
）

　

串
木
野
保
安
部
に
大
量
の
釣
掛
埼
灯
台
の
手
書
き
の
記
録
資

料
が
保
管
さ
れ
て
い
た
の
は
想
定
外
で
し
た
。
燈
光
や
灯
台
公

報
な
ど
印
刷
さ
れ
た
古
い
記
録
資
料
に
見
ら
れ
る
、
釣
掛
埼
灯

台
の
月
虹
の
観
測
、
初
代
灯
台
長
の
殉
職
の
事
実
が
、
そ
れ
ら

に
は
当
時
の
職
員
直
筆
で
記
録
さ
れ
て
い
た
の
で
す
。
製
本
さ

れ
た
記
録
資
料
で
は
決
し
て
感
じ
る
こ
と
の
な
い
、
大
先
輩
た

ち
の
息
づ
か
い
が
伝
わ
っ
て
く
る
も
の
で
し
た
。
そ
れ
ら
貴
重

な
記
録
資
料
が
、
今
も
同
保
安
部
で
大
切
に
保
管
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
、
当
時
は
交
通
課
の
主
任
官
で
、
今
も
又
同
保
安
部
に

勤
務
す
る
Ｋ
次
長
か
ら
確
認
で
き
ま
し
た
。
釣
掛
埼
灯
台
が
あ

る
限
り
、
未
来
永
劫
残
し
て
い
く
べ
き
、
何
物
に
も
代
え
が
た

い
釣
掛
埼
灯
台
の
貴
重
な
資
料
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

初
代
灯
台
長
の
墓
碑
は
行
方
知
れ
ず
で
、
そ
れ
を
愚
生
が
現

地
で
す
ぐ
に
見
付
け
出
せ
た
こ
と
に
、
霊
や
お
導
き
が
あ
っ
た

の
で
は
と
考
え
た
り
も
し
ま
し
た
が
、そ
れ
は
あ
り
得
ま
せ
ん
。

調
査
の
中
で
、そ
の
人
の
こ
と
を
長
く
調
べ
て
い
る
う
ち
に
、名

前
や
漢
字
の
シ
ル
エ
ッ
ト
が
、自
分
の
潜
在
意
識
に
記
憶
さ
れ
、

同
じ
よ
う
な
映
像
が
目
に
飛
び
込
ん
で
き
た
瞬
間
、
そ
の
潜
在

意
識
の
記
憶
と
す
ぐ
に
結
び
付
き
、
簡
単
に
見
付
け
ら
れ
た
の
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に
な
る
ぐ
ら
い
辛
く
な
り
、
あ
の
時
だ
か
ら
書
け
た
の
だ
と
痛

感
し
ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災
で
犠
牲
に
な
っ
た
多
く
の
幸
せ

だ
っ
た
家
族
の
話
が
連
日
報
道
さ
れ
、
不
幸
の
話
に
麻
痺
し
て

い
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
も
う
二
度
と
書
き
た
く
な
い
、
拙
稿

一
番
の
辛
く
悲
し
す
ぎ
る
記
事
で
す
。

４４
　
六
連
島
灯
台
（
２
０
１
１
年
１１
月
号
）

　

灯
台
と
皇
室
と
の
記
録
が
数
あ
る
中
で
、
最
初
の
行
幸
の
灯

台
は
、
こ
の
六
連
島
灯
台
で
し
た
。
西
郷
隆
盛
ら
を
伴
い
訪
れ

た
行
幸
を
記
念
し
、
立
派
な
記
念
碑
が
構
内
に
建
て
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
れ
と
は
対
照
的
に
、
灯
台
と
廃
墟
の
信
号
所
だ
け
が

立
つ
構
内
は
、
淋
し
さ
と
物
悲
し
さ
が
漂
っ
て
い
ま
し
た
。
灯

台
の
家
族
ら
で
賑
わ
う
百
年
前
の
六
連
島
灯
台
の
平
凡
な
日
常

を
記
し
た
「
夕
暮
れ
の
三
十
分
」
は
、
郷
愁
の
思
い
を
駆
り
立

て
ま
す
。
何
度
読
ん
で
も
、
胸
に
迫
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

六
連
島
灯
台
は
、
小
さ
な
ビ
ー
コ
ン
レ
ン
ズ
が
設
置
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
訪
れ
た
九
州
各
地
の
明
治
期
灯
台
は
、

す
べ
て
フ
レ
ネ
ル
レ
ン
ズ
だ
っ
た
た
め
、
燈
籠
の
大
き
さ
と
は

不
釣
り
合
い
な
ビ
ー
コ
ン
に
、
強
い
違
和
感
を
感
じ
ま
し
た
。

近
年
、
灯
台
は
地
域
の
観
光
の
目
玉
と
し
て
活
用
で
き
な
い
か

検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。
明
治
期
の
石
造
灯
台
、
し
か
も
栄
え
あ

る
記
録
が
残
る
灯
台
に
は
、
歴
史
を
経
て
風
格
の
あ
る
フ
レ
ネ

ル
レ
ン
ズ
が
、や
は
り
ぴ
っ
た
り
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

保
守
は
面
倒
に
な
り
ま
す
が
、
効
率
性
ば
か
り
を
重
視
せ
ず
、

航
路
標
識
と
し
て
の
機
能
よ
り
、
伝
統
あ
る
形
を
後
世
に
伝
え

残
し
て
い
く
こ
と
も
、
社
会
が
激
変
す
る
今
だ
か
ら
こ
そ
、
な

す
べ
き
大
事
な
こ
と
の
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
灯
台
に
家
族
ら

が
戻
る
こ
と
は
も
う
な
い
で
す
が
、
フ
レ
ネ
ル
レ
ン
ズ
の
光
芒

を
灯
台
に
よ
み
が
え
ら
せ
る
こ
と
は
可
能
な
は
ず
で
す
。

４５
　
部
埼
灯
台
（
２
０
１
２
年
１
月
号
）

　

明
治
期
、
レ
ン
ズ
が
次
々
と
変
更
し
た
の
は
、
パ
ワ
ー
ア
ッ

プ
し
て
い
る
感
じ
で
、
部
埼
が
重
要
な
場
所
と
認
め
ら
れ
て
い

た
証
で
す
。
今
の
レ
ン
ズ
は
、
日
本
唯
一
の
連
成
不
動
閃
光
式

フ
レ
ネ
ル
レ
ン
ズ
。
下
帯
が
あ
る
完
全
な
も
の
だ
っ
た
ら
、
そ

の
装
い
は
豪
華
絢
爛
な
輝
き
を
振
る
舞
っ
て
い
た
は
ず
で
す
。

　

ブ
ラ
ン
ト
ン
の
二
重
壁
構
造
の
灯
台
は
、御
前
埼
も
含
ま
れ
、

部
埼
と
合
わ
せ
て
計
４
基
で
す
。
他
の
３
基
は
、
皆
レ
ン
ガ
造

の
灯
台
で
、
な
ぜ
ブ
ラ
ン
ト
ン
の
石
造
灯
台
で
部
埼
だ
け
が
二

重
構
造
な
の
か
は
、
ま
だ
不
明
で
す
。
レ
ン
ガ
灯
台
の
二
重
構

造
に
つ
い
て
は
、
同
型
の
灯
台
が
多
く
あ
る
ア
メ
リ
カ
で
は
、

防
湿
対
策
と
コ
ス
ト
削
減
措
置
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
米
国
航
路

標
識
協
会
（U

S Lighthouse Society

）
か
ら
確
認
済
で
す
。

　

美
し
き
部
埼
灯
台
の
歌
と
は
対
照
的
な
部
埼
灯
台
生
活
者
の
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で
し
た
。
拙
稿
を
書
い
た
前
年
に
、
後
輩
の
殉
職
事
故
が
あ
り

ま
し
た
。
書
い
た
２
０
１
１
年
は
、
東
日
本
大
震
災
発
生
直
後

の
映
像
を
連
日
何
度
も
目
に
し
、
命
の
尊
さ
を
身
に
沁
み
て
感

じ
て
い
ま
し
た
。
東
北
か
ら
遠
く
離
れ
た
沖
縄
に
居
て
も
、
灯

台
の
記
録
を
通
し
て
、
命
の
尊
さ
、
後
輩
の
事
故
の
教
訓
を
伝

え
ら
れ
な
い
か
と
、
拙
稿
の
最
後
に
震
災
の
報
道
と
関
連
付
け

て
取
り
上
げ
ま
し
た
。
後
輩
の
殉
職
記
事
に
関
し
て
は
、
内
容

が
強
過
ぎ
て
没
に
な
っ
て
い
ま
す
。没
記
事
を
今
読
み
返
す
と
、

前
回
同
様
、
自
分
の
拙
さ
、
若
気
の
至
り
を
痛
感
し
、
恥
ず
か

し
い
限
り
で
す
。

４７
　
佐
多
岬
灯
台
（
２
０
１
２
年
３
月
号
、
４
月
号
）

　

大
輪
島
と
い
う
島
に
あ
る
佐
多
岬
灯
台
。
拙
稿
で
は
、
設
置

当
時
の
引
用
文
が
候

そ
う
ろ
う文
で
読
み
づ
ら
く
難
解
だ
と
の
指
摘
に
、

現
代
語
に
訳
し
た
解
読
文
を
付
け
足
し
、途
中
で
息
切
れ
し
て
、

か
え
っ
て
読
み
に
く
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

ブ
ラ
ン
ト
ン
と
灯
台
建
設
で
対
峙
し
た
中
澤
孝
政
が
、
こ
の

佐
多
岬
灯
台
の
難
工
事
に
長
期
間
携
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
取
り

上
げ
ま
し
た
。
日
本
人
の
器
用
さ
、
技
術
習
得
の
早
さ
、
好
奇

心
と
独
立
心
の
強
さ
は
、
お
雇
い
外
国
人
た
ち
も
認
め
て
い
た

よ
う
で
す
。
当
時
の
日
本
人
の
質
の
高
さ
や
底
力
を
、
灯
台
建

設
の
記
録
や
お
雇
い
外
人
と
灯
台
職
員
と
の
や
り
と
り
か
ら
実

哀
れ
な
実
態
を
結
び
に
し
て
い
ま
す
。僧
清せ

い

虚き
ょ

の
巨
像
と
い
い
、

今
あ
る
も
の
が
す
べ
て
素
晴
ら
し
く
て
、
拙
稿
を
書
い
て
い
た

と
き
、「
当
時
の
灯
台
は
そ
ん
な
ん
じ
ゃ
な
か
っ
た
ん
だ
」
と

訴
え
た
い
気
持
ち
が
強
か
っ
た
よ
う
で
す
が
、
耐
え
忍
ん
だ
部

埼
灯
台
生
活
者
ら
の
名
誉
の
た
め
に
も
、あ
の
慘み

じ

め
な
記
事
は
、

燈
光
誌
面
に
再
び
晒さ

ら

す
べ
き
で
は
な
か
っ
た
と
、
今
拙
稿
を
読

み
返
し
自
分
の
拙つ

た
な

さ
を
恥
じ
て
い
ま
す
。

４６
　
白
洲
灯
台
（
２
０
１
２
年
２
月
号
）

　

ブ
ラ
ン
ト
ン
の
帰
国
報
告
書
「
Ｔ
Ｈ
Ｅ　
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ　

Ｌ

Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｔ
Ｓ
」
の
灯
台
添
付
図
誌
面
の
半
分
以
上
が
、
木
造
白

洲
灯
台
で
占
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
同
書
に
は
、
そ
の

図
の
説
明
文
が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
矛
盾
を
推
理
し
、
灯
台
は

日
本
人
製
作
と
し
ま
し
た
。
四
角
形
の
木
造
灯
台
に
は
、
お
雇

い
外
人
の
影
が
見
え
ず
、
日
本
人
の
記
録
ば
か
り
目
に
付
く
の

は
、
や
は
り
思
い
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　

電
動
回
転
灯
台
に
つ
い
て
は
、拙
稿
６０
の
安
芸
白
石
灯
標
で
も

再
掲
載
し
ま
し
た
が
、発
電
機
の
設
置
に
関
し
て
は
、ま
だ
明
確

な
記
録
が
見
付
か
ら
ず
不
明
瞭
な
点
が
多
く
、拙
稿
に
対
し
納

得
が
い
か
な
い
内
容
で
す
。
今
後
も
、調
べ
続
け
る
テ
ー
マ
で
す
。

　

関
門
海
峡
の
拙
稿
の
最
後
の
一
編
。
た
だ
し
、
白
洲
灯
台
だ

け
は
訪
問
し
て
い
ま
せ
ん
。
書
く
動
機
は
、
職
員
殉
職
の
記
事



—  35  —

感
で
き
ま
す
。

昔
だ
か
ら
今
よ

り
劣
っ
て
い
る

な
ん
て
到
底
思

え
な
い
。
む
し

ろ
、
彼
ら
の
方

が
、
あ
ら
ゆ
る

面
で
、
今
よ
り

も
勝
っ
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
ま
す
。

　

前
編
の
最
後
に
掲
載
し
た
ゴ
ン
ド
ラ
の
写
真
は
見
づ
ら
く
酷

評
で
し
た
。
燈
光
会
保
管
の
灯
台
写
真
帖
の
鮮
明
な
佐
多
岬
灯

台
の
写
真
か
ら
、
ゴ
ン
ド
ラ
の
写
真
を
再
掲
載
し
ま
す
。
吊
り

下
げ
ら
れ
た
ゴ
ン
ド
ラ
に
、
左
向
き
で
う
ず
く
ま
っ
て
い
る
人

ら
し
き
姿
が
見
え
ま
す
が
、
ゴ
ン
ド
ラ
の
手
前
側
の
枠
が
な
い

た
め
、
そ
れ
が
見
え
る
わ
け
で
、
こ
の
写
真
は
、
ゴ
ン
ド
ラ
に

人
が
乗
っ
て
い
る
の
を
恰あ

た
か

も
写
す
た
め
に
、
わ
ざ
と
枠
を
外
し

て
い
る
と
し
か
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

拙
稿
を
書
い
た
後
、
次
の
勤
務
地
の
下
田
で
、
明
治
期
の
灯

台
職
員
の
子
孫
宅
か
ら
見
付
け
た
当
時
の
絵
図
に
は
、
記
録
文

書
の
と
お
り
、
ゴ
ン
ド
ラ
が
中
継
地
の
島
伝
い
に
渡
さ
れ
て
い

た
様
子
が
描
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　

柿
山
様
の
十
年
間
の
佐
多
岬
で
の
生
活
は
、
異
動
さ
せ
ら
れ

な
い
何
か
理
由
が
あ
っ
た
に
し
ろ

酷ひ
ど

す
ぎ
ま
す
。
こ
ん
な
無
情
な
手

記
を
書
か
せ
る
当
時
の
灯
台
人
事

が
許
せ
ま
せ
ん
。

　

灯
台
と
官
舎
の
訪
問
は
強
烈
過

ぎ
る
印
象
で
し
た
。
特
に
忘
れ
去

ら
れ
た
官
舎
探
し
は
、
正
に
ジ
ャ

ン
グ
ル
探
検
。
密
林
奥
深
く
に
現

れ
た
石
造
官
舎
は
、
映
画
イ
ン
デ

ィ
ー
ジ
ョ
ー
ン
ズ
に
出
て
来
る
世

界
そ
の
も
の
で
し
た
。
拙
稿
を
読

み
返
す
と
、
今
も
そ
の
時
の
ワ
ク

ワ
ク
感
と
感
動
が
よ
み
が
え
り
ま
す
。

　

封
印
さ
れ
た
初
代
の
灯
台
が
二
代
目
の
灯
台
の
中
で
、
本
当

に
守
り
続
け
て
い
た
事
実
。
古
い
灯
台
は
単
な
る
構
造
物
で
は

な
く
、奇
想
天
外
の
宝
庫
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

４８
　
屋
久
島
灯
台
（
２
０
１
２
年
６
月
号
、
８
月
号
）

　

条
約
灯
台
の
候
補
と
さ
れ
た
三
本
嶽
・
レ
ッ
ド
フ
ィ
ー
ル
ド

ロ
ッ
ク
が
、
屋
久
島
な
の
か
銭
洲
な
の
か
、
真
偽
は
そ
の
後
も

判
明
し
て
い
ま
せ
ん
。
屋
久
島
は
絵
図
面
が
あ
り
ま
す
が
、
標

高
千
メ
ー
ト
ル
以
上
の
山
に
灯
台
を
建
て
る
こ
と
は
あ
り
得
ま

写真4：灯台職員交替用のゴンドラ
（燈光会保管写真より）

資料 4 ：佐多岬灯台のゴンドラ設置の絵図
（下田市　菊池義臣氏所蔵）
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め
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
灯
台
は
単
な
る
構
造
物
で
は
な
く
、
夜

の
海
で
は
航
海
者
た
ち
に
安
心
感
を
届
け
、
地
域
の
人
々
に
は

長
く
愛
さ
れ
、
歴
史
あ
る
建
造
物
と
し
て
地
域
の
歴
史
で
も
あ

る
こ
と
を
再
認
識
す
れ
ば
、
他
に
は
な
い
重
要
な
存
在
で
あ
る

と
気
付
く
は
ず
で
す
。
過
去
か
ら
先
人
が
守
り
と
お
し
て
き
た

灯
火
を
、
次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
大
事
な
仕
事
を
自
分
た
ち
が

担に
な

っ
て
い
る
こ
と
を
、
ス
マ
ホ
世
代
の
若
者
た
ち
が
理
解
し
、

使
命
感
を
も
っ
て
臨
む
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。
単
な
る
器
械
、

施
設
の
保
守
で
は
な
く
、
航
海
者
や
地
域
の
人
達
の
寄
せ
る
思

い
と
歴
史
も
保
守
し
て
い
る
の
だ
と
思
え
る
よ
う
、
拙
稿
が
そ

の
一
助
に
な
れ
ば
と
願
う
ば
か
り
で
す
。

�
�
か
ら
�
ま
で
を
振
り
返
り
（
前
編
）
終
り

せ
ん
。
銭
洲
は
、
パ
ー
ク
ス
の
申
立
書
と
根
本
的
に
位
置
が
違

い
ま
す
。
果
た
し
て
、
そ
の
場
所
は
ど
こ
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　

拙
稿
を
書
い
た
後
、
屋
久
島
灯
台
設
置
当
時
の
図
面
を
見
付

け
、
構
造
は
二
重
壁
で
あ
る
こ
と
は
確
定
し
ま
し
た
。
同
時
期

に
建
設
の
釣
掛
埼
灯
台
も
同
様
で
す
。
レ
ン
ガ
灯
台
は
、
小
型

の
も
の
を
除
き
、
多
く
が
二
重
壁
構
造
だ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
現
在
、
確
認
済
の
二
重
壁
構
造
の
レ

ン
ガ
灯
台
（
設
置
年
）
は
次
の
６
基
で
す
。

・
御
前
埼
（
明
治
７
年
）	
・
犬
吠
埼
（
明
治
７
年
）

・
尻
屋
埼
（
明
治
９
年
）	
・
釣
掛
埼
（
明
治
２９
年
）

・
屋
久
島
（
明
治
３０
年
）	

・
塩
屋
埼
（
明
治
３２
年
）

石
造
灯
台
の
二
重
壁
構
造
は
次
の
３
基
で
す
。

・
部　
　

埼
（
明
治
５
年
）	

・
出
雲
日
御
碕
（
明
治
３６
年
）

・
水
ノ
子
島
（
明
治
３７
年
）

　

灯
台
の
器
械
の
異
音
に
気
付
い
た
平
成
の
ベ
テ
ラ
ン
職
員

が
、
そ
の
場
で
若
手
職
員
に
教
授
す
る
技
術
の
伝
承
。
灯
台
の

保
守
業
務
は
、
拙
稿
を
書
い
た
当
時
よ
り
更
に
深
刻
に
な
っ
て

い
ま
す
。
当
時
か
ら
、こ
の
現
状
は
予
想
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

そ
の
流
れ
を
止
め
る
こ
と
は
出
来
ず
、
今
後
も
っ
と
悪
く
な
る

こ
と
は
皆
の
共
通
の
認
識
で
す
。
今
も
技
術
の
伝
承
は
各
地
で

行
っ
て
い
ま
す
が
、
海
保
の
他
の
業
務
に
比
べ
れ
ば
、
灯
台
の

保
守
は
見み

栄ば

え
の
し
な
い
地
味
で
冴さ

え
な
い
業
務
の
印
象
は
否

資料5：設置当時の屋久島灯台の図
（臨時台湾電信灯標建設部報告書より）
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そ
の
3
　�

宮
古
島
ロ
ラ
ン
航
路
標
識
事
務
所
発
足
と�

整
備
、
家
族
の
来
島

　

引
き
継
ぎ
式
典
を
終
え
私
達
海
上
保
安
庁
の
責
任
に
よ
る
運

用
に
な
っ
た
宮
古
島
ロ
ラ
ン
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
は
直
ぐ
第
十
一

管
区
海
上
保
安
本
部
長
の
手
で
宮
古
島
ロ
ラ
ン
航
路
標
識
事
務

所
の
看
板
が
掲
げ
ら
れ
宮
古
島
ロ
ラ
ン
航
路
標
識
事
務
所
は
発

足
と
な
っ
た
。
日
本
国
の
海
上
保
安
庁
と
し
て
の
第
十
一
管
区

海
上
保
安
本
部
（
以
後
十
一
管
本
部
）
の
組
織
も
型
ど
お
り
で

あ
っ
た
と
思
う
が
発
足
し
た
。
十
一
管
本
部
の
発
足
を
内
外
に

示
す
意
味
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
記
念
の
文
鎮
も
作
ら
れ
内
外

関
係
者
に
贈
呈
さ
れ
、
50
年
を
経
て
私
の
机
の
上
で
役
割
を
続

け
て
い
る
。

　

私
達
の
ロ
ラ
ン
局
引
き
継
ぎ
も
無
事
に
完
了
し
た
も
の
の
ロ

ラ
ン
シ
ス
テ
ム
機
器
は
先
に
触
れ
た
よ
う
に
旧
式
で
老
朽
化
が

進
ん
で
い
て
本
格
的
な
整
備
が
問
わ
れ
て
い
る
状
況
で
あ
り
本

庁
、
十
一
管
本
部
に
お
い
て
も
予
算
的
課
題
と
し
て
計
画
が
進

め
ら
れ
て
い
っ
た
記
憶
が
残
る
。
事
務
所
の
看
板
は
ロ
ラ
ン
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
の
隊
舎
に
掲
げ
ら
れ
た
が
勤
務
地
と
し
て
の
事
務

所
及
び
宿
舎
は
整
備
が
必
要
で
あ
る
。
全
て
が
予
算
処
置
等
の

課
題
が
山
積
す
る
中
で
あ
り
私
達
事
務
所
の
業
務
を
超
え
て
い

沖
縄
祖
国
復
帰　

宮
古
島
ロ
ラ
ン
Ａ
局
引
き
継
ぎ

（
そ
の
3
） 　
　
　
　

�

普
通
会
員
　
岩
　
尾
　
亮
　
二

写真－2　第十一管区海上保安本部長�
及び事務所職員

写真－3．4　第十一管区海上保安
本部　発足記念文鎮（表）
（裏）には沖縄復帰の日付47．5．15

写真－ 1　宮古島ロラン航路標識
事務所開所　第十一管区海上保安
本部長による事務所看板設置
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保
存
さ
れ
、
有
難
い
配
慮
で
あ
り
、
米
国
の
世
界
戦
略
と
し
て

の
補
給
体
制
に
感
心
す
る
と
同
時
に
米
国
及
び
米
国
人
の
暖
か

い
心
に
西
部
劇
の
映
画
を
思
い
起
こ
し
た
。

　

車
は
、
町
中
か
ら
遠
く
離
れ
た
ロ
ラ
ン
局
で
の
業
務
展
開
、

生
活
に
必
需
品
で
あ
る
。
引
き
継
ぎ
後
、
早
々
に
ロ
ラ
ン
航
路

標
識
事
務
所
で
よ
く
使
用
さ
れ
て
い
た
青
色
の
三
菱
ジ
ー
プ
が

配
属
さ
れ
、
そ
の
ジ
ー
プ
で
町
中
の
宮
古
島
市
内
の
市
場
へ
野

菜
等
の
調
達
に
出
か
け
た
。
と
こ
ろ
が
、
道
路
交
通
法
は
ア
メ

リ
カ
方
式
の
ま
ま
「
人
は
左
、
車
は
右
」
で
あ
る
。
私
達
、
運

転
者
は
意
識
し
て
い
て
も
感
覚
的
に
「
人
は
右
、
車
は
左
」
と

な
る
特
に
4
つ
角
交
差
点
で
右
折
左
折
の
時
が
大
変
で
、
ハ
ン

ド
ル
を
切
り
曲
が
る
と
自
然
に
反
対
車
線
に
入
っ
て
い
く
運
転

と
な
り
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
ど
こ
ろ
か
命
が
け
の
連
続
運
転
。所
長
、

次
長
は
大
変
心
配
し
て
お
ら
れ
て
、
運
転
は
必
ず
助
手
席
に
同

乗
者
を
乗
せ
２
人
運
転
を
強
く
指
示
さ
れ
、
1
人
運
転
は
禁
止

で
あ
っ
た
。
人
の
感
覚
は
面
白
い
も
の
で
、
助
手
席
に
座
っ
て

い
る
者
は
米
国
方
式
に
違
和
感
は
少
な
い
の
で
あ
る
。
復
帰
し

て
も
こ
の
ア
メ
リ
カ
方
式
の
通
行
方
法
は
1
年
以
上
続
き
、
そ

の
1
年
の
間
に
道
路
交
通
標
識
、
信
号
機
の
改
修
準
備
が
行
わ

れ
、
翌
年
の
8
月
に
「
人
は
右
、
車
は
左
」
へ
の
車
両
通
行
変

更
が
実
地
と
な
り
標
識
の
明
示
、
信
号
機
を
変
更
し
、
1
日
で

一
斉
に
日
本
方
式
へ
移
行
し
て
行
っ
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ

て
本
庁
、
十
一
管
本
部
の
力
で
な
い
と
進
ま
な
か
っ
た
。

　

ま
ず
も
っ
て
の
課
題
は
職
員
10
名
の
寝
食
を
中
心
と
す
る
生

活
で
あ
り
業
務
の
範
疇
を
超
え
て
朝
、
昼
、
晩
の
食
事
を
ど
ん

な
も
の
に
す
る
か
で
あ
る
。
所
長
以
下
10
名
の
職
員
の
中
で
単

身
者
は
当
然
コ
ー
ス
ト
ガ
ー
ド
の
隊
舎
で
そ
の
ま
ま
暮
ら
す
こ

と
は
自
然
の
流
れ
で
あ
る
が
、
家
族
持
ち
は
順
次
家
族
を
呼
ぶ

こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
。
し
か
し
当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
ロ
ラ

ン
、デ
ッ
カ
に
整
備
さ
れ
て
い
る
近
代
的
公
務
員
宿
舎
は
無
い
。

所
長
、
次
長
は
本
庁
、
十
一
管
本
部
の
計
画
に
沿
っ
て
事
務
所

用
地
、
宿
舎
用
地
の
確
保
に
町
中
を
東
奔
西
走
、
同
時
に
順
次

来
島
す
る
家
族
の
た
め
に
賃
貸
住
宅
の
確
保
に
邁
進
さ
れ
て
い

た
。
し
か
し
賃
貸
住
宅
は
簡
単
に
は
確
保
で
き
ず
基
本
的
に
は

全
員
が
コ
ー
ス
ト
ガ
ー
ド
の
隊
舎
で
の
共
同
生
活
で
あ
る
。

　

無
線
業
務
の
当
直
、
隊
舎
の
維
持
管
理
に
加
え
て
、
食
事
当

番
、
食
料
購
入
の
役
割
を
決
め
て
共
同
生
活
が
始
ま
っ
た
。
コ

ー
ス
ト
ガ
ー
ド
の
隊
長
は
私
達
海
上
保
安
庁
の
引
き
継
ぎ
要
員

10
名
が
自
分
た
ち
で
料
理
を
作
り
共
同
生
活
を
す
る
事
に
心
配

さ
れ
て
い
た
の
か
、先
に
も
紹
介
し
た
米
国
の
補
給
体
制
の
下
、

宮
古
島
ロ
ラ
ン
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
最
後
の
補
給
便
で
冷
凍

庫
、
冷
蔵
庫
に
肉
、
野
菜
を
可
能
な
範
囲
で
沢
山
補
給
し
て
く

れ
て
い
た
。
冷
凍
肉
な
ど
は
、
そ
の
年
の
夏
に
着
任
到
着
し
た

家
族
に
も
味
わ
っ
て
も
ら
え
る
ぐ
ら
い
沢
山
の
量
が
冷
凍
庫
に
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り
ド
ル
で
の
買
い
物
を
楽
し
ん
で
い
た
。皆
が
言
っ
て
い
た
が
、

私
達
の
経
済
観
念
で
は
何
と
な
く
１
ド
ル
が
１
０
０
円
の
様
な

感
覚
で
、
ド
ル
で
買
い
物
を
し
て
い
た
よ
う
で
、
例
え
ば
３
ド

ル
払
っ
て
３
０
０
円
の
伊
勢
エ
ビ
料
理
を
注
文
し
て
い
た
訳
で

あ
り
、
そ
の
面
か
ら
も
物
価
が
安
い
と
感
じ
て
い
た
の
か
も
し

れ
な
い
。
私
は
安
い
ゴ
ー
ル
ド
製
品
、
純
金
の
指
輪
を
買
っ
て

し
ま
い
残
り
が
少
な
く
な
っ
た
が
１
ド
ル
紙
幣
を
１
枚
、
コ
イ

ン
を
数
個
ず
つ
記
念
品
と
し
て
残
し
、
今
で
は
純
金
の
指
輪
と

ド
ル
通
貨
を
取
り
出
し
て
は
、
懐
か
し
く
当
時
を
思
い
出
し
て

い
る
。

　

引
き
継
ぎ
運
用
に
入
っ
て
早
々
に
十
一
管
本
部
の
体
制
が
整

い
本
庁
及
び
十
一
管
本
部
に
よ
る
機
器
整
備
計
画
の
調
査
が
始

ま
っ
た
。
出
張
来
訪
さ
れ
る
方
々
は
私
達
が
洋
食
に
飽
き
て
日

本
食
を
欲
し
が
っ
て
い
る
の
を
誰
か
ら
か
聞
か
れ
た
の
だ
ろ

う
。
お
土
産
と
し
て
一
口
イ
ワ
シ
の
干
し
物
、
海
苔
の
佃
煮
、

お
茶
漬
け
等
日
本
食
を
お
土
産
と
し
て
よ
く
持
参
頂
い
た
。
数

か
月
間
の
ア
メ
リ
カ
ン
ス
タ
イ
ル
の
肉
料
理
中
心
か
ら
瞬
時
解

放
さ
れ
、
あ
の
時
の
干
し
イ
ワ
シ
の
味
は
今
で
も
忘
れ
ら
れ
な

い
。

　

私
達
の
引
き
継
ぎ
業
務
の
本
命
で
あ
る
機
器
の
整
備
計
画
は
、

ま
ず
無
停
電
電
源
装
置
の
設
置
か
ら
始
ま
っ
た
。
大
き
な
ト
レ

ー
ラ
ー
で
モ
ー
タ
ー
、
エ
ン
ジ
ン
、
発
電
機
な
ど
一
式
が
運
び

る
。
当
時
の
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
が
那
覇
市
内
の
大
き
な
交
差
点

で
「
人
は
左
、
車
は
右
」
に
慣
れ
て
い
る
車
が
フ
ラ
フ
ラ
右
往

左
往
し
衝
突
、
接
触
し
て
い
た
状
況
を
放
映
し
て
い
た
こ
と
も

思
い
出
さ
れ
る
。
最
近
の
社
会
問
題
で
外
国
旅
行
者
が
レ
ン
タ

カ
ー
を
運
転
し
事
故
多
発
し
て
い
る
こ
と
が
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス

で
報
じ
ら
れ
て
い
る
が
納
得
で
き
る
。

　

復
帰
前
か
ら
交
換
レ
ー
ト
で
話
題
と
な
っ
て
い
た
ド
ル
と
円

の
切
り
替
え
は
復
帰
と
同
時
に
実
地
さ
れ
た
。
切
り
替
え
は
政

府
主
導
で
早
く
か
ら
計
画
さ
れ
て
い
て
日
本
銀
行
は
、
海
上
保

安
庁
、
及
び
警
察
の
警
戒
の
下
、
円
貨
幣
を
銀
行
な
ど
の
金
融

機
関
に
復
帰
前
に
貨
物
船
で
運
び
込
み
準
備
さ
れ
て
い
た
。
巷

で
は
色
々
な
噂
が
飛
び
交
っ
て
い
た
。
当
時
、
国
際
条
約
で
為

替
の
価
格
の
自
由
化
の
下
、
今
の
為
替
相
場
で
は
信
じ
ら
れ
な

い
価
格
で
あ
る
が
１
ド
ル
が
２
９
５
円
で
あ
っ
た
が
復
帰
後
の

経
済
へ
の
優
遇
策
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
沖
縄
に
限
っ
て
以
前
の
固

定
為
替
の
相
場
で
あ
っ
た
３
６
０
円
で
交
換
し
て
く
れ
る
と
の

噂
も
流
れ
て
い
た
。
私
達
、
引
き
継
ぎ
要
員
も
必
要
経
費
と
し

て
ド
ル
を
そ
れ
ぞ
れ
保
持
し
て
お
り
興
味
が
あ
っ
た
。
ま
た
、

沖
縄
は
ド
ル
経
済
の
強
み
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
、
全
体
的
に
物

価
が
安
く
特
に
御
土
産
品
を
売
っ
て
い
る
商
店
で
貴
金
属
が
安

か
っ
た
と
思
う
。
保
持
し
て
い
る
ド
ル
は
復
帰
後
に
は
使
え
な

く
な
る
た
め
町
中
に
飲
み
に
行
っ
た
り
、
記
念
品
を
購
入
し
た
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の
中
で
自
由
時
間
に
は
サ
ン
ゴ
礁
の
海
に
泳
ぎ
に
行
く
こ
と
も

あ
り
ダ
イ
ビ
ン
グ
用
具
を
「
メ
イ
、
ア
イ
、
ユ
ー
ス
」、「
オ
ッ

ケ
ー
」
で
借
用
し
ロ
ラ
ン
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
前
の
サ
ン
ゴ
礁
を

探
索
し
た
。
沢
山
の
熱
帯
魚
は
人
を
警
戒
せ
ず
指
で
触
る
ま
で

動
か
な
か
っ
た
。
多
種
多
様
の
貝
が
い
て
、
そ
の
収
集
が
私
の

趣
味
と
な
り
、
今
に
な
っ
て
も
そ
の
趣
味
は
続
い
て
い
て
、
今

で
は
４
０
０
種
以
上
の
貝
殻
の
標
本
が
我
が
家
に
保
管
さ
れ
て

い
る
。
振
り
返
っ
て
み
る
と
若
い
時
の
体
験
が
大
切
で
あ
る
こ

と
を
今
に
な
っ
て
痛
感
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
外
国
人
と
の
生

活
体
験
、
英
会
話
で
あ
る
。
ロ
ラ
ン
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
の
会
話

は
英
単
語
を
並
べ
る
だ
け
の
会
話
で
あ
り
、
形
は
整
っ
て
い
な

か
っ
た
が
、
言
い
た
い
こ
と
や
思
い
、
考
え
は
通
じ
た
。
そ
し

込
ま
れ
、
元
娯
楽
室
、
車
庫
の
建
物
を
改
造
し
て
設
置
さ
れ
た
。

続
い
て
、
ロ
ラ
ン
シ
ス
テ
ム
の
送
信
機
及
び
タ
イ
マ
ー
は
メ
ー

カ
ー
の
専
門
技
術
者
が
来
島
し
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
を
実
地
し
整

備
さ
れ
、
隊
舎
の
半
分
を
改
造
し
て
移
設
さ
れ
た
。
私
の
担
当

課
題
は
、
予
備
品
、
修
理
パ
ー
ツ
の
整
理
、
保
管
を
命
ぜ
ら
れ
、

先
に
も
紹
介
し
た
よ
う
に
米
国
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
管
理
方
式

の
一
部
を
取
り
入
れ
、
図
面
の
パ
ー
ツ
番
号
を
カ
ー
ド
の
整
理

方
式
に
繋
げ
て
保
管
場
所
の
番
号
を
記
し
、
手
順
を
踏
め
ば
必

ず
そ
の
部
品
に
た
ど
り
着
け
る
よ
う
に
整
理
し
た
。
宮
古
島
ロ

ラ
ン
局
の
場
合
、
転
勤
者
が
多
い
と
考
え
着
任
者
が
手
順
を
踏

め
ば
着
任
し
た
日
か
ら
必
要
な
予
備
品
を
手
に
で
き
る
と
言
う

考
え
か
ら
で
あ
っ
た
。
こ
の
方
式
は
所
長
か
ら
大
変
褒
め
て
い

た
だ
い
た
が
、
何
も
新
た
な
方
式
で
な
く
米
国
の
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
方
式
の
一
部
を
活
用
し
た
だ
け
で
あ
り
コ
ソ
バ
ユ
カ
ッ
タ
。

　

整
備
作
業
で
来
島
さ
れ
る
メ
ー
カ
ー
の
技
術
者
の
方
々
は
休

み
の
と
き
は
南
国
宮
古
島
を
楽
し
ん
で
過
ご
し
て
お
ら
れ
た
。

釣
り
道
具
な
ど
を
貸
し
て
や
る
と
サ
ン
ゴ
礁
の
浜
で
釣
り
を
楽

し
ま
れ
、
そ
の
成
果
を
沢
山
頂
く
こ
と
も
多
か
っ
た
。
コ
ー
ス

ト
ガ
ー
ド
は
ダ
イ
ビ
ン
グ
用
具
も
備
え
て
い
た
。
私
は
沖
縄
へ

来
る
前
か
ら
ス
キ
ュ
ー
バ
ー
ダ
イ
ビ
ン
グ
を
趣
味
に
し
て
い
て

コ
ー
ス
ト
ガ
ー
ド
が
ダ
イ
ビ
ン
グ
用
具
を
備
え
て
い
る
の
が
着

任
早
々
か
ら
目
に
つ
い
た
。
コ
ー
ス
ト
ガ
ー
ド
と
の
共
同
生
活

写真－ 6　局舎周辺での牛の放牧

写真－ 5　広大なロラン局敷地
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者
と
独
身
者
の
隊
舎
で
の
生
活
は
省
庁
別
公
務
員
宿
舎
が
完
成

す
る
ま
で
続
い
た
。
そ
の
省
庁
別
公
務
員
宿
舎
で
あ
る
灯
台
官

舎
の
整
備
の
た
め
の
用
地
確
保
に
つ
い
て
も
所
長
、
次
長
が
大

変
苦
労
を
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
用
地
確
保
の
条
件
は
台
風
時
の

風
が
強
く
な
い
こ
と
、
衛
生
面
で
の
問
題
が
な
い
こ
と
、
病
院

等
公
共
施
設
に
便
利
な
こ
と
で
あ
り
な
か
な
か
見
つ
か
ら
な
か

っ
た
が
、
地
域
の
方
々
の
協
力
の
下
、
用
地
確
保
、
整
備
工
事

が
進
め
ら
れ
復
帰
引
き
継
ぎ
の
次
の
年
度
の
初
夏
に
な
っ
て
入

居
し
た
覚
え
が
あ
る
。

　

入
居
す
る
時
、
当
直
者
を
除
く
職
員
全
員
で
建
設
業
者
の
車

両
で
家
財
道
具
を
運
び
、
終
了
時
に
は
缶
ビ
ー
ル
で
喉
の
渇
き

を
い
や
し
、
宿
舎
入
居
の
喜
び
で
ビ
ー
ル
の
味
も
格
別
で
あ
っ

た
。
当
然
、
運
転
者
は
ジ
ュ
ー
ス
で
あ
っ
た
。
灯
台
官
舎
で
は

転
居
す
る
時
、
家
財
道
具
の
整
理
、
運
搬
は
伝
統
的
に
職
員
全

員
で
す
る
習
慣
が
あ
り
懐
か
し
く
今
で
も
心
温
ま
る
思
い
出
と

し
て
残
る
。

　

引
き
継
ぎ
要
員
１０
名
、
次
か
ら
次
へ
と
課
題
を
乗
り
越
え
、

あ
っ
と
い
う
間
に
2
年
目
の
春
を
迎
え
異
動
の
時
期
と
な
り
、

ま
ず
3
名
が
異
動
、
新
た
に
3
名
の
職
員
が
着
任
し
た
。
私
も

宮
古
島
ロ
ラ
ン
局
勤
務
も
3
年
目
に
な
り
、
宮
古
島
平
良
市
の

町
中
に
も
慣
れ
て
き
て
趣
味
に
し
て
い
た
囲
碁
を
し
た
く
て
碁

会
所
に
通
う
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
た
。

て
古
希
を
迎
え
る
今
、「
そ
う
か
」と
う
な
ず
け
る
も
の
が
あ
る
。

青
い
目
を
見
て
も
緊
張
感
が
無
い
事
で
あ
る
。
町
中
で
外
国
人

と
会
い
、
目
が
合
う
と
自
然
に
「
ヤ
ー
」
と
挨
拶
が
出
る
。
続

い
て
「
ウ
エ
ヤ
ー
、
ア
ー
ユ
ー
、
フ
ロ
ム
」
と
続
く
。
若
い
時

の
異
文
化
体
験
は
人
生
を
豊
か
に
す
る
こ
と
を
今
に
な
っ
て
気

付
く
次
第
で
あ
る
。

　

ロ
ラ
ン
、
デ
ッ
カ
等
無
線
局
は
敷
地
が
広
く
草
刈
り
が
大
変

で
あ
り
宮
古
島
ロ
ラ
ン
局
の
場
合
も
御
多
分
に
も
れ
ず
敷
地
は

広
く
、
コ
ー
ス
ト
ガ
ー
ド
は
草
刈
り
人
夫
さ
ん
を
1
人
常
時
雇

用
し
て
い
た
。
こ
の
雇
用
さ
れ
て
い
た
方
は
農
業
を
生
業
と
し

て
い
て
、牛
や
ヤ
ギ
を
沢
山
飼
っ
て
お
り
一
挙
両
得
の
考
え
か
、

隊
長
の
許
可
の
下
、
ロ
ラ
ン
局
の
広
い
敷
地
に
牛
や
ヤ
ギ
を
放

牧
し
て
い
た
。
合
理
的
な
や
り
方
で
特
に
ヤ
ギ
は
き
れ
い
に
草

を
食
べ
て
人
力
で
草
を
刈
る
よ
り
効
果
が
あ
る
よ
う
に
見
え

た
。
こ
の
方
式
は
引
き
継
ぎ
後
の
私
た
ち
に
、
危
険
性
と
無
線

局
の
運
用
に
支
障
が
な
い
範
囲
で
所
長
が
取
り
入
れ
ら
れ
省
力

化
と
予
算
の
節
約
に
つ
な
が
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

所
長
、
次
長
が
苦
労
し
て
お
ら
れ
た
職
員
用
の
賃
貸
宿
舎
も

見
つ
か
り
、
家
族
持
ち
の
方
々
は
児
童
の
一
学
期
が
終
了
し
夏

休
み
の
間
に
宮
古
島
へ
転
居
す
る
状
況
と
な
っ
た
。
し
か
し
賃

貸
宿
舎
に
お
け
る
家
族
の
生
活
は
炊
事
、
入
浴
は
共
同
で
あ
り

家
族
の
方
々
の
苦
労
も
並
大
抵
で
は
な
か
っ
た
と
思
う
。
単
身
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継
が
れ
た
催
し
が
行
わ
れ
よ
く
見
に
行
っ
た
。
近
年
に
な
っ
て

国
連
教
育
科
学
文
化
機
関
（
ユ
ネ
ス
コ
）
に
登
録
さ
れ
た
秋
田

県
他
７
つ
の
県
の
１０
行
事
「
来
訪
神
、
仮
面
・
仮
装
の
神
々
」

の
１
つ
に
選
ば
れ
た
宮
古
島
の
パ
ー
ン
ト
ゥ
も
各
地
域
の
祭
り

行
事
で
見
か
け
る
こ
と
が
出
来
た
。
演
芸
会
で
は
沖
縄
の
リ
ズ

ム
が
流
れ
即
座
に
老
若
男
女
全
員
が
歌
い
な
が
ら
踊
り
だ
す
賑

や
か
な
祭
り
で
あ
り
、
沖
縄
の
方
々
の
明
る
い
気
性
に
ピ
ッ
タ

リ
す
る
瞬
間
で
あ
る
。
島
の
言
葉
は
か
な
り
難
し
く
歌
の
言
葉

の
意
味
は
、
ほ
と
ん
ど
理
解
で
き
な
か
っ
た
し
年
配
の
方
々
の

会
話
は
９９
％
通
じ
な
か
っ
た
こ
と
が
記
憶
に
残
る
。
言
葉
の
違

い
で
代
表
的
な
例
を
挙
げ
る
と
ロ
ラ
ン
局
の
立
地
す
る
東
平
安

名
埼
が
あ
る
。
普
通
に
は
「
ヒ
ガ
シ
ヘ
ン
ナ
サ
キ
」
だ
が
島
の

方
は「
ア
ガ
リ
ヘ
ン
ナ
サ
キ
」。
東
は
日
が
上
る
の
で「
ア
ガ
リ
」

と
読
む
わ
け
で
あ
る
。
宮
古
島
の
西
側
の
岬
「
西
平
安
名
埼
」

は
「
イ
リ
ヘ
ン
ナ
サ
キ
」
石
垣
島
の
西
の
「
西
表
島
」
は
皆
さ

ん
ご
存
知
の
通
り
「
イ
リ
オ
モ
テ
ジ
マ
」。

　

島
の
碁
会
所
通
い
と
同
時
に
サ
ン
ゴ
礁
の
海
で
の
ダ
イ
ビ
ン

グ
、
貝
の
採
集
も
続
い
た
。
ダ
イ
ビ
ン
グ
の
帰
り
に
海
岸
を
歩

き
墓
地
の
前
を
通
る
こ
と
も
多
か
っ
た
。
琉
球
文
化
の
1
つ
で

あ
る
、
一
族
、
家
族
の
先
祖
を
一
堂
に
供
養
さ
れ
る
亀
甲
墓
で

あ
る
。
春
先
に
な
る
と
こ
の
亀
甲
墓
の
前
に
家
族
一
堂
の
方
が

集
い
御
馳
走
を
前
に
酒
宴
が
見
ら
れ
た
。
ま
た
、
あ
る
時
、
亀

　

平
良
市
の
お
年
寄
り
か
ら
若
い
方
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
と
碁
石

を
運
び
な
が
ら
色
々
な
話
題
が
尽
き
な
い
。
熊
本
県
人
訛
り
の

抜
け
な
い
私
の
言
葉
を
聞
い
て
、「
ど
ち
ら
か
来
ら
れ
ま
し
た

か
～
～
」「
出
身
は
熊
本
県
で
す
～
～
」「
内
地
の
方
で
す
か
～

～
」
と
な
る
宮
古
島
の
方
は
自
分
た
ち
を
「
み
や
こ
ん
ち
ゅ
う
」

と
言
っ
て
、
沖
縄
本
島
の
方
を
「
う
ち
な
ん
ち
ゅ
う
」
と
言
っ

て
お
ら
れ
た
。
宮
古
島
、
石
垣
島
は
先
島
と
し
て
沖
縄
本
島
と

は
「
習
慣
、
文
化
が
違
う
ん
だ
よ
」
と
年
配
の
方
が
言
っ
て
お

ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
ま
た
、あ
り
え
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、

沖
縄
の
祖
国
復
帰
に
つ
い
て
も
『
私
達
「
み
や
こ
ん
ち
ゅ
う
は
」

島
が
豊
か
に
な
る
の
で
あ
れ
ば
台
湾
と
一
緒
に
な
っ
て
も
よ
か

っ
た
ん
で
す
よ
』
と
つ
ぶ
や
き
な
が
ら
碁
石
を
運
ん
で
お
ら
れ

る
老
人
も
お
ら
れ
た
。
沖
縄
を
琉
球
の
歴
史
文
化
か
ら
見
た
、

沖
縄
の
方
々
の
本
音
の
文
化
・
慣
習
・
歴
史
感
を
学
ば
せ
て
も

ら
う
碁
会
所
で
も
あ
っ
た
。
宿
舎
の
近
く
の
海
岸
の
沖
縄
的
神

社
（
内
地
の
神
社
の
作
り
と
は
多
少
異
な
る
）
の
庭
に
は
「
人

頭
税
石
」
と
言
っ
て
小
柄
な
人
の
背
の
高
さ
ぐ
ら
い
の
石
が
歴

史
的
遺
跡
と
し
て
残
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
琉
球
王
朝
時
代
に

子
供
が
成
長
し
て
、
こ
の
石
よ
り
背
が
高
く
な
っ
た
ら
年
貢
を

納
め
る
制
度
が
あ
り
、
先
島
で
あ
る
宮
古
島
、
石
垣
島
の
島
民

の
生
活
は
厳
し
か
っ
た
ら
し
い
。
し
か
し
島
の
方
々
は
極
め
て

明
る
か
っ
た
。
夏
に
な
る
と
各
地
域
で
演
芸
会
や
昔
か
ら
引
き
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甲
墓
の
入
り
口
が
開
け
ら
れ
数
人
の
方
が
出
入
り
し
作
業
中
で

あ
る
。
し
ば
し
立
ち
止
ま
り
見
入
っ
た
。
す
る
と
作
業
中
の
方

が
、
御
先
祖
の
遺
骨
を
洗
っ
て
い
る
の
で
見
な
い
で
ほ
し
い
と

の
事
。
亡
く
な
ら
れ
て
か
ら
数
年
を
経
て
遺
骨
を
綺
麗
に
洗
っ

て
再
度
ご
先
祖
と
一
緒
に
納
骨
す
る
と
の
こ
と
。

　

私
は
勤
務
3
年
目
の
夏
に
暑
さ
で
体
の
変
調
を
き
た
し
、
内

地
へ
の
転
勤
を
お
願
い
し
て
い
た
。
琉
球
文
化
を
沢
山
、
沢
山

学
ば
せ
て
頂
い
た
、
宮
古
島
ロ
ラ
ン
局
の
勤
務
を
終
え
た
。

　

そ
し
て
転
勤
を
重
ね
平
成
１８
年
に
退
職
し
翌
年
の
春
、
特
別

に
思
い
出
の
残
る
沖
縄
宮
古
島
を
訪
れ
た
。
到
着
し
、
す
ぐ
に

賃
貸
住
宅
と
灯
台
官
舎
を
訪
れ
た
。
賃
貸
住
宅
方
は
数
年
前
に

火
災
に
会
い
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
骨
組
み
だ
け
が
残
さ
れ

て
い
た
。
灯
台
官
舎
は
き
れ
い
に
撤
去
さ
れ
宿
舎
が
あ
っ
た
時

の
名
残
で
あ
ろ
う
芝
生
が
部
分
的
に
厚
く
成
長
し
て
い
た
。

　

観
光
巡
回
バ
ス
に
乗
っ
て
宮
古
島
の
東
の
岬
、東
平
安
名
埼
、

城
辺
町
保
良
の
元
ロ
ラ
ン
局
へ
足
を
延
ば
し
た
。
元
ロ
ラ
ン
局

の
傍
に
あ
っ
た
湧
水
の
豊
富
な
保
良
泉
は
大
き
な
レ
ス
ト
ラ
ン

に
な
り
、
そ
こ
で
昼
食
を
と
っ
た
。
私
は
昼
食
を
、
そ
こ
そ
こ

に
済
ま
せ
休
憩
時
間
を
活
用
し
５
０
０
メ
ー
ト
ル
程
離
れ
た
元

ロ
ラ
ン
局
の
あ
っ
た
海
岸
へ
。
元
ロ
ラ
ン
局
の
施
設
は
一
部
撤

去
さ
れ
、
隊
舎
で
あ
っ
た
無
線
機
器
室
は
現
在
廃
止
に
な
っ
て

い
る
デ
ィ
フ
ァ
レ
ン
シ
ャ
ル
Ｇ
Ｐ
Ｓ
局
に
変
身
し
ロ
ラ
ン
送
信

ア
ン
テ
ナ
は
デ
ィ
フ
ァ
レ
ン
シ
ャ
ル
Ｇ
Ｐ
Ｓ
電
波
を
発
信
し
て

い
た
。
往
時
、
コ
ー
ス
ト
ガ
ー
ド
の
隊
長
と
衛
生
担
当
の
隊
員

が
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
し
て
い

た
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
に
は
宮
古
島
周
辺
海
域
で
使
用
さ
れ
て
い
る

写真－8　灯浮標保管状況、コン
クリート基礎は元ロラン無線舎跡
後方：元ロランアンテナ、ディフ
ァレンシャル用中波アンテナ

写真－ 7　宿舎跡地（昭和47年
宿舎整備時に植えられた芝生は
元気に残っていた）

写真－10　参観灯台としての平
安名埼灯台　 5月に訪れた時に
は鯉幟が飾られていた

写真－ 9　ディファレンシャル
GPS局舎（平成18年当時）
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風
が
来
襲
し
非
常
配
備
態
勢
で
所
長
以
下
数
名
で
ロ
ラ
ン
局
の

当
直
に
つ
い
て
い
た
、
そ
の
風
は
す
ご
か
っ
た
。
宮
古
測
候
所

の
風
速
計
が
７０
メ
ー
ト
ル
を
示
し
振
り
切
れ
て
い
て
、
測
候
所

職
員
の
感
覚
で
は
８０
メ
ー
ト
ル
以
上
の
風
速
の
台
風
で
あ
っ
た

だ
ろ
う
と
の
こ
と
。
窓
の
外
は
真
っ
白
で
視
界
は
ゼ
ロ
に
近
い

中
、
近
く
の
地
面
が
少
し
見
え
て
い
て
そ
の
地
面
を
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
の
２
倍
ほ
ど
の
石
こ
ろ
が
風
で
転
が
っ
て
い
く
。
当
直
者

全
員
が
寡
黙
に
な
り
茫
然
と
し
て
い
た
。
翌
朝
、
東
平
安
名
埼

灯
台
を
含
め
被
害
調
査
に
入
り
、
当
然
で
あ
る
が
灯
台
ま
で
の

電
柱
は
全
て
倒
れ
て
い
る
。
し
か
し
電
柱
が
折
れ
た
り
電
線
が

切
れ
た
り
は
し
て
い
な
い
。
沖
縄
電
力
の
考
え
方
は
、
電
柱
を

立
て
る
時
に
地
中
の
添
え
木
は
し
な
い
と
の
事
。
つ
ま
り
、
風

で
電
柱
が
折
れ
た
り
、
電
線
が
切
れ
た
り
す
る
よ
り
も
、
頑
強

に
電
柱
を
建
て
て
倒
れ
て
く
れ
た
方
が
被
害
が
少
な
く
復
旧
が

早
い
。
同
時
に
費
用
も
節
約
で
き
る
と
の
考
え
方
が
あ
る
こ
と

を
耳
に
し
た
。
台
風
が
去
る
と
南
国
の
植
物
、
福
木
や
パ
パ
イ

ヤ
等
の
木
の
葉
っ
ぱ
は
丸
坊
主
に
近
か
っ
た
。
し
か
し
、
１０
日

か
ら
半
月
ほ
ど
で
見
事
に
力
強
く
芽
吹
き
電
力
線
路
の
傾
い
た

電
柱
も
間
を
お
か
ず
元
の
姿
に
戻
り
電
力
線
路
は
生
き
返
っ
て

い
た
よ
う
だ
。

　

数
年
後
に
は
祖
国
復
帰
50
年
を
迎
え
る
。
約
50
年
前
、
沖
縄

の
祖
国
復
帰
は
国
民
全
体
の
願
い
で
あ
り
、
特
に
沖
縄
の
方
々

灯
浮
標
が
陸
揚
げ
保
管
さ
れ
浮
標
置
き
場
に
な
り
様
相
は
一
変

し
て
い
た
。
そ
の
デ
ィ
フ
ァ
レ
ン
シ
ャ
ル
Ｇ
Ｐ
Ｓ
局
も
近
く
廃

止
に
な
る
と
い
う
。（
現
在
は
既
に
廃
止
に
な
っ
て
い
る
）

　

元
ロ
ラ
ン
局
か
ら
東
平
安
名
埼
灯
台
へ
移
動
し
た
。
復
帰
当

時
、
こ
の
東
平
安
名
埼
灯
台
は
石
垣
海
上
保
安
部
灯
台
課
が
灯

台
見
回
り
船
で
巡
回
し
管
理
す
る
体
制
で
あ
り
遠
距
離
で
あ
る

こ
と
か
ら
消
灯
事
故
時
や
台
風
通
過
後
の
点
検
等
、
緊
急
時
の

対
応
と
し
て
私
達
ロ
ラ
ン
航
路
標
識
事
務
所
に
復
旧
、
点
検
の

作
業
が
託
さ
れ
何
度
か
点
検
復
旧
に
向
か
っ
て
い
た
灯
台
で
あ

る
。
今
で
は
東
（
あ
が
り
）
平
安
名
埼
灯
台
も
「
あ
が
り
」
を

省
き
平
安
名
埼
灯
台
に
な
っ
て
い
る
。
東
平
安
名
埼
は
宮
古
島

の
観
光
の
拠
点
と
し
て
大
き
く
整
備
さ
れ
見
違
え
る
ほ
ど
美
し

い
岬
と
な
り
、大
勢
の
観
光
客
が
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

灯
台
は
御
存
じ
の
と
お
り
参
観
灯
台
と
し
て
一
般
に
開
放
さ

れ
、
燈
籠
の
踊
り
場
に
は
観
光
客
さ
え
見
え
て
い
た
。
復
帰
当

時
に
は
宮
古
島
周
辺
の
池
間
島
、
伊
良
部
島
、
来
間
島
へ
は
唯

一
の
交
通
手
段
が
船
で
し
た
が
、
綺
麗
で
大
き
な
橋
が
そ
の
全

島
に
架
か
り
、
平
良
市
内
の
街
並
み
も
素
晴
ら
し
く
発
展
し
て

い
た
。

　

発
展
し
た
風
景
を
見
な
が
ら
沖
縄
復
帰
当
時
の
こ
と
を
思
い

起
こ
し
た
。
沖
縄
が
祖
国
復
帰
し
て
２
年
目
の
初
夏
だ
っ
た
と

思
う
。
第
二
宮
古
島
台
風
と
命
名
さ
る
ほ
ど
の
大
型
で
強
い
台
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は
日
本
国
憲
法
の
軍
隊
を
持
た
な
い
、
戦
争
を
し
な
い
祖
国
に

復
帰
で
き
る
こ
と
に
夢
を
持
っ
て
お
ら
れ
た
こ
と
を
聞
き
及
ん

だ
覚
え
も
あ
る
。
東
ア
ジ
ア
の
国
際
情
勢
で
難
し
い
問
題
が
あ

る
中
、
我
が
国
の
訪
日
客
誘
致
の
政
策
の
下
、
訪
日
外
国
人
の

増
加
の
流
れ
の
中
で
沖
縄
に
も
沢
山
の
訪
日
外
国
人
が
訪
れ
て

い
る
と
の
事
。世
界
中
か
ら
沖
縄
に
沢
山
の
観
光
客
が
訪
れ
て
、

経
済
的
に
も
発
展
し
て
い
る
こ
と
を
経
済
紙
等
が
報
じ
て
い

る
。
歴
史
的
に
薩
摩
藩
、
島
津
と
清
国
、
愛
親
覚
羅
と
巧
み
な

交
流
を
重
ね
る
中
で
琉
球
文
化
を
育
ん
だ
沖
縄
は
歴
史
の
流
れ

で
あ
る
明
治
維
新
の
廃
藩
置
県
の
政
策
の
下
、
沖
縄
県
と
な
り

古
代
か
ら
海
洋
文
化
の
中
で
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
北
東
ア
ジ
ア
に

か
け
て
の
交
易
、
流
通
の
要
衝
と
し
て
経
済
文
化
を
育
み
発
展

を
重
ね
て
き
た
こ
と
が
琉
球
王
朝
の
歴
史
文
献
に
紹
介
さ
れ
て

い
る
。
世
界
が
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
中
、
琉
球
沖
縄
が
平
和
で

力
強
く
発
展
し
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
や
ま
な
い
。

�
（
完
）

～大野灯台及び加佐岬灯台
バーチャル一般公開開始～

　金沢海上保安部では、10月17日（土）に金沢海上保安部が所管している 
「大野灯台」及び「加佐岬灯台」のバーチャル一般公開として「灯台ONE
タップビュー」に登録しました。ぜひアクセスしてみてください。
　「灯台ONEタップビュー」とは、海上保安庁HPにおいて、普段見ること
の出来ない灯台の内部、灯台の踊り場（頂上）からの風景などを公開し、
パソコンやスマートフォン等でパノラマ画像を見ることができるものです。
なお、第九管区海上保安本部管内では初の登録です。
URL：https://www.kaiho.mlit.go.jp/soshiki/koutsuu/onetapview/index.html

大野灯台 加佐岬灯台
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今
、
私
は
89
才
に
な
り
、
89
才
の
人
生
を
生
き
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
い
つ
も
思
い
出
す
言
葉
は
、
灯
台
守
人
生
よ
、
有
難

う
、
と
い
う
言
葉
な
の
で
す
。

　
私
は
今
、
老
人
介
護
施
設
に
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
施
設
は
私
達
、
灯
台
守
人
生
を
生
き
た
者
に
と
っ
て
は
、
縁

の
深
い
施
設
な
の
で
す
。
こ
の
老
人
介
護
施
設
の
横
を
通
り
、

海
上
保
安
学
校
へ
行
く
の
で
す
。
私
の
灯
台
守
人
生
も
、
こ
の

海
上
保
安
学
校
灯
台
科
二
期
生
を
出
発
点
と
し
て
発
進
し
て
い

る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
灯
台
勤
務
、
灯
台
生
活
は
ど
ん
な
色
彩
を
持
っ

た
世
界
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
昔
は
灯
台
と
い
う
所
は
島
や

岬
と
か
、
ま
た
山
の
上
に
建
設
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の

で
、
灯
台
勤
務
や
灯
台
生
活
に
は
大
変
不
便
な
点
が
あ
っ
た
の

で
す
。

　
生
活
面
で
は
、
第
一
番
に
水
道
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
村

や
町
に
あ
る
水
道
と
い
う
施
設
は
な
く
、
天
水
と
い
う
か
、
雨

水
を
濾
過
し
て
使
用
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
そ
れ
は
水
に
苦

労
し
た
灯
台
勤
務
だ
っ
た
の
で
す
。

　
ま
た
、
島
や
山
の
上
の
勤
務
で
は
、
若
し
も
病
気
に
な
っ
た

ら
ど
う
し
よ
う
、
医
者
も
い
な
い
し
、
と
心
配
し
た
も
の
で
し

た
。
そ
し
て
、
健
康
に
つ
い
て
は
細
心
の
注
意
を
し
よ
う
と
心

が
け
た
の
で
し
た
。
山
の
上
や
島
に
は
食
料
と
言
っ
た
も
の
は

な
く
、
妻
が
夫
の
灯
台
勤
務
の
た
め
に
作
っ
て
く
れ
た
食
料

を
、
私
は
一
人
淋
し
く
、
妻
に
感
謝
し
な
が
ら
食
べ
た
も
の
で

し
た
。
あ
の
、
灯
台
映
画
「
喜
び
も
悲
し
み
も
幾
歳
月
」
も
こ

の
よ
う
な
灯
台
守
人
生
の
世
界
か
ら
生
ま
れ
た
の
で
す
。

　
こ
こ
ま
で
不
便
な
灯
台
生
活
、
灯
台
勤
務
の
様
子
を
書
い
て

参
り
ま
し
た
が
、
灯
台
守
人
生
に
も
素
晴
ら
し
い
世
界
が
あ
る

の
で
す
。
灯
台
世
界
が
演
じ
る
心
の
風
景
な
の
で
す
。
晴
れ
た

日
に
、
山
の
上
の
灯
台
か
ら
静
か
な
海
を
眺
め
て
い
る
と
、
あ

あ
何
と
静
か
な
海
の
景
色
だ
ろ
う
、
身
も
心
も
、
う
っ
と
り
し

て
く
る
の
で
す
。
静
か
な
海
の
風
景
は
心
の
風
景
な
の
で
す
。

静
か
な
海
の
風
景
は
眺
め
る
人
の
心
を
育
て
て
く
れ
る
の
で

す
。
ま
た
、
満
月
の
夜
、
満
月
と
星
が
演
じ
る
風
景
は
眺
め
る

人
の
心
を
洗
い
、悟
り
の
世
界
へ
導
い
て
く
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

悟
り
の
世
界
へ
導
い
て
く
れ
る
満
月
、
私
の
愛
す
る
心
の
世
界

で
あ
る
。
眺
め
て
い
る
と
、
何
か
を
語
っ
て
く
れ
る
心
の
世
界

で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
灯
台
守
人
生
30
年
の
間
で
、
ど
ん
な
世
界
が
一

灯
台
守
人
生
よ
、
有
難
う

�

普
通
会
員
　
堀
　
田
　
克
　
治
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番
に
印
象
深
く
心
に
残
っ
て
い
る
か
と
問
わ
れ
た
ら
、
私
は
た

め
ら
う
こ
と
な
く
、
灯
台
勤
務
30
年
を
務
め
上
げ
た
時
、
天
皇

陛
下
か
ら
皇
居
に
招
か
れ
、
灯
台
勤
務
御
苦
労
様
で
あ
っ
た
と

ね
ぎ
ら
い
の
お
言
葉
を
拝
し
た
世
界
で
す
。
と
申
し
上
げ
た
い

の
で
す
。
臣
下
で
皇
居
で
天
皇
陛
下
か
ら
お
言
葉
を
拝
す
る
な

ん
て
、
最
高
の
思
い
出
な
の
で
す
。
灯
台
守
人
生
の
最
高
の
世

界
な
の
で
す
。
そ
の
皇
居
の
席
で
、
私
は
も
う
一
つ
の
光
栄
あ

る
世
界
を
賜
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
す
。
そ
れ
は
、
天
皇
皇
后

両
陛
下
に
、
御
無
礼
と
は
思
い
ま
し
た
が
、
私
の
つ
た
な
い
歌

を
献
上
す
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
し
た
。
そ
の
歌
は

　
　

大
君
の　

恩
愛
深
く　

感
涙
す

　
　
　
　

永
遠
に
忘
れ
じ　

今
日
の
日
を

　
皇
居
で
天
皇
皇
后
両
陛
下
に
歌
を
献
上
す
る
こ
と
が
出
来
た

こ
の
世
界
、
ま
る
で
夢
の
世
界
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
感
激
の
涙

に
く
れ
る
我
が
心
と
言
っ
た
世
界
で
し
た
。
灯
台
守
人
生
、
最

高
の
世
界
で
し
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
私
の
妻
も
小
学
生
時
代
の
同
級
生
で
今
は
私
と

同
じ
よ
う
に
、私
と
は
別
の
老
人
介
護
施
設
に
お
世
話
に
な
り
、

灯
台
守
夫
婦
の
90
年
の
世
界
を
生
き
て
い
ま
す
。
灯
台
守
夫
婦

90
年
の
世
界
、
こ
れ
も
灯
台
世
界
や
燈
光
会
の
皆
様
方
が
、
育

て
上
げ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
人
生
の
世
界
な
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

夫
婦
揃
っ
て
灯
台
守
人
生
の
世
界
を
生
き
て
い
る
な
ん
て
幸
せ

な
灯
台
守
人
生
な
の
で
す
。

　
私
と
一
緒
に
な
っ
て
皇
居
に
参
内
し
た
友
な
ど
も
、
灯
台
守

30
年
の
勤
務
は
、
こ
の
世
の
人
生
の
最
高
の
世
界
で
あ
っ
た
と

感
謝
し
て
い
る
で
し
ょ
う
。
今
、
私
も
、
私
を
90
年
人
生
の
世

界
ま
で
育
て
上
げ
て
く
れ
た
灯
台
守
人
生
を
こ
よ
な
く
あ
い
し

て
い
る
の
で
す
。

　
そ
し
て
、
大
変
遅
く
な
り
ま
し
た
が
、
燈
光
会
の
皆
様
、
灯

台
守
人
生
の
私
た
ち
を
90
年
人
生
の
旅
路
ま
で
導
い
て
頂
き
ま

し
た
。
若
し
も
、
燈
光
会
の
皆
様
方
の
御
世
話
に
な
ら
な
か
っ

た
な
ら
ば
、
人
生
90
年
の
晴
の
旅
路
ま
で
た
ど
り
着
か
な
か
っ

た
で
御
座
い
ま
し
ょ
う
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
ま
し
た
。
今

後
と
も
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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海
の
管
制
官
募
集
！ 

～
コ
ロ
ナ
禍
に
負
け
る
な
～

　

海
上
保
安
学
校
の
令
和
３
年
度
入
学
試
験

の
申
込
受
付
は
、
７
月
２１
日（
火
）～
３０
日

（
木
）で
す
。
し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
防
止
対
策
の
影
響

で
、
今
年
度
は
十
分
な
募
集
活
動
が
困
難
な

状
況
で
す
。
特
に
、
管
制
課
程
は
定
員
２０
名

に
対
し
て
、
２
期
生
が
９
名
、
３
期
生
が
１４

名
と
定
員
を
大
き
く
割
っ
て
お
り
、
今
後
の

海
上
交
通
セ
ン
タ
ー
の
運
用
管
制
業
務
継
続

に
重
大
な
懸
念
が
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
度
は
、
学
校
訪
問
や
体
験
型
職
場
見

学
会
を
開
催
し
て
、
海
上
交
通
セ
ン
タ
ー
や

海
の
管
制
官
の
知
名
度
向
上
に
努

め
ま
し
た
。
結
果
、
第
七
管
区
受

験
者
の
う
ち
見
学
会
に
参
加
し
た

５
名
が
管
制
課
程
に
合
格
、
う
ち

４
名
が
入
学
、
１
名
は
海
上
保
安

大
学
校
へ
入
学
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染 北九州市「市政だより北九州」 ７月 １日号

下関市「市報しものせき」 ７月号

ハローワーク小倉門司出張所 関門海峡海上交通センターインターネット・ホームページ

航路哨戒船のライトメールを�
�使用した周知、巡視艇「ともなみ」
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症
の
感
染
リ
ス
ク
を
考
慮
し
た
募
集
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

➢

�

担
当
の
高
等
学
校
９
校
へ
受
験
案
内
資
料

を
郵
送
し
ま
し
た
。

➢

�

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
小
倉
門
司
出
張
所
で
ポ
ス

タ
ー
の
掲
示
と
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
を

行
っ
て
い
ま
す
。

➢

�

北
九
州
市
門
司
区
官
公
署
等
連
絡
会
議
の

御
縁
か
ら
官
公
署
長
等
の
御
厚
意
で
門
司

区
役
所
、
門
司
駅
と
北
九
州
商
工
会
議
所

（
門
司
）に
学
生
募
集
の
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示

し
て
い
ま
す
。

➢

�

昨
年
度
の
見
学
会
に
参
加
し
た
高
校
生
１０

名
の
内
５
名
が
保
護
者
同
伴
で
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
進
路
決
定
に
保
護
者
の
影
響
が

大
き
い
と
感
じ
ま
し
た
。こ
の
こ
と
か
ら
、

北
九
州
市
と
下
関
市
の
市
報
を
利
用
し
て

広
く
両
市
民
に
周
知
し
海
の
管
制
官
の
知

名
度
を
向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、
保
護
者

の
心
も
掴
む
こ
と
に
し
ま
し
た
。

➢

�

関
門
海
峡
に
面
し
た
門
司
港
レ
ト
ロ
地
区

や
下
関
市
の
唐
戸
地
区
は
、
海
岸
付
近
で

の
市
民
や
観
光
客
の
活
動
が
活
発
な
こ
と

大
型
台
風
に
備
え
て
～
安
全
と
Ｂ
Ｃ
Ｐ
～

　

こ
れ
ま
で
に
無
い
大
型
で
非
常
に
強
い
台

風
１０
号
が
、
９
月
６
日
の
夜
か
ら
７
日
に
、

管
内
を
通
過
し
ま
し
た
。台
風
の
接
近
前
に
、

職
員
と
家
族
の
安
全
、庁
舎
等
の
被
害
軽
減
、

業
務
継
続
の
観
点
か
ら
次
の
体
制
を
執
り
ま

し
た
。

か
ら
、
航
路
哨
戒
船
の
ラ
イ
ト
メ
ー
ル
を

使
用
し
て
、
市
民
や
観
光
客
に
む
け
て
周

知
し
て
い
ま
す
。

➢

�

関
門
海
上
交
通
セ
ン
タ
ー
の
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
利
用
し
て
広
く

周
知
し
て
い
ま
す
。

　

関
門
海
峡
海
上
交
通
セ
ン
タ
ー
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
防
止
に
配
慮
し
つ
つ
、
年
間
を

通
し
て
計
画
的
・
定
期
的
に
広
く
募
集
活
動

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
に
寄
り
添
い
海

上
交
通
セ
ン
タ
ー
や
海
上
保
安
庁
の
理
解
促

進
に
努
め
ま
す
。

�

（
関
門
海
峡
海
上
交
通
セ
ン
タ
ー
）

〇
職
員
と
家
族
の
安
全

　

➢

常
時
連
絡
体
制
を
確
保
す
る
。

　

➢

�

職
員
と
家
族
の
安
全
を
最
優
先
と
す
る
。

　

➢

�

出
勤
は
、
危
険
が
想
定
さ
れ
る
場
合
は

行
わ
な
い
。

　
　

�

出
勤
途
中
で
危
険
を
感
じ
た
ら
直
ち
に

安
全
な
場
所
に
避
難
す
る
。

〇
庁
舎
等
の
被
害
軽
減

　

➢
�

暴
風
で
飛
散
の
恐
れ
が
あ
る
物
は
事
前

に
屋
内
に
移
動
さ
せ
る
。

　

➢

�

ガ
ラ
ス
窓
の
破
損
で
風
雨
が
屋
内
に
侵

入
し
た
際
に
被
害
が
発
生
す
る
恐
れ
の

あ
る
器
物
類
は
可
能
な
限
り
事
前
に
安

全
な
位
置
に
移
動
さ
せ
る
。

　

➢

�

被
災
時
に
備
え
て
、
防
水
シ
ー
ト
や
ロ

ー
プ
類
を
準
備
し
て
お
く
。

〇
Ｂ
Ｃ
Ｐ

　

➢

�

Ａ
Ｉ
Ｓ
に
よ
る
監
視
と
国
際
Ｖ
Ｈ
Ｆ
に

よ
る
連
絡
体
制
の
確
保
を
優
先
す
る
。

　

長
距
離
通
勤
の
職
員
は
、
前
日
か
ら
庁
舎

や
近
傍
に
宿
泊
し
て
く
れ
ま
し
た
。
屋
外
の

自
転
車
等
の
飛
散
の
恐
れ
が
あ
る
物
は
全
て
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で
、
庁
舎
等
に
も

被
害
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

一
点
だ
け
、
隣

接
す
る
ス
ク
ラ
ッ

プ
工
場
の
屋
根
と

壁
が
壊
れ
て
大
小

多
数
の
ス
レ
ー
ト

破
片
が
敷
地
内
に

散
乱
、
職
員
の
車

３
台
が
被
災
し
ま

し
た
。
修
理
に
つ
い
て
は
調
整
中
で
す
。

�

（
関
門
海
峡
海
上
交
通
セ
ン
タ
ー
）

屋
内
に
移
動
さ
せ
ま
し
た
。
海
上
交
通
セ
ン

タ
ー
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
回
線
が
使
用
不
能
と

な
っ
た
場
合
を
想
定
し
て
国
際
Ｖ
Ｈ
Ｆ
の
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
を
準
備
、
万
全
の
態
勢
で
備
え

ま
し
た
。
幸
い
に
も
、
台
風
の
勢
力
は
予
想

よ
り
早
く
弱
ま
り
ま
し
た
。
又
、
事
前
の
報

道
等
に
よ
る
警
戒
情
報
で
、
多
く
の
船
舶
が

台
風
を
避
け
て
瀬
戸
内
海
な
ど
遠
く
東
の
海

域
に
避
難
し
ま
し
た
。
管
内
の
避
泊
船
は
、

Ａ
Ｉ
Ｓ
搭
載
船
で
約
７０
隻
と
、
こ
れ
ま
で
の

台
風
時
の
１
／
３
以
下
で
し
た
。
船
舶
交
通

の
安
全
は
確
保
さ
れ
、
職
員
と
家
族
も
無
事

管
制
課
程
学
生
が
、
初
め
て 

関
門
海
峡
で
実
習
を
行
い
ま
し
た 

～
海
の
管
制
官
を
目
指
し
て
～

　

１０
月
７
日
、
８
日
、
海
上
保
安
学
校
管
制

課
程
の
２
年
生
９
名
が
、
初
め
て
関
門
海
峡

海
上
交
通
セ
ン
タ
ー
で
運
用
管
制
業
務
の
実

習
を
行
い
ま
し
た
。

　

潮
の
流
れ
が
速
く
多
く
の
船
が
行
き
交
う

関
門
海
峡
で
は
、
海
上
交
通
セ
ン
タ
ー
が
設

置
さ
れ
、
運
用
管
制
官
な
ど
が
２４
時
間
レ
ー

ダ
ー
な
ど
で
船
の
動
静
を
監
視
し
て
、
個
別

の
船
に
安
全
航
行
に
必
要
な
他
船
の
動
向
な

ど
の
情
報
を
提
供
す
る
な
ど
し
て
、
事
故
を

防
い
で
い
ま
す
。

　

海
上
保
安
学
校
管
制
課
程
は
、
高
い
技
能

を
持
っ
た
運
用
管
制
官
を
専
門
に
育
成
す
る

た
め
に
平
成
３０
年
４
月
に
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
実
習
し
た
の
は
、
平
成
３１
年
４
月
に
入

校
し
た
、
第
２
期
生
で
、
来
年
の
３
月
に
は
、

全
国
の
７
箇
所
の
海
上
交
通
セ
ン
タ
ー
の
何

処
か
へ
赴
任
す
る
予
定
で
す
。

　

今
回
は
、
特
に
、
運
用
管
制
官
の
技
能
や

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
向
上
の
た
め
の
Ｖ
─
Ｔ
Ｒ

Ｍ
訓
練（Vessel traffic service team

 rescues 
m
anagem

ent training

）に
も
挑
戦
し
ま
し
た
。

学
生
が
運
用
管
制
官
役
（
プ
レ
ー
ヤ
ー
）、

現
役
の
運
用
管
制
官
が
船
役
（
コ
ン
ト
ロ
ー

ラ
ー
） 

で
訓
練
卓
で
無
線
交
信
を
し
て
「
情

報
」
や
「
勧
告
」
を
行
い
、
終
了
後
は
、
デ

ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
も
行
い
ま
し
た
。

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
西
日
本
新
聞
の
取
材
も
行
わ

車の被災

散乱したスレート破片
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れ
、
実
習
生
ら
は
、
緊
張
し
た
面
持
ち
で
懸

命
に
実
習
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

�

（
関
門
海
峡
海
上
交
通
セ
ン
タ
ー
）

大
学
講
座
に
お
い
て
「
そ
う
だ
っ
た
の
か
！

日
本
の
洋
式
灯
台
～
白
尾
灯
台
の
歴
史
～
」

と
い
う
演
題
に
て
、
灯
台
の
歴
史
に
つ
い
て

講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
初
代
白
尾
灯
台
の
写
真
が
旧
七

塚
町
誌
か
ら
発
見
さ
れ
、交
通
担
当
次
長
が
、

Ｃ
Ａ
Ｄ
図
面
及
び
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
に
て

再
現
の
う
え
、
８
月
５
日
に
「
う
み
っ
こ
ら

ん
ど
七
塚
」（
か
ほ
く
市
教
育
員
会
運
営
）

に
贈
呈
し
、
白
尾
灯
台
の
歴
史
を
掘
り
起
こ

し
、
テ
レ
ビ
２
社
、
新
聞
２
社
に
大
き
く
取

り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
か
ほ
く
市
教
育

か
ほ
く
市
民
大
学
講
座
に
て 

灯
台
の
歴
史
に
つ
い
て
講
演

　

金
沢
海
上
保
安
部
は
、
１０
月
２
日（
金
）１

９
３
０
～
２
１
０
０
、
か
ほ
く
市
教
育
委
員

会
生
涯
学
習
課
が
主
催
す
る
、
か
ほ
く
市
民

員
会
教
育
長
か
ら
、
同
講
座
で
の
講
演
依
頼

が
あ
っ
た
も
の
で
す
。

　

受
講
者
３０
名
（
予
約
制
定
員
）
は
、
白
尾

灯
台
の
歴
史
や
灯
台
１
５
２
年
の
歴
史
を
興

味
深
く
聴
講
さ
れ
、
講
演
終
了
後
に
は
、
多

く
の
質
問
も
あ
り
、特
に
幕
末
か
ら
の
話
は
、

大
変
面
白
く
勉
強
に
な
っ
た
と
の
嬉
し
い
感

想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

当
部
は
、
普
段
か
ら
地
域
の
方
と
の
交
流

を
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、当
日
は
、

そ
の
関
係
者
の
方
か
ら
お
祝
い
の
花
が
届
け

ら
れ
る
サ
プ
ラ
イ
ズ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
市
民
大
学
講
座
は
、
今
年
は
全
５
回

の
歴
史
学
び
コ
ー
ス
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
第
１
回
目
を
当
部
が
担
当
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
も
の
で
す
。

　

夕
食
後
の
眠
い
時
間
帯
に
も
関
わ
ら
ず
、

メ
モ
書
き
を
一
生
懸
命
取
ら
れ
る
な
ど
熱
心

に
聞
き
入
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

�

（
金
沢
海
上
保
安
部
交
通
課
）

実機操作説明を受けている様子

かほく市民大学講座にて講演する
交通担当次長
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本年は全灯台参観中止期間がございましたが、各灯台の再開後から訪れて頂き
ありがとうございました。達成者の皆様、おめでとうございます！

大塚　唯香　様（33歳）千葉県千葉市在住
☆ スタンプラリー開始年月日　平成30年10月28日　犬吠埼灯台
☆ スタンプラリー達成年月日　令和 2年 6月28日　都井岬灯台

☆ スタンプラリーを始めたきっかけ
犬吠埼灯台でスタンプラリーの本（スタンプ帳）を
見つけた為

☆ 16か所達成した感想
尻屋埼 2回も行ったけど閉ってた。きつかった…。

清水　滋　様（72歳）神奈川県川崎市在住
☆ スタンプラリー開始年月日
　 平成30年11月18日　角島灯台
☆ スタンプラリー達成年月日
　 令和 2年 6月28日　入道埼灯台

☆ スタンプラリーを始めたきっかけ
旅行中、タマタマ寄った。

☆ 16か所達成した感想
沖縄が大変でしたが楽しかったです。

のぼれる灯台（16基）
スタンプラリー達成者

第 4弾

同着
第19号

同着
第19号

入道埼灯台にて
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濱田　修輔　様（47歳）神奈川県横浜市在住
☆ スタンプラリー開始年月日　令和 ２年 2月 １日　野島埼灯台
☆ スタンプラリー達成年月日　令和 ２年 7月26日　尻屋埼灯台

☆ スタンプラリーを始めたきっかけ
スタンプブック（スタンプ帳）の存在を知ったこと。

☆ 16か所達成した感想
灯台毎の特徴の違いが分かり興味深かった。

佐藤　佳征　様（49歳）神奈川県横浜市在住
☆ スタンプラリー開始年月日　令和 ２年 1月19日　潮岬灯台
☆ スタンプラリー達成年月日　令和 2年 7月26日　尻屋埼灯台

☆ スタンプラリーを始めたきっかけ
スタンプを集めたかった。

☆ 16か所達成した感想
もっとのぼれる灯台がふえてほしい。

第22号

名もなき旅人　様（39歳）
☆ スタンプラリー開始年月日　平成30年12月31日　都井岬灯台
☆ スタンプラリー達成年月日　令和 ２年 8月15日　尻屋埼灯台

☆ スタンプラリーを始めたきっかけ
都井岬灯台で見かけて。

☆ 16か所達成した感想
灯台50選とちがい民間人でも到達可能なのが良い。

第21号

第23号
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展示の経緯
　会社を定年退職後、2006年からバイクで全国の灯台巡りを始めました。
73歳になりバイクを重く感じるようになり木工で燈台を作ることに挑戦し
ました。地元の第四管区海上保安本部交通部様に制作した「菅島灯台」を
寄贈したところ、海上保安庁創設70周年、灯台150周年の企画で博物館明
治村で灯台模型を展示して頂き、有難いことに交通部様のお薦めで同施設
に収蔵して頂くことが決まりました。時を経て今回の「品川燈台創建150
周年記念　灯台模型展」に、保存灯台Ａ～Ｃランク全48基の木工灯台模型
を第一～第十管区別に一堂に展示されています。資料のご協力を頂きまし
た第一～第十管区海上保安本部交通部企画課様のおかげで制作できまし
た、ありがとうございました。

開催期間：2020年10月 3 日～11月23日
場　　所：�博物館明治村　 

三重県庁舎 1Ｆ特別展示室
住　　所：愛知県犬山市内山一番地
電　　話：0568-67-0314

久保　邦雄
〒476-0003　愛知県東海市荒尾町奥曽山 1－61
mail：kubok@ma.medias.ne.jp
灯台のマイホームページ：http://kuboktodai.web.fc2.com/

燈台模型展 ～博物館明治村にて～
� 一般会員　久　保　邦　雄
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江
埼
灯
台
は
、
英
国
人
技
師
ブ
ラ
ン
ト
ン
に
よ
っ
て
設
計
・

建
設
さ
れ
、
明
治
４
年
（
１
８
７
１
年
）
我
が
国
で
８
番
目
に

建
設
さ
れ
た
石
造
り
の
洋
式
灯
台
で
、
建
設
当
時
の
姿
を
そ
の

ま
ま
残
す
現
役
灯
台
と
し
て
は
２
番
目
に
古
く
、
歴
史
的
・
文

化
的
に
も
価
値
あ
る
建
造
物
で
す
。
そ
の
江
埼
灯
台
は
来
年
初

点
灯
か
ら
１
５
０
年
の
節
目
を
迎
え
ま
す
。
神
戸
海
上
保
安
部

で
は
江
埼
灯
台
１
５
０
周
年
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
ま
た
、

江
埼
灯
台
の
長
い
歴
史
を
少
し
で
も
残
し
た
い
と
の
考
え
か
ら

江
埼
灯
台
が
写
っ
て
い
る
写
真
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

　

貴
重
な
古
い
江
埼
灯
台
の
写
真
を
提
供
し
て
頂
け
る
方
か
ら

の
連
絡
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

記

１
　
写
さ
れ
た
写
真
の
条
件

　

明
治
か
ら
昭
和
時
代
に
撮
影
さ
れ
た
写
真（
大
き
さ
、白
黒
・

カ
ラ
ー
を
問
わ
ず
）

２
　
提
供
条
件

・�

提
供
さ
れ
た
写
真
を
写
真
パ
ネ
ル
と
し
て
江
埼
灯
台
の
一
般

公
開
ほ
か
海
上
保
安
庁
が
開
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
等
に
お
い
て

使
用
・
展
示
す
る
こ
と
を
了
解
い
た
だ
け
る
写
真

・�

提
供
さ
れ
た
写
真
を
展
示
に
際
し
て
は
、
提
供
者
名
（
会
社

名
）
を
明
記
し
ま
す
。

・�

提
供
さ
れ
た
写
真
へ
の
謝
礼
は
あ
り
ま
せ
ん
。（
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
で
お
願
い
し
ま
す
。）

３
　
募
集
期
間

　

令
和
２
年
１０
月
２６
日
（
月
）
か
ら
当
分
の
間
（
令
和
３
年
４

月
頃
ま
で
）

４
　
連
絡
方
法
等

　

神
戸
海
上
保
安
部
交
通
課

　

電
話
０
７
８—

３
２
７—

８
８
３
５

　
（
平
日
９
時
～
１７
時
）

　

へ
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

写
真
の
提
供
方
法
・
提
供
条
件
等

を
相
談
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

古
い
江
埼
灯
台
の

写
真
を

�

探
し
て
い
ま
す
！

�

神
戸
海
上
保
安
部
交
通
課

現在の江埼灯台



燈 光 会

1
2021

（令和３年）

入道埼灯台は、黒白の模様は「のぼれる灯台」16の中でただ一つの灯台です。 入道埼灯台（秋田県男鹿市）

入道埼灯台の
詳細はこちら↓

設置点灯：明治31（1898）年11月8日
高　　さ：28m（海面から灯火まで57ｍ）
光達距離：20.0海里（約37km）
レ ン ズ：第三等大型二面フレネル式せん光レンズ

灯台の要目

仏滅

大安

仏滅

仏滅

大安

友引

仏滅

元日

大安

仏滅友引

友引

友引大安

友引

成人の日

日

3

月 火 水 木 金 土

11 2

10
4 6 7 8 95

17
11 13 14 15 1612
18 20 21 22 2319

27 28 29 302625

27 31302928

大安 3124

燈 光 会

5
2021

（令和３年）

尻屋埼灯台（青森県東通村）尻屋埼灯台は、レンガ造りでは日本一高い灯台です。

尻屋埼灯台の
詳細はこちら↓

設置点灯：明治9（1876）年10月20日
高　　さ：33m（海面から灯火まで47ｍ）
光達距離：18.5海里（約34km）
レ ン ズ：第二等二面フレネル式せん光レンズ

灯台の要目

友引

大安

仏滅

友引

仏滅

友引

大安友引

大安仏滅友引

大安仏滅

大安

こどもの日みどりの日憲法記念日

日

2

月 火 水 木 金 土

1

9
3 5 6 7 84

16
10 12 13 14 1511
17 19 20 21 2218

26 27 28 2925

25 29 30282726

仏滅 大安
3023

仏滅 3124

燈 光 会

9
2021

（令和３年）

平安名埼灯台（沖縄県宮古島市）平安名埼灯台は、東シナ海と太平洋の波がぶつかる大パノラマの灯台です。

設置点灯：昭和42（1967）年3月27日
高　　さ：25m（海面から灯火まで43m）
光達距離：18.0海里（約33km）
灯　　器：LU-M型

灯台の要目 平安名埼灯台の
詳細はこちら↓

日 月 火 水 木 金 土

友引

大安

仏滅

友引

大安

友引

仏滅友引

大安仏滅友引

大安仏滅

大安

秋分の日敬老の日

仏滅

5
11 22 33 4

12
6 8 9 10 117

19
26

13 15 16 17 1814
20 22 23 24 2521

29 302827 2

29

1

3130

燈 光 会

2
2021

（令和３年）

犬吠埼灯台（千葉県銚子市）犬吠埼灯台は、大海原広がる世界100選の灯台です。

設置点灯：明治7（1874）年11月5日
高　　さ：31m（海面から灯火まで52m）
光達距離：19.5海里（約36km）
レ ン ズ：第一等四面フレネル式せん光レンズ

灯台の要目 犬吠埼灯台の
詳細はこちら↓

仏滅

大安

仏滅

大安

友引

友引

仏滅友引

大安仏滅友引

大安仏滅

友引大安

建国記念の日

天皇誕生日

日

7

月 火 水 木 金 土

1 33 44 55 62

14
8 10 11 12 139

21
15 17 18 19 2016

28
22 24 25 26 2723

6

31

4 5321

燈 光 会

6
2021

（令和３年）

塩屋埼灯台（福島県いわき市）塩屋埼灯台は、歌と映画の舞台となった灯台です。

塩屋埼灯台の
詳細はこちら↓

設置点灯：明治32（1899）年12月15日
高　　さ：27m（海面から灯火まで73ｍ）
光達距離：22.0海里（約41km）
レ ン ズ：第三等大型二面フレネル式せん光レンズ

灯台の要目

日 月 火 水 木 金 土

友引

大安

仏滅

友引

友引

友引

大安友引

大安仏滅

大安仏滅

大安

6
22 33 44 51

13
7 9 10 11 128

20
仏滅27

14 16 17 18 1915
21 23 24 25 2622

302928 3

30

1 2

31

燈 光 会

10
観音埼灯台（神奈川県横須賀市）観音埼灯台は、日本の西洋式灯台の歴史が始まった灯台です。大王埼灯台は、海と空と山々と、絵になる灯台です。 大王埼灯台（三重県志摩市）

設置点灯：昭和2（1927）年
　　　　　10月5日
高　　さ：23m（海面から
　　　　　灯火まで46m）
光達距離：白光18.5海里（約34km）
　　　　　赤光17.5海里（約32km）
灯　　器：LU-M型

灯台の要目

大王埼灯台の　
詳細はこちら↓

設置点灯：明治2（1869）年
　　　　　1月11日
高　　さ：19m（海面から
　　　　　灯火まで56ｍ）
光達距離：19.0海里
　　　　　（約35km）
レ ン ズ：第四等二面フレネル式
　　　　　せん光レンズ

灯台の要目

観音埼灯台の　
詳細はこちら↓

日 月 火 水 木 金 土

2021
（令和３年）

友引

仏滅

友引

友引

大安

友引

仏滅大安

大安仏滅友引

大安仏滅

大安

スポーツの日

仏滅

3
11 2

10
4 6 7 8 95

17
11 13 14 15 1612
18 20 21 22 2319

27 28 29 302625

26 30292827

仏滅
3124

燈 光 会

3
2021

（令和３年）

御前埼灯台（静岡県御前崎市）御前埼灯台は、風と光の岬にそびえる灯台です。

御前埼灯台の
詳細はこちら↓

設置点灯：明治７（1874）年5月1日
高　　さ：22m（海面から灯火まで54ｍ）
光達距離：19.5海里（約336km）
レ ン ズ：第三等大型二面フレネル式せん光レンズ

灯台の要目

仏滅

大安

大安

仏滅

仏滅

大安

友引

友引

春分の日

友引

仏滅友引

大安仏滅

友引大安

友引

日

7

月 火 水 木 金 土

1 33 44 55 62

14
8 10 11 12 139

21
15 17 18 19 2016

28
22 24 25 26 2723

313029 3

28

1 2

燈 光 会

7
出雲日御碕灯台は、世界100選の日本一高い灯台です。 出雲日御碕灯台（島根県出雲市）都井岬灯台は、九州でただ一つの「のぼれる灯台」です。 都井岬灯台（宮崎県串間市）

設置点灯：昭和4（1929 ）年
　　　　　12月22日
高　　さ：15m（海面から
　　　　　灯火まで256m）
光達距離：23.5海里
　　　　　（約44km）
レ ン ズ：第三等大型二面フレネル式
　　　　　せん光レンズ

灯台の要目

都井岬灯台の　
詳細はこちら↓

設置点灯：明治36（1903）年
　　　　　4月1日
高　　さ：44m（海面から
　　　　　灯火まで63ｍ）
光達距離：21.0海里
　　　　　（約39km）
レ ン ズ：第一等三面フレネル式
　　　　　せん光レンズ

灯台の要目

出雲日御碕灯台の
詳細はこちら↓　

日 月 火 水 木 金 土

2021
（令和３年）

友引

大安

仏滅

友引

仏滅

友引

友引

友引

大安仏滅友引

大安仏滅

大安

海の日

仏滅

4
11 22 3

11
5 7 8 9 106

18
25

12 14 15 16 1713
19 21 22 23 2420

28 29 30 312726

27 302928

燈 光 会

11
2021

（令和３年）

安乗埼灯台（三重県志摩市）安乗埼灯台は、芝生の先に輝く白亜の可愛い灯台です。

設置点灯：明治6（1873）年4月1日
高　　さ：15m（海面から灯火まで35m）
光達距離：16.5海里（約31km）
灯　　器：LU-M型

灯台の要目 安乗埼灯台の
詳細はこちら↓

日 月 火 水 木 金 土

友引

大安

友引

仏滅

大安

友引大安

仏滅友引

大安仏滅友引

大安仏滅

大安

文化の日灯台記念日

勤労感謝の日

仏滅

7
1 33 44 55 62

14
8 10 11 12 139

21
28

15 17 18 19 2016
22 24 25 26 2723

3029 4

31

2 31

燈 光 会

4
初島灯台は、360°のパノラマが拡がる灯台です。 初島灯台（静岡県熱海市）潮岬灯台は、海と緑に囲まれた本州最南端の灯台です。 潮岬灯台（和歌山県串本町）

設置点灯：明治6（1873）年
　　　　　9月15日
高　　さ：23m（海面から
　　　　　灯火まで49m）
光達距離：19.0海里
　　　　　（約35km）
灯　　器：LBH-120型

灯台の要目

潮岬灯台の　　
詳細はこちら↓

設置点灯：昭和34（1959）年
　　　　　3月25日
高　　さ：16m（海面から
　　　　　灯火まで63ｍ）
光達距離：16.5海里
　　　　　（約30km）
灯　　器：LB-M30型

灯台の要目

初島灯台の　　
詳細はこちら↓

仏滅

大安

友引

仏滅

大安

友引

仏滅友引

大安仏滅

大安仏滅

友引

昭和の日

大安

日

4

月 火 水 木 金 土

11 22 3

11
5 7 8 9 106

18
12 14 15 16 1713

25
19 21 22 23 2420

28 29 302726 1

28 313029

2021
（令和３年）

燈 光 会

角島灯台（山口県下関市）

角島灯台の
詳細はこちら↓

設置点灯：明治9（1876）年3月1日
高　　さ：30m（海面から灯火まで45m）
光達距離：18.5海里（約34km）
レ ン ズ：第一等八面フレネル式
　　　　　せん光レンズ

灯台の要目

　「のぼれる灯台」は、全国に16基です。歴史的な灯台が多く、灯台の
中階段からのぼると海、山など周辺のすばらしい眺望が楽しめます。大き
なレンズを覗ける灯台も多くあります。
　また、のぼれる灯台の多くで、灯台資料展示室を併設しています。灯
台の役割、歴史、構造などを説明するほか、灯台のレンズ、機器なども
展示しています。
　角島灯台は、日本で二つしかないベージュの石が美しい灯台です。
　手前の建物は、旧灯台職員退息所で、現在は、角島灯台資料館として
公開されています。

日本の灯台　２０２１
～のぼれる灯台16 ～
日本の灯台　２０２１
～のぼれる灯台16 ～

燈 光 会
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2021

（令和３年）

残波岬灯台（沖縄県読谷村）残波岬灯台は、眼下に広がるコバルトブルーの海、沖縄一高い灯台です。

残波岬灯台の
詳細はこちら↓

設置点灯：昭和49（1974）年3月30日
高　　さ：31m（海面から灯火まで44m）
光達距離：18.0海里（約33km）
灯　　器：LU-M型

灯台の要目

日 月 火 水 木 金 土

友引

仏滅 仏滅

友引

友引

友引大安

大安仏滅友引

大安仏滅

大安仏滅

山の日

大安

8
2 44 55 66 73

15
9 11 12 13 1410

22
仏滅29

16 18 19 20 2117
23 25 26 27 2824

1

3130 42 31

燈 光 会

12
2021

（令和３年）

野島埼灯台（千葉県館山市）野島埼灯台は、明治2年日本で2番目に点灯した灯台です。

野島埼灯台の
詳細はこちら↓

設置点灯：明治2（1869）年12月18日
高　　さ：29m（海面から灯火まで38m）
光達距離：17.0海里（約31km）
レ ン ズ：第二等二面フレネル式せん光レンズ

灯台の要目

日 月 火 水 木 金 土

友引

大安

友引

友引

大安

友引

仏滅友引

大安仏滅友引

大安仏滅

大安仏滅

5
11 22 33 4

12
6 8 9 10 117

19
26

13 15 16 17 1814
20 22 23 24 2521

29 30 312827 1

28 3029

入道埼灯台（秋田県男鹿市）

角島灯台
（山口県下関市）

尻屋埼灯台（青森県東通村）

平安名埼灯台（沖縄県宮古島市）

犬吠埼灯台（千葉県銚子市）

塩屋埼灯台（福島県いわき市）

大王埼灯台（三重県志摩市）
観音埼灯台（神奈川県横須賀市）

御前埼灯台（静岡県御前崎市）

都井岬灯台（宮崎県串間市）
出雲日御碕灯台（島根県出雲市）

安乗埼灯台（三重県志摩市）

潮岬灯台（和歌山県串本町）
初島灯台（静岡県熱海市）

残波岬灯台（沖縄県読谷村）

野島埼灯台（千葉県館山市）

日本の灯台  ２０２１
～のぼれる灯台 16～

販売価格 600円（税込）（送料・振込手数料 実費）

　　★会員の方には １部贈呈致します

公益社団法人　燈光会
〒105-0003 東京都港区西新橋 １ 丁目14番 ９ 号  西新橋ビル 3F
 TEL（03）3501－1054　　FAX（03）3507－0727
Ｅメール： info@tokokai.org
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